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序 文

　鳥取市内には数多くの原始・古代遺跡が存在しており、近年の各種開発事

業の増加とともに発掘調査が必要となり、消えていく遺跡も増えておりま

す。しかしながら、埋蔵文化財は地域の先人たちの生活を語る歴史資料であ

り、後世に継承していくべき市民の貴重な財産です。このような認識のも

と、財団法人　鳥取市文化財団では、開発と文化財の共存をはかるべく、関

係各機関の協力を得ながら埋蔵文化財発掘調査事業を進めています。

　さて、今回実施した佐治町大井聖坂遺跡の調査は、村道南岸線地方道路交

付金工事に伴う発掘調査として、平成16年度に調査を行いました。この遺跡

は佐治川右岸下流域の標高155mを測る河岸段丘上に展開し、古来より「大井

千軒跡」と呼ばれてきた佐治町有数の大集落遺跡です。平成元年度に圃場整

備に伴い一次調査が、平成ユ6年度に旧佐治村による二次調査が行われ、同年

11月鳥取市合併により11月から当財団が調査を担当いたしました。今回の調

査によって掘立柱建物13棟、竪穴住居2棟をはじめ、土坑、溝状遣構、焼土

遺構、多数のピットが見つかり、縄文時代から中世にかけての土器、竈、甑

形土器、土錘などのほかに、中国産の青磁、緑柚陶器、「南」「酒」「西」と書か

れた墨書土器など貴重な資料が出土しました。また、大井家ノ下モ遺跡は、

同じく村道南岸線地方道路交付金工事に伴う発掘調査として平成16年度に旧

佐治村が調査を行い、今回その成果についても合わせてご報告させていただ

くものです。

　これらの調査成果は、当地域のみならず古代因幡地方の歴史を探る上で大

きく役立っていくものと確信いたします。ささやかな冊子ではありますが、

研究者のみならず広範な市民各位による郷土の歴史究明など、関係各位の埋

蔵文化財の理解に供していただければ幸いです。

　おわりに、今回の発掘調査にあたり、ご理解とご協力をいただきました地

元の皆様をはじめ関係各位の方々に、心から感謝申し上げます。

平成17年9月
財団法人　　鳥取市文化財団

理事長林由紀子



例 口

1．本書は、村道南岸線地方道路交付金工事の事前調査として実施した大井聖坂遺跡、大井家ノ下モ遺

　　跡の発掘調査報告書である。

2．大井聖坂遺跡は、鳥取県の委託を受けて、財団法人　鳥取市文化財団　鳥取市埋蔵文化財調査セン

　　ターが平成16、17年度に実施した。また、大井家ノ下モ遺跡は、鳥取県の委託を受けて、佐治村教

　　育委員会（現鳥取市教育委員会）が平成16年度に実施し、報告書作成事業は財団法人　鳥取市文化財

　　団　鳥取市埋蔵文化財センターが平成17年度に実施した。

3．発掘調査を実施した遺跡の所在地は、大井聖坂遺跡は鳥取市佐治町大井字聖坂、大井家ノ下モ遺跡

　　は鳥取市佐治町大井字家ノ下モである。

4．発掘調査によって作成された記録類および出土遺物は、鳥取市教育委員会に保管されている。

5．現地実測・写真撮影、遺構図面の浄書は、調査員、補助員を中心に発掘調査参加者の協力のもとに

　　行い、出土遺物の整理および遺物実測・浄書は、神谷伊鈴、下多みゆき、浜橋博子を中心として

　　行った。出土遺物観察表は神谷伊鈴が作成した。遺物の写真撮影は永田りん太郎が行った。本書の

　　執筆、編集は谷日恭子、前田均が担当し、神谷伊鈴、永田りん太郎がこれを補佐した。

6．現地調査から報告書作成にいたるまで多くの方々からの指導、助言ならびにご協力をいただいた。

　　記して厚く感謝いたします。

　乗岡　実、卜部吉博、廣江耕史、守岡正司、松井　潔、八峠　興、高橋章司、中谷　均、津川ひとみ、

　加川　崇、星見清晴、佐々木孝文、株式会社フジテクノ中国営業所（敬称略、順不同）

凡 例

1．本書における方位は、第1・2図を除き座標北（世界測地系国家基準座標）を示す。また、レベルは

　　海抜標高である。

2．本書で使用した遺構の略号は、掘立柱建物；SB、竪穴住居；SI、土坑；SK、溝状遺構；SD、ピッ

　　ト；Pである。

3．今回の調査によって出土した遺物は、遺跡名略号、調査区、遺構名、遺物台帳登録番号、取り上げ

　　年月日を基本的に注記し、写真や図面などの記録類も同様である。

　　（例；SOH．　W区　SI－01　NQO21　2004．　l　l．30）
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第1章　発掘調査の経緯

第1節　発掘調査にいたる経緯

　大井聖坂遺跡は、千代川支流である佐治川右岸河岸段丘上の標高150m弱、鳥取市佐治町大井地内に

所在する。古来より大井地区は「大井千軒跡」の伝承があり、その中で大井聖坂遣跡は面積約12，000㎡に

も及ぶ佐治町屈指の大集落遺跡である。平成元年度に圃場整備に伴い遣跡の南東部分にあたる字宮ノ前

で発掘調査が行われている。この調査で、古墳時代後期から近世にかけて掘立柱建物9棟、竪穴住居2

棟、土坑16基、「口縄友」「常盤］と記された墨書土器をはじめ、中国産を含む陶磁器、丹塗り土師器、わ

ずかながら弥生時代後期の土器なども出土している。

　大井家ノ下モ遺跡は平成9年度に新たに確認された遺跡で、平成10年度に調査が行われ、中世の総柱

建物、柵列、足跡を検出するとともに、輸入陶磁器、石鍋、瓦質土器などが出土している。

　今回、これら二遣跡の発掘調査の契機となった村道南岸線地方道路交付金工事事業は、集落内を通行

しカーブの続く一部狭小な国道482号線の迂回道として佐治川南岸に計画された村道整備事業である。

工事区域は河岸段丘上に位置し、遺跡の範囲が工事予定地内へ及ぶことが予想されることから、佐治村

教育委員会が平成15年5月に大井聖坂遺跡の試掘調査を実施した。調査の結果、5箇所の試掘トレンチ

からピット7基と多数の遺物が確認され、関係機関と協議の結果、記録保存で対応することとなった。

なお、平成16年7～9月に佐治村教育委員会が調査を実施した1～IH区については翌年3月に報告書が

刊行されている。鳥取市合併後の11月から鳥取市文化財団鳥取市埋蔵文化財調査センターがIV～W区

の調査を行った。大井家ノ下モ遺跡についても同様に工事範囲にかかることから平成16年7月に佐治村

教育委員会が調査を実施し、報告書の作成を鳥取市文化財団鳥取市埋蔵文化財センターが行った。

第2節　発掘調査の経過

　大井聖坂遺跡の発掘調査は、鳥取県の委託を受け、財団法人鳥取市文化財団鳥取市埋蔵文化財調査

センターが平成16年度に現地調査を、17年度に整理作業および報告書作成作業を行った。

　平成16年度は、鳥取市合併後の11月から調査準備に取りかかり本格的な調査を11月下旬から開始し

た。同年7月～9月に佐治村教育委員会によって実施された1～田区の調査結果から、標高155m付近

の黒褐色粘質土上面に遺構面が確認されており、トレンチによってW・V区の層序を確認後、重機に

よって遺構面近くまでの掘り下げを行った。また、佐治村調査区との整合性を考慮して、1～斑区の10

m毎の方眼および名称をそのまま継承し、調査杭（B7～F10杭ほか）を測量基準として用いた。

　調査は、IV区からとりかかり、黒褐色粘質土上面および黄褐色砂礫層上層面で遺構を検出、古墳時代

後期から平安時代にかけて掘立柱建物13棟、竪穴住居2棟、土坑22基、溝状遺構2条、焼土遺構、ピッ

ト多数を検出した。出土遺物は内法54×34×20cmの容量をもつコンテナ約48箱分に及び、古墳時代後期

から中世の土器、青磁、緑紬陶器、陶磁器、瓦質土器、竈、甑形土器、製塩土器、土錘、鉱津、弥生後

期土器、僅かに縄文土器片が出土している。中でも墨・書土器は14点に及び、「南」「西］「酒」「口縄」などが

判読される。鉱津については業者委託における自然科学分析を行った。

　平成17年度は4月当初からW区黄褐色砂礫層下における遺構の確認とW区の調査を行った。重機によ

る黄褐色砂礫層除去の後、精査を行ったが遣構は検出されなかった。こうして4月23日、現地説明会を

開催した。4月25日に撤収を行い、現地調査を終了した。

　調査を通じて検出した遺構、遺物については適宜写真撮影や実測して記録をとり、各調査区で全体の

遺構検出状況の写真撮影を行った。写真や図面などの記録類の整理は現地調査と並行して進め、出土遺

物については大井家ノ下モ遣跡をも含めて平成17年4月より水洗い後注記、接合作業を行った。順次報

告書作成作業にとりかかり、平成17年9月末に終了した。
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第3節　調査の組織・体制

　発掘調査の組織、体制は以下のとおりである。

　　平成総年度　大井聖坂遺跡

　　　　　調査主体　財団法人　鳥取市文化財団

理　事　長

副理事長

常務理事
調査指導　鳥取市教育委員会

事務局　財団法人　鳥取市文化財団

調査担当

所　　　長

主　　　幹

調査事務

財団法人　鳥取市文化財団

調　査　員

調査補助員

平成16年度　大井家ノ下モ遺跡

　　　調査主体

　　　　　　　　教　育　長

　　　調査指導

　　　事務局
　　　　　　　　教育次長

　　　調査担当

平成17年度

　　　調査主体

調査指導

事務局

調査担当

石谷雅文（鳥取市副市長）

中　川　俊　隆（鳥取市教育長）

　　田　三香子

小谷荘太郎
　　事務局庶務課文化財室

　　　　　鳥取市埋蔵文化財調査センター

前　田　　　均

山　田　真　宏

秋　田　澄　世

白　岩　千　足

　　　　　鳥取市埋蔵文化財調査センター

谷　口　恭　子

神　谷　伊　鈴

永田　りん太郎

下　多　みゆき

佐治村教育委員会

　　　　　　岡　村郁　夫

鳥取県教育委員会

佐治村教育委員会

　　　　　　伊　縫　憲　男

　　　　　　中　谷　　　均

調　査　員　　上　田　哲　夫

財団法人　鳥取市文化財団

理事　長

副理事長

常務理事
鳥取市教育委員会

財団法人　鳥取市文化財団

所　　　長　　前

主　　　幹　　藤

調査事務　　秋

財団法人　鳥取市文化財団

調　査　貝

調査補助員

林　　　由紀子（鳥取市副市長）

中　川　俊　隆（鳥取市教育長）

　　田　三香子

小　谷　荘太郎

　　事務局文化財課

　　　　　鳥取市埋蔵文化財センター

　　田　　　均

　　本　隆　之

　　田　澄　世

　　　　　鳥取市埋蔵文化財センター

谷　口　恭　子

神　谷伊鈴
永田　りん太郎

下　多　みゆき

濱　橋博　子
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第2章　遺跡の位置と歴史的環境

1．大井聖坂遺跡と大井家ノ下モ遺跡の位置

　鳥取市は県東部に位置し、面積237．25k㎡、人口20．1万入を擁する県庁所在地である。平成16年11月1

日に周辺八市町村を含めた広域合併を行い、北は日本海を臨み南は岡山県と県境をはさむ。地域の中央

を中国山地を源とする千代川が北上する。

　大井聖坂遺跡は、鳥取市佐治町（合併前の旧佐治村）に所在する。佐治町は鳥取市域では最も南西端に

位置し、標高600～1，200m級の山地に囲まれた、面積79．89k㎡、人口3，000人余りの山村である。佐治町

の中央部を千代川支流である佐治川が東西に貫流し、それに沿って国道482号線が辰巳峠、岡山県へと

続く。佐治川の中部以奥には弱変成岩古成層が広がり、佐治川の長年の浸食・変形作用によって名石

「佐治川石（佐治石）」が加瀬木を中心とした地域に分布する。佐治川沿岸の長狭な谷底平野および段丘を

水稲栽培、居住域に充て、丘陵部では梨栽培が盛んである。また、古くから書道用和紙の生産にカを入

れている。

　佐治町内を東西に貫流する佐治川は丘陵をぬうように細かな蛇行を繰り返し西から東へ流路をとるが

小田付近で緩やかとなり、以東は蛇行の数も減り湾曲も弱くなる。さらに森坪橋から下流は川幅が広が

るとともに南沿岸部は発達した河岸段丘が認められ、対岸をも合わせ佐治谷では最も開けた沿岸域と

なっている。約17kmと東西に長い佐治町のうち東側約4kmの佐治川沿岸部にあたる。大井聖坂遺跡はそ

の開けた地域の南西端に位置し、北東方向へ延びる丘陵裾と段丘との境界付近、標高150～156mに展開

する。川へ下れば佐治川が北へ蛇行し川幅が狭まる位置にもあたり、佐治谷における陸路、水路におけ

る要所と捉えることもできよう。遺跡周辺は平成元年度に圃場整備が行われ、佐治川へ向かって一見棚

田状の水田が営まれている。段丘上位を通る現在の村道も圃場整備に伴い敷設されたものである。

　今後、村道南岸線の完成によって遣跡周辺の状況は変化していくとみられ、佐治町からわずかに用瀬

町へ下った別府地区では谷部を横断するように中国横断道姫路鳥取線の橋脚を工事中である。佐治谷で

は恵まれた自然環境を活かしてキャンプ場や天文台「さじアストロパーク」なども整備されており、これ

ら交通網の整備・開発によって今後景観は徐々に変貌していくものと考えられる。

　大井家ノ下モ遺跡は、鳥取市大井字家ノ下に所在し、大井聖坂遺跡とは上大井集落を挟んで200m東

に位置する。標高135m前後の佐治川右岸の段丘上山裾部に展開し、対岸には古市集落が営まれている。

平成10年に圃場整備に伴う調査が行われ、中世の集落遣跡であることが判明している。

2．遺跡の歴史的環境

　佐治町内には、現在のところ、山城や遺物散布地を含め40箇所余りの遣跡が確認されている。

【縄文時代】　佐治町で縄文時代の遣跡として、中期前葉の船元H式の深鉢、鉢が出土した古市上山根

遺跡、中期末北白川C式の深鉢、後期前半の中津式の深鉢が出土した葛谷遺跡、後期の石棒が出土した

イヤノ谷遣跡、磨製石斧が出土した大段遺跡がある。いずれも今のところ佐治川左岸に縄文遣跡が集中

するが、右岸に位置する大井聖坂遣跡で、縄文土器片数点が出土している。なお、更に中国山地山間部

に位置する縄文時代の遣跡として智頭町智頭枕田遺跡が挙げられる。平成14年、早期および中期末から

後期初頭の竪穴住居多数が発見され、内6棟に石囲埋甕炉が遣存するなど10万点を越す土器・石器など

を含め、西日本最大級の縄文集落として注目されている。

【弥生時代】　佐治町で弥生時代の遺跡は、明確な遺跡の調査が行われていないが、遺物の散布から推

察される。特に前期の状況は不明であり、葛谷3号墳の調査で中期後葉の甕口縁部片が、大井3号墳の

調査で中～後期の土器、柱状片刃石斧、石庖丁片が出土している。後期になって葛谷遺跡で後期後半の

甕が、金鋳原遺跡や標高300mに展開する一軒原遣跡でもわずかに遺物の出土があり、大井聖坂遺跡で
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は比較的まとまった後期後半の土器が出土している。

【古墳時代】　弥生時代から続く遣跡は現在のところ確認されておらず、古墳時代前・中期の集落の調

査例もない。6世紀中頃の須恵器が上山根遺跡の調査で出土しており、6世紀末～7世紀代、大井聖坂

遣跡で複数の竪穴住居が調査されている。この他後期の遺跡として寺ノナル遺跡、一軒原遺跡が知られ

ている。古墳としては、古墳時代後期の横穴式石室を内部主体とする円墳、大井3号墳、葛谷4号墳の

調査が行われている。大井3号墳は直径約10mを測り、直刀、鉄鎌、刀子、耳環、碧玉製管玉、ガラス

小玉、水贔製切子玉、須恵器から7世紀初頭の造営とみられる。葛谷4号墳は山陽地方に多く見られる

無袖型横穴式石室で、推定径14m、出土須恵器から7世紀初頭の築造とみられる。この他、内部主体を

横穴式石室とする高山古墳群、内部不明の貝尻古墳がある。

【歴史時代】　古墳時代後期から奈良、平安、中世、一部近世と、大井および対岸の古市、葛谷地区周

辺では比較的連綿と系譜が追える地域である。律令体制下、この地域は因幡国智頭郡佐治郷に組み込ま

れており、郷域は佐治町全域に比定されている。開発は古代から行われ、本格的には尾張氏を祖とする

佐治氏が領主として、刈地から加瀬木、さらに栃原まで進めたと言われている。当時佐治川を狭んで南

側を「佐治郷南方］、北側を「佐治郷北方」と呼称しており、文献から正嘉2年（1258）には行政区分が分か

れていたことが窺える。佐治氏は当初刈地を拠点としていたが、文永3年（1266）に「佐治南大井屋敷］と

呼ばれる建物が存在したことが記され、佐治氏が大井にも屋敷を構えていたことが明らかとなってい

る。大井地区の「大井千軒跡］の伝承はこのあたりのことを踏まえた可能性があり、対岸の「古市」の地名

も大井千軒が栄えたころ市場があったことに由来するという。具体的には、発掘調査によって奈良～室

町時代の掘立柱建物や墨書土器などが見つかった大井大聖坂遺跡、6～7世紀の古市山根遺跡、古市屋

敷遺跡、奈良時代の貝尻遺跡、葛谷遺跡、中の谷遺跡、奈良・平安時代の刈地鳥居原遣跡、金鋳原遺

跡、陶製の経筒2点が見つかった大井経塚、宝薩印塔が祀られた佐治四郎重貞の墓所などがある。大井

家ノ下モ遣跡は中世の集落であり、調査で倉庫とみられる総柱建物、柵列を検出し、12～14世紀代、17

～19世紀代の中国産をはじめとする豊富な陶磁器類が出土している。このように歴史時代の調査例も

徐々に増える傾向にあり、今後文献を裏付けるような新しい資料を提供してくれるであろう。

引用・主要参考文献

　佐治村ド佐治村誌』1983年

　平凡社翻本歴史地名大系第32巻　鳥取県の地名頴992年

　佐治村教育委員会『大井聖坂遣跡囚990年

　佐治村教育委員会『大井家ノ下モ遺跡発掘調査報告吉』1999年

　㈱鳥取市文化財団『大井聖坂遺跡2次調査○区・丑区・皿区〉発掘調査報告｛」：』2005年

一第1図　遺跡名称一

1．大井聖坂遺跡

2．大井経塚
3．大井家ノ下モ遺跡i

4．金鋳原遺跡
5．寺ノナル遺跡
6．刈地鳥居原遺跡
7．刈地遺跡（佐治四郎の遺跡）

8．葛谷遣跡
9．古市上山根遣跡
10．屋敷遺跡

11．貝尻遺跡

12．大段遺跡
13．　一車f原第1戊貴8亦

14．一軒原第2遺跡

15．一軒原第3遺跡
16．一軒原第4遺跡

A．葛谷1号墳
B．葛谷2号墳
C．葛谷3号墳
D．葛谷4号墳
E．貝尻古墳

F．高山1号墳
G．高山2号墳
H．大井1号墳
1．　プ（チ‡2号‡貴

」．大井3号墳

a．ホウニン鐘鋳跡

b、谷奥瓦窯跡
c．大清水鐘鋳跡

一凡　例～

⑧　消滅古墳
×　遺’物散布地

△　経塚、中～近世墳墓

▲　生産遺跡
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第3章　調査の結果

第】節　大井聖坂遺跡の調査

1．調査地の基本層序（第9図、図版3・4）

　今回調査したIV～VI区は、平成16年度に佐治村教育委員会によって調査された村道沿いの1～皿区よ

り南西に位置し、今回最も調査面積の大きいW区、その南西両側にV区、W区の配置である。各調査区

の層序は、いずれも西側壁面を利用して行い、そのほか適宜サブトレンチを設け土層の観察を行った。

］V区　土層観察用の西壁面はちょうど田畦部分にあたり、現地表からの図化が可能となった。調査地の

基本層序は、第1～8層までが圃場整備に伴う撹乱土である。特に市道半側は耕作土下に5～20cm大の

岩石が集中する一帯があり、おそらく圃場整備に伴いそれ以前の古道や崖の補強などに用いた石垣、暗

渠周辺に埋設された礫などが埋められたものと理解した。石の多くは川原石であったが、中には50cm大

もの人力では動かさないような岩もあり、その多くは風化がすすんだ花満岩である。第11パ2層は床土

で下位に褐色の強い沈着があり、撹乱の可能性のある第13層を含め第14層以上が圃場整備時を含めW区

が水田・耕作地となった以降の層と考えられる。第15層灰黄褐色粘質土は厚さ最大36cmに達し、第コ5層

に比べわずかに灰色かかる第16層褐灰色粘質土とは平安～中世、近世期の遣物片を含む包含層である。

第18層は第15層と似るがやや褐灰色かかり同様に平安～中世の遣物を含む。この第18層の下に焼土ブ

ロックを含む第19層褐灰色粘質土が広がる。この焼土層は標高154．6m前後に広がり、部分的に焼土遣

構として厚さ8cm程度が確認される箇所があり、　V区にも及ぶ。下層の黒色の強い第22層黒褐色粘質土

は第一面（上層）の基盤層であり、標高154．6～153．5mに広がる。補助トレンチ断面からも黒褐色粘質土

中にやや明るめの灰黄色粘質土および褐灰色粘質土の埋土をもつピットが確認されている。第23層を挟

んで第30～27～24層が第二面（下層）の基盤i層となる。第24層上面で検出されたSI－01の遺物から7世紀

後半～8世紀の年代が与えられる。第28・29層明黄褐色砂礫は平成16年度佐治村調査で言うところのい

わゆる「整地層］にあたり、風化した花摘岩が砂礫化したものである。僅かに黒褐色土を含む第28層に対

し第29層は黒褐色土の含みが見られず黄榿色かかる。第27層についてはにぶい黄褐色粘質土で色調など

から第28層の漸移的な層と思われる。第28・29層中に遣物の含みはなく、傾斜する層位にも乱れは認め

られず、よく観察すると0．1～0．8cm大の砂礫が大きなものから小さい粒子へと繰り返しの互層になって

おり、標高の上位ほど薄く下位ほど厚い堆積でE6杭付近で50cmに達し、さらに大きな岩石が下位ほど

見られる傾向がある。背後の丘陵谷部から放射状に範囲が広がっている状況が1～1∬区の「整地層」範囲

からも窺える。谷部の露頭で風化した花商岩が確認されたことから砂礫が谷部から流出し堆積したもの

と考えられる。この砂礫層下には再び黒色土の強い第32層黒褐色粘質土が堆積し、粘質が強く軟弱な地

盤である。この第32層上面で精査したが遺構や遺物の含みも見られなかった。その後第36・37層をへて

地山のにぶい黄燈色粘質土・砂礫層へと漸移していく。

V区　調査区北壁面を土層観察用に用いた。遺跡の南西部のちょうど丘陵斜面の傾斜に沿ったようなラ

インにあたる。遺跡の北側は現在も耕作が行われている畑地であり南西斜面高上位に撹乱層が確認され

たが、東側の斜面下位ほど第7・8層など耕作土と床土が幾重にも重なるなど遣構面上に厚い堆積が確

認された。基本的にはW区と層序は同様で、第15層褐灰色粘質土中に遺物を多く含み、第16層黒褐色粘

質土がIV区第22層に対応する第一面の基盤層である。　W区と異なり第16層は155．6～154．2n1とかなりの

傾斜が認められる。断面図部分では見られなかったが、V区東端で第18層と第19層間にW区第28・29層

明黄褐色砂礫の広がりを確認している。

W区　調査区北西壁面を土層観察用に用いた。断面からと第4層黒褐色粘質土上面ピ第5・6層上面に

遺構が確認される。この第4層がIV区第22層に対応する第一面の基盤層でIV区よりかなり高い標高155

m付近に広がりを見せる。
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2．］V区の調査

　IV区の調査で、掘立柱建物13棟、竪穴住居2棟、土坑18基、溝状遺構12条、焼土遺構、ピット多数を

検出した。この他、圃場整備時に重機により岩石を多く埋設した大規模な撹乱穴が数箇所にわたり検出

された。遺構面として二面を検出したが、南西から北東、南から北へ向けて地盤iの低くなる緩斜面であ

ることから厳密には同一層位での検出が不十分な部分もみられた。特に、IV区北東部のF7～G7杭周辺

では第22層はやや褐色かかって堆積が薄く一部第24層上面での検出となったため、ピットに関して第一

面（上層）と第二面（下層）とが不明瞭な部分もある。よって上層、下層のそれぞれの遺構について明確に

面として区別せず、下層で検出した土坑（SK）とピット（P）については遺構名の頭に2を付けて表記し

た。

掘立柱建物

SB－01（第4・5・10図、図版5）

　IV区南西部のD8杭南東、標高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　uIOGSgI＝II154．83mで検出した。西辺を2次

調査第4試掘トレンチで切られ、

東辺上にSK－02が重なる。桁行3

間、梁行2間あるいは3間のわず

かに東西に長い建物である。主軸

は汗79㌔Eを振る。建物の平面形

は正方形に近く、桁行3間が3．72

m、梁行が3．48mを測る。建物面

積は12．9㎡である。柱間寸法は桁

行が1．24m、平均すると桁行1．25

m、梁行が1．74ないし1．2m前後

である。柱穴の平面形はすべて円

形および楕円形で、現状で径30～

85cm、深さ60～85cmを損‖る。ニヒ層

断面観察により柱痕跡状の土層が

認められた柱穴もあった。

　遺物はP－25、32、40、U3、115、

117より埋土から土器細片が出土

している。

SB－02（第4・5・11図、図版5）

　］V区南西壁面寄りのD7杭以西、

標高154．15mで検出した。北側は

調査区壁面以北へと延び、建物の

南東隅の検出である。検出は第二

面での検出であったが、ちょうど

建物の中央部に調査区断面が位置

し、土層断面の検討の結果、本来

は第一面の遺構と考えられる。現

況で桁行3間、梁行1間の東西建

物であるが、梁行3間の南北建物

◎一
」P－117S・一・2

⑭1、3

　　　エ　ヨ

鷲◎l
　　　　P－32

9．，。

α、、

◎P．，5

H＝1550Gm

　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　2m

　　　　　　　　　一
第10図　y区SB－01実測図（S＝1：80）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　第11図　V区SB－02実測図（S＝1：80）
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茸
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鋤2図　苗区SB－◎3実測図（S＝1：80）

の可能性もある。主軸は現況でN－85°－Eを振る。現況で桁行3間が4．00m、梁行が2．40mを測る。建物

面積は9．6㎡以上である。柱間寸法は桁行が平均すると桁行L33mである。柱穴の平面形はすべて円形

および楕円形で、径45～60cm、現状で深さ19～35cmであるが本来70cm弱はあったとみられる。

　遺物は2P－196より埋土から土器細片が出土している。

SB－◎3（第4・5・12図、図版5）

　IV区南東部のE9杭北、標高154．95mで検出した。南東端が調査区南東壁面にかかる。桁行3間、梁

行2間の南北建物で、北側に廟が付属する。主軸はN－9°－Eを振る。建物の平面形は正方形に近く、桁

行3間が5．88m、廟部を含めると6．83m、梁行2間が5．68mを測る。建物面積は33．4㎡である。平均す

ると桁行1．96m、梁行が2．84㎡である。柱穴の平面形はすべて円形および楕円形で、現状で径46～64

cm、深さ36～108cmを測る。土層断面観察により柱痕跡状の土層が認められた柱穴もあった。

　遺物はP－16、53、55、58、59、63、64、84、90、94、96、ユ01より埋土から土器細片が出土している。

SB－04（第4・5・13図、図版5）

　W区中央部のE8杭北、標高154．49mで検出した。南西端を重機による撹乱穴で切られる。北東隅部

に70cm程度の間隔をおいてL字形のSD－01が配置する。桁行2間、梁行2間の南北建物である。主軸は

N－5°－Eを振る。建物の平面形は長方形で、桁行2間が5．36m、梁行2間が4．16mを測る。建物面積は

22．3㎡である。柱間寸法は平均すると桁行2．68m、梁行が2．08mである。柱穴の平面形はすべて円形お
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よび楕円形で、径28～61cm、深さ40～75cmを測る。土層断面観察により東桁側のピットに柱痕跡状の土

層が認められた。2P－66の上層に95×51cmの焼土範囲が確認されている。

　遣物はP－206、209、224、267より埋土から土器細片が出土している。

SB－05（第4　・5　・14図）

　W区東側のF8杭周辺、標高154．39mで検出した。南東側は調査区南東壁面へ延びる。現況で桁行4

間、梁行3間の南北建物である。主軸はN－2㌧Eを振る。建物の平面形は長方形とみられ、桁行4間が

5．78m、梁行2間が4．86mを測る。建物面積は28．1㎡である。柱間寸法は平均すると桁行1．44m、梁行

が1．62mである。柱穴の平面形はすべて円形および楕円形で、径31～75cm、深さ16～75cmを測る。土層

断面観察により北梁側の一部ピットに柱痕跡状の土層が認められた。2P－79の上層に112×61cmの焼土

範囲が確認されている。

　遣物はP303、322、326より埋土から土器片が出土しており、P－326では竈片が含まれる。

SB－06（第4・5・15・16図、図版15）

　IV区東端のG7杭南、標高153．95mで検出した。南東側は調査区南東壁面へ延びる。現況で桁行3

間、梁行1間の建物である。主軸はN－84°－Wを振る。建i物の平面形は長方形とみられ、桁行3間が

3．32m、梁行1間が2．781nを測る。建物面積は9．2m2である。柱間寸法は平均すると桁行Lllmであ

る。柱穴の平面形はすべて円形および楕円形で、径31～58cm、深さ16～53cmを測る。土層断面観察によ

り北側の一部ピットに柱痕跡状の土層が認められた。

　遺物はP－347、357、359より埋土から土器片が出土しており、P－357では須恵器杯蓋（1）が含まれる。

復元口径14．8cm、平坦な天井部で口縁部外端面に1条の凹線をもつ。

SB－07（第4・5・17・18図、図版15）

　lV区中央北西寄りのE7杭南西、標高154．22

mで検出した。桁行4間、梁行1間の東西建物

である。主軸はN－83°－Wを振る。建物の平面

形は長方形で、桁行4間が7．75m、梁行1間が

2．481nを測る。建物面積は19．22㎡である。柱

間寸法は平均すると桁行1．93mである。柱穴の

平面形はすべて円形および楕円形で、径27～60

cm、深さ22～80cmを測る。土層断面観察により

一部ピットに柱痕跡状の土層が認められた。

　遺物はP－172、188、198、405より埋土から

土器片が出土している。P－198は上層のピット

の可能性もあるが、緑紬陶器皿（1）、土錘（2）

が出土している。（1）は底部糸切りのち高台を

削り出し、粕は淡緑色である。（2）は長さ5．8

cmの管状土錘である。

；

§

moε　⊆｜＝II

⇔．35，（蕊rq二③35、

　　　　　　　　　　　　　　久

⑮．

第15図　y区SB－06実測図（S＝1：80）
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第16図　y区SB－06出土遺物実測図（S＝1　3）
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第18図　W区SB－07出土遺物実測図（S＝1　3）
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第21図　W区SB－09出土遺物実測図
　　　　　　　　　　　（S＝1　3）

SB－08（第4・5・19図、図版6）

　IV区東端、　F7杭～G7杭南、標高153．79mで検出した。桁行3間、梁行1間の東西建物である。東に

廟が付属する。主軸はN－87°－Wを振る。建物の平面形は長方形で、桁行3間が5・38m、廟部まで

6．06m、梁行1間が2．56mを測る。建物面積は13．8㎡である。柱間寸法は平均すると桁行1．79mであ

る。柱穴の平面形はすべて円形および楕円形で、径28～64cm、深さ12～60cmを測る。土層断面観察によ

り北桁の一部ピットに柱痕跡状の土層が認められた。

　遺物は2P－106、128、134より埋土から土器片が出土している。

SB－09（第4・5・20・21図、図版15）

　IV区西端のD7～D8杭間、標高154．871nで検出した。南東辺を重機による撹乱穴で切られる。現況で

桁行4間、梁行2間の南北建物である。主軸はN－19°－Wを振る。建物の平面形は長方形で、桁行4間

が7．80m、梁行2間が5．83mを測る。建物面積は45．5㎡である。柱間寸法は平均すると桁行1．95m、梁

行2．91mである。柱穴の平面形はすべて円形および楕円形で、径25～60cm、深さ6～44cmを測る。土層

断面観察により柱痕跡状の土層が認められるピットがあった。P－170の周囲に80×50cmの焼土範囲が確

認されている。

　遺物はP－131、139、154、170、173より埋土から土器片が出土しており、P－132では転用硯とみられ
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第22図　V区S8－10実測図（S＝1：80）

る灰紬陶器底部（1）が含まれる。（1）底部は貼り付け高台で、内面紬剥ぎ、擦り痕が観察される。

SB一犯（第4・5・22図、図版6）

　IV区北西側、　E6～E7杭問、標高153．95mで検出した。一部構成するピットをトレンチやSK－06に

よって切られている。桁行4間、梁行3聞の東西建物である。主軸はN－75°－Eを振る。建物の平面形は

長方形で、桁行4間が6．681n、梁行2間が4．65mを測る’。建物面積は31．1㎡である。柱間寸法は平均す

ると桁行1．67m、梁行1．55mである。柱穴の平面形はすべて円形および楕円形で、径38～80cm、深さ51

～69cmを測る。土層断面観察によりP－292、2P－209、375、444で柱痕跡状の土層が認められた。

　遺物はP－292、2P－209、355、360、368より埋土から土器片が出土している。

SB－11（第4・5・23図、図版6）

　IV区北東部、　F7杭周辺、標高154．12mで検出した。桁行4間、梁行3間の東西建物である。主軸は

N－69°－Eを振る。建物の平面形は長方形で、桁行4間が7．03m、梁行2間が4．751nを測る。建物面積は

33．4㎡である。柱間寸法は平均すると桁行1．75m、梁行1．58mである。柱穴の平面形は円形、楕円形が

中心であるが、2P－339のように長楕円形の中心部が一段深くなるピットが北側に並ぶ。径45～100cm、

深さ23～58cmを測る。土層断面観察によりP－295、2P－339、344、346、463で柱痕跡状の土層が認めら

れた。P－295で径18cm程度、2P－339、344で15cm、2P－463で22cm程度である。

　遺物はP－295、2P－69、100、311、322、325、339、344、463より埋土から土器片が出土している。
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第23図　W区S8－11実測図（S＝1：80）

S8ヰ2（第4　・5　・24図）

　W区北西端、E6杭南東、標高153．48mで検出した。北側は調査区南東壁面へ延び、　SI－01により東桁

行の一部が不明となる。現況で桁行3間、梁行3間の建物である。主軸はN－コ5°－Wを振る。建物の平

面形は長方形とみられ、桁行3間が5．10m、梁行3間が4．40mを測る。現況の建物面積は22．4㎡であ

る。柱間寸法は平均すると桁行1．70m、梁行1．47mである。柱穴の平面形はすべて円形および楕円形

で、径27～53cm、深さ19～30cmを測る。土層断面観察により2P－396に柱痕跡状の土層が認められた。

出土遣物はみられなかった。

SB－13（第4・5・25図、図版6）

　W区北東側、E6～E7杭問東側、標高153．621nで検出した。桁行2間、梁行2間の南北建物である。

主軸はN－15°－Wを振る。建物の平面形はわずかに長方形で、桁行2間が3．23m、梁行2間が2．88mを測

る。建物面積は9．30㎡である。柱間寸法は平均すると桁行1．61m、梁行L441nである。柱穴の平面形は

円形、楕円形が中心で、現況で径27～51cm、深さ9～41cmを測る。土層断面観察により2P－364、356で

柱痕跡状の土層が認められた。P－356で径13cm程度である。

　遺物は2P－356より埋土から土器片が出土している。
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竪穴住居

Sl－01（第4・5・26～30図、図版7・8・15～17）

　W区北端のE6～F6杭間、第24層上面の標高153．34mで検出した。北酉壁面の一部上層を重機により

撹乱を受け、SB－12の柱穴2P－461が北側壁面に、南壁溝i沿い下層に2P－460が重なる。平面はやや南北

に長い隅丸方形を呈し、主軸はN－1°－Wを振る。規模は長軸3．37m、短軸2．99m、壁高38cmを測る。床

面は南側中央部でやや窪むもののほぼ平坦で、床面の標高152．96m前後を測る。壁溝は北側では土層断

面で僅かに確認できる程度であるが、南側を中心に深さ5cm程度、最深8cmが巡る。住居内に柱穴は検

出されず、住居南側を中心に小規模なピットが確認されている。埋土は基本的に黒褐色粘質シルトおよ

び黒褐色粘質土が基調となる。大まかには中央で上下3層に分れるが壁面近くで細分されている。

　遣物は、第22層を除去し精査した段階で既に検出しており、30cm大の角礫なども含め住居中央部でコ

ンテナ（容量54×34×20cm）約8箱分に相当する量が埋土から出土している。供膳具、調理や貯蔵用具の

土師器と須恵器以外は自然石数点と擦痕2面が観察される敲石（33）のみである。墨書土器は出土してい

ない。量的には土師器甕類の体部片が多くを占める。土師器は主に口縁部く字形甕（3）～（11）が中心

で、竈片Q3）や赤彩された蓋（1）、杯（2）が僅かに含まれる。蓋（1）は丁寧に赤彩され外面は横位のヘ

ラ磨き、内面に放射状の暗文が施される。杯（2）は平坦な底部から屈曲外反して口縁部は外方に摘み先

細りとなる。外面はヘラ磨き、内面は放射状の暗文を施す。く字形甕はロ縁部形態に様々なバラエティ
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第26図　y区Sl－01実測図（S＝1：40）
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第27図　］V区Sl－01遺物出土状況図（S＝1：20）

が見られるが、法量的には［コ径20～25cm程度のものが多く、（10）（11）のようにやや大型で日縁部が伸び

る形態の甕は数少ない。また、（4）のような頸部の屈曲が湾曲するあいまいな形態の甕は数限られ、多

くは（8）あるいは（9）のような頸部で明確に屈曲外反する形態である。調整も体部外面縦ハケ目、内面

ヘラ削りで、1コ縁部は形態によりヨコナデが強く入るものと外面だけヨコナデするものと各種ある。

（12）に関しては弥生土器の可能性が考えられ、この他にも弥生時代後期後半の甕口縁部片も僅かながら

出土している。（13）は竈の一部であり、内外ハケ目、内面にヘラ削りが観察される。須恵器は主に杯類

が多く、蓋はやや少ない。蓋（14）高さがあり天井部に摘み貼り付けの痕跡が観察され口縁部はわずかに

肥厚し内傾する。杯は椀形態で無高台の（15）（16）と高台付の（17）～（19）とがあり、底部に糸切りは観察

されない。小型の鉢（20）（23）は底部から内湾しながら比較的直立気味に立ち上がる形態で、（20）は底部
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糸切りで高台が付く。大型の鉢（29）は体部内湾しながら口縁部まで立ち上がり、（30）は屈曲して外反す

るロ縁部を有し体部外面は平行叩き目のちカキ目、内面当て工具痕をナデる。高台部（21）（22）は底部ナ

デのち高台貼り付け、（22）は底部内面に擦り痕が観察され転用硯とみられる。脚部（24）、壼頸部（27）は

ともにハ字状に開く形態で、これら以外にこうした脚や長頸壼は見られなかった。壼甕類（25）（26）（28）

（31）は口縁部はそれほど強く外反して伸びることなく端部も僅かに肥厚しておさめる形態である。体部

は外面平行叩き目のちカキ目、内面当て工具痕を部分的にナデ、（31）はすり消している。なお、（28）は

住居南側床面近くで出土しており焼成前口縁部内面にヘラ記号が刻まれる。甑（32）は焼成が甘く底部か

ら直線的に立ち上がる体部中央に3条の浅い沈線が巡り一対の把手が貼り付く。体部は平行叩き日を施

さず、指成形のち原体不明の丁寧なナデ。口縁部は端面カットされ平坦で内外面ヨコナデ調整である。

Sl－02（第4・5・31図、図版8）

　調査区南西端、C8～D8杭問北側、地山の第40層明黄褐色粘質土上面の標高154．69mで検出した。標

高の高い西側壁面から主柱穴までの幅2～2．5m程度、壁高13cmの遺存である。平面形は隅丸方形と想

定され、主柱穴とみられる2P－158、221、163、180を基に規模51nが復元される。住居の軸は斜面の傾

斜に対しほぼ平行するN－15°－Wを振る。床面標高は154．45m前後を測り、2P寸58、221以東は流失した

とみられる。西側壁面で深さ4cm程度の壁溝が一部遺存していた。主柱穴間は、2P－158～221間が2．18

m、2P－158～163間が1．96m、2P－163～180問が1．90m、2P－180～221聞が1．98mと2P－180がやや南側に

位置していることから歪となる。各主柱穴は径40～56cmを測り、床面から深さ40cm弱、底面標高は

154．01～154．09mである。住居内には直接住居に関係するか否かの判断は難しいものの主柱穴以外の

ピットも複数検出されている。西側床面付近、主柱穴内において出土遺物は見られなかった。

土坑

SK－01（第4・5・32・33図、図版9・17）

　IV区南、　D9～E9杭北側、標高154．82mで検出した。北側2．5mにSK－02が配置する。平面は不整な楕

円形を呈し、長さ2．59m、幅2．15mを測る。主軸はN－32°－Eを振る。断面は不整な椀状で底面中央部が

径70cm、深さ10cm弱の円形状に窪む。検出面からの深さ32cm、底面は標高154．48mを測る。埋土は8層

に分かれ、上層は粘質の強い黄褐～灰黄褐色土であるが下層および一段窪む部分で炭片を多く含み、最

下層は炭片および焼土ブロックを多く含む褐色粘質土である。

　遺物は須恵器、土師器が数袋出土しており、土師器甕体部片も含まれる。また、50gを測る鉱津1点

（自然科学分析の項参照）が出土している。杯皿類の底部はすべて糸切りである。このうち（1）～（4）を

図化した。（1）～（3）は焼成甘く、（1）は還元不十分、（2）は生焼け状態である。（3）は底部中央を欠

損するものの内面に墨書が観察される。口縁部（4）は手提ね成形で粘土を補充して肥厚させ端面を作り

出している。焼成は良好でやや胎土が粗い。
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第32図　V区S×01出土遺物実測図（S＝1　3）
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3．び黄掲色枯質二i二1僅かに黄楢色二1ニブロックをAむ。）

4．，（、褐色粘貿土（僅かに炭ハ｛“を含む。）

5．にぶい戚掲色粘質土（炭片を多く含む。｝

6．灰黄褐色評貢と（巌片を多く含むみ
7．灰黄褐色粘質二｝’（6よりやや閣。炭片を多く＾むの

8．褐色粘亨．と（焼上ブロックを多く含む。炭片を楡むば

o 2m

第33図　W区SK－01実測図（S＝1：30）

P－35

H司弱．80m

1．黄灰色枯質土（黄褐色土ブロック、灘褐
　色土を＾む。）

0 1m

第34図　y区SK－02実測図（S＝1：30）
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SK－02（第4・5・34図、図版9）

　IV区南西側、　D8～E8杭南、標高154．66mで検出した。　P－35を切る。南2．5mにSK－01が配置する。平

面は不整iな楕円形を呈し、長さ1．76m、幅1．09mを測る。主軸はN－80°－Wを振る。断面は不整な皿状で

底面は凹凸がみられる。検出面からの深さ27cm、底面は標高154．39mを測る。埋土は1層で混じりのあ

る黄灰色粘質土である。

　埋土から僅かに須恵器・土師器体部片が出土している。上層の撹乱残欠の可能性がある。

SK－05（第4・5・35図、図版9）

　W区西側、D7～E7杭聞、標高154．　llmで検出した。　P－381とP－407に大きく切られる。東4mにSK－

06が配置する。平面は不整な楕円形を呈し、長さ1．76m、幅92cmを測る。主軸はN－25°－Eを振る。断面

は不整な皿状で底面は南側で深くなる。検出面からの深さ30cm、底面は標高153．76mを測る。埋土は南

北で分かれ、それぞれ明黄褐色土ブロックを含む褐灰色、灰黄褐色粘質土である。

　埋土から僅かに須恵器・土師器体部片、土師器甕口縁部片が出土している。

SK－06（第4・5・36・37図、図版10・17）

　IV区北側、　E7杭北東、標高154．01mで検出した。西壁の一部がピットと重複する。西4mにSK－05

が、東50cmにSK－07が配置する。平面はやや不整な楕円形を呈し、長さ1．20m、幅99cmを測る。主軸は

N－70°－Eを振る。断面は不整な椀状で西側に三日月状のテラス部が見られる。検出面からの深さ50cm、

底面は標高153．461nを測る。埋土は4層に分かれ、上層の第1・2層で炭片を含む。それぞれに明黄褐

色土ブロックを含むにぶい黄褐色、灰黄褐色、褐灰色粘質土である。

　埋土からコンテナ約3分の1箱分に相当する量の須恵器・土師器体部片、土師器甕口縁部片、土錘

II＝154．IGm
II＃154．2G［n

P－407

L　　　③
O
P－398

」

P－381 P－407

H＝1灘20m

⊥

H＝i5工．三〇m

　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　エの

涙購鏑蹴，、、，よ棚．，、吠醐」≡≡≡三一
黄褐色・1二を多く含む。炭片を含む。）

．灘灰色枯質土（1c因大の明黄褐色．ヒプロック　5．灰黄褐色粘質土（3より明。0．5～2cm大の
を含むの　　　　　　　　　　　　　　　　　明黄褐色土ブロックを多く含むパ
．灰黄褐色粘資土（3cm大の明黄褐色．1ニプ冒ッ　6．褐灰色粘質土（やや諦まるば
クを含む。炭片を含むつ　　　　　　　　　7．灰黄褐色粘質ゴニ（（15c苗大の明黄鶴色土プロッ

．灰黄褐色枯質土（3より晴。0．5cm大の明黄　　　クを含む。炭片を含むヨ
褐色虫ブロックを含む。炭片を含む亭締まり　8．掲灰色枯質土涙片を含む。締まり弱い。）
弱い。）　　　　　　　　　　　　　　　　　9．縄灰色粘貿土（8より略。褐《皇土を含む。）

　　第35図　y区SK－05実測図（S＝1：30）
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　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　］m

．にぶい黄褐色粘貿一1二（0．5cm大の明黄褐色・1ニプロックを含む⊂炭片を含む。）

．灰黄褐色粘貿：］二｛0，5cロ大の明黄褐色土ブロックを含む。炭片を含む。）

．灰黄褐色粘質上（0．5c珊大の明黄褐色土ブロックを含む。締まり弱い。）

．褐灰色粘質土（至cm大の明黄褐色dニブロックを含む．）

第36図　y区SK－06実測図（S＝1：30）



（3）、鉄製品（4）が出土している。このうち（1）～（4）を図化した。皿（1）、杯（2）ともに土坑中央部

下層で出土したもので、焼き上がりがやや甘い。（2）は体部外面にハケ状のナデ痕が周回し、底部を中

心として煤状の付着物がみられる。（3）はやや中央が膨らむ管状土錘で、成形時に幅2㎜の工具で螺旋

状の溝を撫で付けている。断面二等辺三角形の鎌状の鉄製品（4）は遺存長9．3cm、幅2．59cmを測る。

SK－07（第4・5・38・39図、図版17）

　W区北側、E7～F7杭間北、標高153．98mで検出した。西壁の～部がP－283と重複する。西50cmにSK－

06が配置する。平面はやや不整な長楕円形を呈し、長さ1．28m、幅70cmを測る。主軸はN－9°－Eを振

る。断面は不整な椀状で北側に三日月状のテラス部が見られ南側へ向けて深くなる。検出面からの深さ

39cm、底面は標高153．58mを測る。埋土は3層に分かれ、上層の第1層灰黄褐色粘質土、下2層が褐灰

色粘質土である。

1

㊨

闇、

⑤

　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　ユOcm

　　　　　　　　　　　　　　一
第37図　y区SK－06畿土遺物実測図（S＝1：3）

㊨

1

㊨

2

　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

　　　　　　　　　　　　　　　　　一
第39図　y区S｝〈－07出土遣物実測図（S＝1：3）

II＝151．101n

II＝鷲浸20m

J
P－283

⊥ 一

H＝15ξユOm

II＝151，20m

　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

　ユ．灰黄褐色粘貿土（α5c頂大の明黄褐色土ブロックを含むの
　2．褐灰色粘質土（褐色土を含むこ）
　3、灘灰色粘貿土（2よりやや明。褐色土を含む。締ま1）弱い。）

第38図　］V区SK～07箋i測図（S＝1：30）

1．にぶい黄褐色枯質土　　　0　　　　　　　　　　1m

　lα5cm大の明黄褐色土プロッ　」一
　クを含むξ※片を含む⊃）

第40図　y区SK－08実測図（S＝1：30）
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　埋土からコンテナ約3分の1箱分に相当する量の須恵器・土師器体部片、土師器甕口縁部片が出土し

ている。このうち皿（1）（2）を図化した。ともに底部糸切りで口縁部はやや屈曲外反して丸くおさめる。

SK－08（第4・5・40図、図版10）

　W区中央部、E7杭南東、標高154．12mで検出した。　L字状のSD－Ol屈曲部上層に重なる。北3mに

SK－07が配置する。平面は楕円形を呈し、長さ1．41m、幅1．Olmを測る。主軸はN－3°－Eを振る。断面

はやや不整な皿状で底面に若干の凹凸が見られる。検出面からの深さ15cm、底面は標高153．97mを測

る。埋土は1層で、炭片を含むにぶい黄褐色粘質土である。

　埋土から僅かに須恵器・土師器体部片、底部糸切りの須恵器杯片が出土している。

SK¶（第4・5・41図、図版10）

　W区北東部、F6～F7杭間西側、標高153．70mで検出した。中央下層に2P－435が重なる。南東2mに

SK－12、2．8mにSK－13が配置する。平面は不整円形を呈し、長さ99cm、幅87cmを測る。断面はやや不

整な皿状である。検出面からの深さ10cm、底面は標高153．58mを測る。埋土は1層で、砂を含む黒褐色

粘質土である。出土遺物はみられなかった。上層の撹乱残欠の可能性がある。

SK－12（第4・5・42図、図版10）

　W区北東部、F6～F7杭間西側、標高153、71mで検出した。北西2mにSI（－11、南50cmにSK－13が配置

する。平面は隅丸台形状を呈し、長さ1．25m、幅93cmを測る。主軸はN－40°－Wを振る。断面は皿状で

ある。検出面からの深さ14cm、底面は標高153．53mを測る。埋土は2層に分かれ、上層が砂混じりの

にぶい黄褐色粘質土、下層が粘質の強い灰黄褐色粘質土である。

　埋土から僅かに土師器甕日縁部片が出土している。上層の撹乱残欠の可能性がある。

SK－13（第4・5・43図、図版U）

　IV区北東部、　F7杭北西、標高153．82mで検出した。北50cmにSK－12が、北西2．8mにSK－Uが配置す

る。平面は楕円形を呈し、長さ1．12m、幅91cmを測る。主軸はN－3°－Eを振る。断面はやや不整な皿状

である。検出面からの深さ16cm、底面は標高153．61mを測る。埋土は2層に分かれ、上層が砂混じりの

にぶい黄褐色粘質土、下層が粘質の強い灰黄褐色粘質土である。

　埋土から僅かに土師器甕ロ縁部片1点が出土している。直立する体部から短く屈曲外反するく字形口

縁でSK－12出土箋と類似する。上層の撹乱残欠の可能性がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H＝153．80m
　　　　　　　　　　　　　　H＝二153．s｛｝∬、

L 一

H＝15380m

　　　　　　　0　　　　　　　50cm
l．日褐色枯質土（砂を含むの　　」三亘亘亘よ云亘三亘亘⊇

第41図　y区SKヨ1実測図
　　　　　　　（S＝1　：30）

L ⇒

II＝｝53幼m

　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

　1．にぶい黄褐色砂混粘質土
　2、灰黄褐色粘質土（粘質強。）

第42図　y区SKべ2実測図（S＝1：30）
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〉

L ⇒

／

II＝均20m
II＝三53．go’言）

　三．　にぶ㌔・黄褐奮5砂混1古貿こ上　　　　　　0　　　　　　　　　　　　50cm

　2．灰黄褐色顕・ヒ（縫陶　　一

第43図　y区SK－13実測図（S＝1：30）

c》］

1．黒褐色粘貿ヒ（ぴ5c館大の褐色土プロツク　0　　　　　　　5⑪cm

　を舗．蹴齢釣　　　　　」一
第44図　　瓦7区S｝〈－17i実測図（S＝1　：30）

第45図　V区SK～17出土遺物実測図（S＝1　4）
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SK－17（第4・5・44・45図、図版巻頭2・11）

　IV区東側、　F8杭北西、標高154．08mで検出した。鋤

取り後の遺構精査時に既に甑形土器の一部が露出してお

り、周辺を精査して検出した土坑である。下層北西20cm

に甑形土器を出土した2SK－05が配置する。平面はやや

角張る楕円形を呈し、長さ1．07m、幅73cmを測る。主軸

はN－36°－Wを振る。断面はやや不整な皿状である。現

況で検出面からの深さ12cm、底面は標高153．97mを測

る。埋土は1層で、炭片を含む黒褐色粘質土である。

　土坑中央で横倒しの状態で甑形土器（1）が出土した。

軸を土坑の主軸よりやや北のN－20°－Wへ振り、広口部

と狭口部の一部が欠損するもののほぼ完形のものが土圧

で潰れた状況を呈していた。ほぼ水平に土坑底面に安置

されたと考えられる。広口部径35．9cm、狭日部径10．85

cm、器高6L　7cmを測り、重量は7kg以上になる。（1）

は、端部を丸くおさめた広口部はやや内湾しながら把手

部へと径を減じ、下垂する横向き一対の把手の下位胴部

は狭口部へ向けて長く筒状に伸びる。把手は差込み式の

接合で、把手下位で上半部と下半部との接合と粘土貼り

付けによる補強がなされる。狭口部内外面および広ロ部

外面横位のナデ、基本的に内外面とも細かなハケ圏で筒

H＝15500m

⇒

II＝155，00m

1、褐灰｛繍領上くやや黄灰　0　　　　　　　　　　　　　　　1m

　励’かる・3・献の地由一　礫ご含む。）

　褐色粘質土（黄褐色土
　」若：1二含む」

第46図　y区SK－18実測図（S＝1：30）

部内面のヘラ削りはハケ目と同一工具による削りである。広口端部から把手上位付近、筒部内面に煤が

幅10cm程度の帯状に付着する。

SK－18（第4・5・46図、図版11）

　IV区南西端、　C8～D8杭南、標高154．89mで検出した。平面はやや不整な楕円形を呈し、長さ1．52

m、幅1．28mを測る。主軸はN－57°－Wを振る。断面はやや不整な椀状である。検出面からの深さ22cm、

底面は標高154．66mを測る。埋土は一部底部で2層に分かれ、上層がやや黄灰色かかる褐灰色粘質土、

下層が黒褐色粘質土である。

　埋土から僅かに須恵器体部片、底部糸切り土師器杯片、陶磁器片が出土している。上層の撹乱残欠の

可能性がある。

2SK－01（第4・6・47図、図版12）

　IV区北東部、　F7杭南東、標高153．85mで検出した。　SB－08の2P－467、　SB寸1の2P－463と一部重なる。

平面はやや不整な楕円形を呈し、長さ1．62m、幅1．26mを測る。主軸はN－17°－Eを振る。断面は皿状で

ある。検出面からの深さ18cm、底面は標高153．57mを測る。埋土は4層に分かれ、上層第1層に黄褐色

砂礫、第2層に黄灰色粘土、最下層第3、4層に黒褐色粘質土がやや黄灰色かかる褐灰色粘質土、下層

が黒褐色粘質土である。第28層上面で検出したが、更に上層からの撹乱残欠の可能性もある。

　埋土下層から僅かに須恵器杯口縁部片・土師器体部片が出土している。

2SK－02（第4・6・48図、図版12）

　IV区北側、　E7～F7杭北、標高153．62mで検出した。北西端をSB－13の2P－454が切る。北20cmに2SK－

03が配置する。平面は四隅がやや角張る不整な楕円形を呈し、長さ1．37m、幅LOgmを測る。主軸はN－

62°－Wを振る。断面は椀状である。検出面からの深さ22cm、底面は標高153．37mを測る。埋土は1層で

黒褐色粘質土である。
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第47図　y区2S×01i実測図（S＝1：30）

　　　　　　｜1＝153．60m

o 1m

Ll綿色線ぷα3c賦喉を含む」

第48図　IV区2SK－02実測図（S＝1：30）

H＝15350n〕

≒ ⇒

⇒

II＝153．鉛m

ll＝153．60n］

0 1m

L黒馳粘質：1二（臓畝の撲を含む」
2．燃褐色粘質シルト（（ト3cm大の礫を含む。）

3．燦褐色粘質シルト（1より明。灰黄褐色土を含む、炭片を含むジ）

第49図　1V区2SK－03実測図（S＝1：30）
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　　　　0　　　　50cm

　　　　－　1．ぷ灘色シルト（〔L3cm大の礫ピ含む」
　2．黒懲色シルト（α3cm大の礫を含む。　I　cm大の黄褐色土

　ブロック寿ぶ干含む。｝
　3．黒髄詰鑓（正、2よき｝底｝
　4．黒褐色雛杜（3よ郷1。腸擁含む∂

第50図　IV区2SK－04実測図（S＝1：30）



　埋土から僅かに土師器甕口縁部片、体部片が出土している。

2SK－03（第4・6・49図・図版12）

　IV区北側、　E7～F7杭北、標高153．53mで検出した。西側の一部壁面をトレンチで掘削する。南20cm

に2SK－02が配置する。平面はやや不整な楕円形を呈し、長さ1．29m、幅90cmを測る。主軸はN－9°－W

を振る。断面は不整形で、南北に三日月状のテラスをもち、土坑中央やや北西寄りがすり鉢状に深くな

る。検出面からの深さ37cm、底面は標高153．10mを測る。埋土は3層に分かれ、上層が黒褐色粘質土、

下層が黒褐色粘質シルトである。出土遺物はみられなかった。

2SK－04（第4・6・50図、図版12）

　W区東端、G7杭北西、標高153．41mで検出した。平面は楕円形を呈し、長さ96cm、幅67cmを測る。

主軸はN－31°－Eを振る。断面は椀状で、底面はほぼ平坦である。検出面からの深さ24cm、底面は標高

153、17mを測る。埋土は4層に分かれ、上層が黒褐色シルト、下層が黒褐色粘質土で、第4層は炭片を

含む。出土遺物はみられなかった。

2SK－05（第4・6・5P　52図、図版13・17）

　IV区西側、　F8杭北西、標高153．96mで検出した。上　　　　　　　　　　　　　　　　II魂001n

層南東20cmに甑形土器を出土したSK－17が配置する。平

面はやや不整な楕円形を呈し、長さ1．45m、幅97cmを測

る。主軸はN－74°－Eを振る。断面は不整な皿状で、北東

部が一段深くなる。検出面からの深さ28cm、底面は標高

153．67mを測る。埋土は4層に分かれ黒褐色粘質シルト

を基調とするが、最深部最下層は灰黄褐色粘質シルトで

ある。

　土坑東壁面近くの第1層中から壼（1）と甑形土器（2）

がまとまって出土した。（1）は口縁～底部にかけて約2

分の1～3分の1の残存で内面上の横位で、（2）は把手　　　　　　　　　　　　　　　…1．1跳，、

下位から狭ロ部にかけての部位にあたり、狭ロ部を上に

向けた状態であった。壼（1）は弥生土器とみられ、口縁

部は薄手のく字形で端部は丸くおえる。体部は体部中央
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　エぬ
に最大胴径をもち底部へ向けて厚さを増ししっかりした　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；：撚謬㍊織忽買懲昆）
平底をもつとみられる。口縁部内外面ヨコナデ調整。内　　　・パ馳櫛い（1よ榊1蓼L・3砿嶋を含釣
を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐコ　　き　ゑシルト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かかるシむヨじ　ぐくの　をなむば

面頸部以下ヘラ削り・体部外面ハケ目でヘラ磨きは施さ　　　第51図　IU区2S忙05実測図（S⇒：30）

　　　　　　　　　　　　　　　　繰！

　　　　　　　　　　　　　　　　響／

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

　第52図　亙区2SK－05出土遣物実測図（S＝1　3）

　　　　　　　　　　－37一

吟一



H茜三53．gom

II＝153．90m

　　　　　　　　　0　　　　　　50cm

　　　　　　　　　－
1．黒褐色粘質土（僅かに礫を含む。灰黄褐色土を含む．）

2．灰黄褐色灘仕（灘絶土を含む。）
3．灰黄鰯色枯質土（2よりやや1｝ぴやや縫まる。）
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第53図 V区2SK－06実測図
　　　　　（S＝1　：30）
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第55図　W区SD－01実測図（S＝1：60）
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第54図　V区2SK竜7実測図（S＝1：30）
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　ブロックを含む。炭片を含む」

第56図　y区SD－02実測図（S＝1：60）
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れない。甑形土器（2）はSK寸7出土の甑形土器と比較すると、狭口部径はほぼ同様であるがかなり筒部

が短く広日部への広がりが認められる。外面は縦ハケ目、内面は横位のナデ、指おさえ、ヘラ削りが観

察される。

2SK－06（第4・6・53図、図版13）

　W区中央北東寄り、E7杭南東、標高153．841nで検出した。上層にSD－01が重複する。平面はやや不整

な楕円形を呈し、長さ89cm、幅75cmを測る。主軸はN－31°－Eを振る。断面は椀状で、底面はほぼ平坦で

あるが北側へ向けて標高を下げる。検出面からの深さ16cm、底面は標高153．63mを測る。埋土は3層に

分かれ、中央部で黒褐色粘質土、壁面側が灰黄褐色粘質土である。出土遺物はみられなかった。

2SK－07（第4　・6　・54図）

　W区南西端、C8杭北東、標高154．87mで検出した。平面はやや不整な楕円形を呈し、長さ1．61m、幅

1．15mを測る。主軸はN－64°－Wを振る。断面は椀状で、西側壁面への立ち上がりは緩やかとなる。検

出面からの深さ29cm、底面は標高154．43mを測る。埋土は黒色粘質土を基調とした4層に分かれ、上層

で砂混じりとなる。出土遣物はみられなかった。

溝状遣構

SD－01（第4・5・55図、図版13）

　IV区中央部のE7～E8杭東、標高154．151nで検出した。平面L字形を呈し、屈曲部は隅丸と想定され

る。SD－01の屈曲部南3mにSB－04の北東角が在り同様な軸で配置する。中央屈曲部上層にSK－08、西

端上層にP－264が重複し、いずれの土層断面にもSD－Olは観察されなかった。南北辺の主軸はN－10°－W

をとり長さ2．5mで集結、東西辺の主軸はN－83°－Wで長さ3．5mを測り西端はP－264内で終結するとみら

れる。断面は椀状で、検出面からの深さ16cm、底面の標高は東西片中央で153．99mを測る。溝両端部底

面の比高差は南端が西端より3．2cmとわずかに高い。埋土は南北辺では上層から第1層炭片を含む灰黄

褐色粘質土、第2層褐灰色粘質土で、東西辺では第1層よりやや暗の第3層灰黄褐色粘質土である。

　埋土から僅かに須恵器体部片、土師器細片、赤彩された杯皿片が出土している。

SD－02（第4・5・56図、図版13）

　IV区中央西寄り、E7～E8杭西の標高154．15mで検出した。溝北側でP－187を切る。長さ2．28mで主軸

をN－30°－Eへとり北側で軸をN～30°－Eへ振って僅かに延びる平面L字状を呈する。断面は皿状で検出面

からの深さ9cm、底面の標高は北側で154．06mを測る。溝両端部底面の比高差はほとんどなく僅かに北

側が数cm低くなる。埋土は1層で炭片を含む灰黄褐色粘質土である。

　埋土から僅かに須恵器体部片、土師器細片、鉄鍍の柳葉形鎌身部1点が出土している。

ピット状遺構と出土遺物（第4・5・6・57～62図、図版14・18・19）

　W区全体から多数のピットを検出している。第22層黒褐色粘質土上面と、実質的に第28層明黄褐色砂

礫～第30層黒褐色粘質土上面の二面で検出している。W区北側周辺については上層が一部第24層上面で

の検出になったため、また、掘り残しと考えられるピットの存在など厳密な遣構面としての扱いには無

理が生じている。また、ピットはすべて断面で層序を確認し、ごく一部を除いて図面実測および写真撮

影を行っている。その結果、W区で検出したピットは多くが径30～40cm規模のピットが多く、南側で深

いものが多く見受けられた。なお、土坑SKとの区別は主に径などの大きさ、土層断面から判別したが

明確な基準はない。また、建物を構成しないが明らかに柱痕跡を有するものが目立ち、今後の課題であ

る。P－264ではピット中央部に竈（33）の比較的おおきな破片が、　P－402では杯（13）が佐治石とみられる

自然石と出土しており出土状況を掲載した。

　ピット埋土の出土遺物として、比較的遺存状態の良い遣物を中心に図化した。遺物の出方としては
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ピット内の底部に貼り付いて出土するようなものはなく、埋土中、特に

上層部で出土した遺物が多い。上層で検出したピットと下層で検出した

ピット出土の遣物は区別して掲載したが、必ずしも時期が明確に分かれ

るわけでなく上層検出ピットであっても時期の古い遺物が出土している

のが現状である。ただ、全体的な傾向として、上層で検出したピットか

らはその上面を覆っていた包含層の堆積が厚かったこともあってか下層

のピットに比べて比較的大きな破片、遣物の出方そのものが多く、この

ことはピットー覧表からも窺える。墨書土器や糸切りの杯皿類も上層

ピットに比較的限定される傾向がある。

　上層ピット出土遣物はコンテナ（容量54×34×20cm）約8箱分に及ぶ。

須恵器蓋杯（1）（4）はW・V区の出土遺物を通して遺構に係わる今回一

・番古い時期の遺物であり、内面にかえりをもつ。蓋（2）（3）は糸切りで

摘みをもち（3）は摘み輪状となる。杯（5）～（10）は無高台で、（5）に比

べ（6）（7）はやや薄手で口縁が開く形態で、（10）は薄い底部から丸味を

もって口縁へと滑らかに開く形態をとり底部内面に指おさえ痕が、底部

外面はナデ、糸切り痕は認められなかった。（6）～（9）には墨書が認め

られ「南∫酒」「石」が判読できる。高台付杯（11）～（13）は底部糸切りで深

めの形態である。壼甕類の［コ縁部（15）～（17）は（15）（16）は頸部外面に工

具痕を観察する。（17）はやや雑なつくりで口縁端部は肥厚し端面をも

つ。土師器は口縁部く字形甕の体部片がその多くを占め、杯皿類（18）～

（22）はあまり多くはない。赤彩された杯（18）は口縁端部でやや外方へ屈

曲して立ち上がる形態である。（19）（20）は糸切り底部から口縁部へ直線

的に開き特に体部外面ヨコナデの稜が明瞭である。皿は底部糸切りで

（21）は須恵器と同形態、（22）は薄手の小皿である。く字状甕（23）～（27）

のうち（24）はやや小型、（23）～（26）は口縁端部は先細りでハケ目は粗

い。（27）は厚手で内面頸部は明確なヘラ削りの境界をもたず屈曲が甘

い。全体にハケ目調整が顕著、ロ縁端部は僅かに月巴厚して端面をもつ。

陶器灯明皿（28）は復元径7．9cm、袖はオリーブ黄色である。土錘（29）～

（31）は中央部がやや膨らむ管状（29）（30）と紡錘形（31）とがあり、手捏ね

で幅L8～2．5cm、長さ5．05～6．55cmと似通った大きさである。不明鉄製

品（32）は断面長方形でL字形を呈する。竈片はP－264（33）以外にも僅か

にピットから出土しているが、調査区全体からみても（33）以外に大きな

破片はみられない。（33）は上部は僅かにドーム状に幅を狭めて径32．9cm

を測り、口縁部は廟部は焚ロ側部へU字状に延び斜め上方を向いて貼り

付く。丁寧にハケ目調整され、廟部分はナデおよび指ナデが顕著である。

　下層の遺物は数少なくコンテナ（容量54x34×20cm）約1箱分である。

そのうち（1）～（3）を図化した。須恵器蓋（1）は宝珠つまみで糸切りの

平坦な天井部から端部が内傾するL字形口縁部へ続く。杯（2）はやや丸

味のある薄手の底部から体部中位で屈曲して先細りの口縁部へ開く形態

である。製塩土器（3）は口縁部へ向けて厚さを増し端部は平坦な上面を

もつ。砂粒を多く含む粗い胎土である。

一40一

1｛＝三斑20m

ゴ

一

＼

4

＼
＼

＼

＼
∨

II＝154．20m

　　　　　0　　　　　　　50cm

　　　　　－
］．匡褐色廿質土（掲色土を若干含む。炭片を含む。）

り．ハ褐色熱質土く3磁大の罰色ヒブロックを含む。
　炭片を含む。）

3、栗掲色紡雪よ（三C菰大の褐色土ブロックを含む。｝

4．黒褐色粘惚1　（緒まり弱い。）
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遺構外出土遺物（第4・63～65図、図版19）

　遺構外の出土遺物として、上層でコンテナ（容量54x34×20cm）約12箱分、下層で2箱分に相当する量

が出土している。今回検出した遺構とは時期が異なるものの、縄文土器、弥生土器も出土している。縄

文土器は図化した内外に条痕、擦痕の見られる鉢（1）～（3）以外に同様な細片1点を含め計4点がすべ

てであるが、弥生土器は比較的目立ち、SI－Olをはじめ土坑やピットの埋土からも須恵器・土師器片と

一緒に出土することがまま見られた。時期は（4）～（U）同様に弥生時代後期後半に限定される。口縁部

外面に平行沈線を施すものが多いが、やや小型の甕は（9）（10）のように内外面ヘラ磨きや口縁部ヨコナ

デ調整だけのものがみられた。全体的に口縁部の形状にバラエティがあり外面の平行沈線の施し方がや

や粗雑な印象である。脚部（11）は脚端部外面平行沈線のち一部ナデが認められる。このほか、須恵器、

土師器については、遺構内出土で図化した遺物となるべく形態が異なるようなものについて図化を試み

た。須恵器は（12）～（24）の蓋、杯、椀、甕を図化した。このうち墨書のある（12）は「口縄」、（17）は「南］

と判読できる。蓋（12）（13）（15）は宝珠つまみで、これ以外の蓋においても輪状つまみは見られなかっ

た。数少ない形状の蓋（16）は天井部ヘラ切りのち軽いナデである。（18）は底部から大きく開き端部が外

反する皿状で底部糸切り。（19）は底部外面ナデ、厚い底部から湾曲しながら細く立ち上がる。高台付杯

（20）は外面ヨコナデの稜が体部下半にかけて顕著である。（21）は体部で屈曲、稜をもち先細りのロ縁部

へ外反する。椀（23）（24）は同様な形態をとるとみられ（24）は把手付き、（23）は口縁部は端部で内湾して

丸くおさめ体部外面カキ目、中位に沈線を施す。甕（22）は短く外反するロ縁部の上部に粘土を付け足し

肥厚拡張させて上面をもつ端面を作り出している。土師器はく字形i甕片が大半を占め、杯皿類もわずか

ではあるが出土している。このうち赤彩された杯皿類は僅かでこの他に細片も出土しているが図化が比

較的可能な（25）（26）を図化した。（25）は口縁端部に内傾する稜をもち、内面に放射状の暗文、底部には

螺旋状とも見受けられる暗文が認められる。（26）はロ縁端部は僅かに肥厚し体部内面にハケ目痕を観察

する。皿（27）は底部糸切り、径17．9cmの小皿である。く字形甕（28）～（31）は厚手で頸部の屈曲が強く口

縁端部は面をもって肩部が張らない（28）（29）と形状は異なるもののほぼ全体の形状がわかる（30）（31）を

図化した。（30）は丸底で外面の体部から外反する口縁部への屈曲は滑らかであるが、内面日縁部と体部

の境界はヘラ削りにより明確である。（31）は長胴で底部は平底気味になると思われ、口縁部はやや長め

である。日縁部（32）は薄手の底部から日縁へ向けて厚さを増し幅広の端面をもつ。手捏ね成形で粗い胎

土、煤が付着する。獣足と考えられる（33）は断面円形で底面はやや丸味をもちやや傾いた作りであるこ

＼／／

丁　一＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　∪
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第63図　W区遣構外出土遣物実測図（1）（S＝1　3）
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とから単独では立たない。遺存長5．6cmを測る。陶磁器類はほとんど遣構外での出土で、図化した（34）

～（39）以外に細片が数点出土している。青磁口縁部（34）（35）は緑色、灰オリーブ色で中国産、（34）は口

縁部に1条の圏線と体部に花弁が観察される。緑紬陶器皿（36）高台部（37）はオリーブ黄色、緑色で（37）

は削り出し高台で京都系と見られる。陶器底部（38）（39）は糸切りで（39）はヘラ記号「＋」がある。土錘

（40）～（43）は中央部がやや膨らむ管状で、指ナデ成形で幅2．3～2、6cm、長さ4．35～5．8cmと似通った大

きさである。

3．V区の調査

　IV区の西側の調査区で、中央に旧佐治村教育委員会が試掘を行ったトレンチ（Tr－5）が配置する。今

回大井聖坂遺跡の調査区では丘陵部に近く、北西から南東にかけて傾斜する緩斜面である。斜面高位で

は地山に含まれる花商岩質の自然石が地山中に多く見受けられた。W区第22層に対応する第16層黒褐色

粘質土上面（調査地の基本層序の項参照）で土坑4基、ピット4基、焼土遺構を検出した。

土坑

SK－01（第8・66図）

　V区東側、C7～D7杭南側、標高154．74mで検出した。北東側に複数の同様な規模の土坑が配置し、

東側30cmにSK－02が近接する。平面は不整円形を呈し、長さ99cm、幅91cn1を測る。断面は逆台形状であ

る。検出面からの深さ78cm、底面は標高153．94mを測る。埋土は6層に分かれ、上層からにぶい黄褐色

粘質土、灰黄褐色粘質土、黒褐色粘質土と大まかに分かれる。

　埋土から僅かに須恵器・土師器体部片、糸切りの須恵器高台部片、く字甕口縁部片が出土している。

SK－02（第8・67図）

　V区東側、C7～D7杭南側、標高154．23mで検出した。南東側は調査区壁面へ延びる。南側周辺には

複数の同様な規模の土坑が配置し、西側30cmにSK－01、北側30cmにSK－03が近接する。平面は不整円形

を呈するとみられ、現況で長さ83cm、幅51cmが遺存する。断面は椀状である。検出面からの深さ41cm、

底面は標高154．23mを測る。埋土は4層に分かれ、上層から灰黄褐色粘質土、黒褐色粘質土と大まかに

分かれる。出土遣物はみられなかった。

1｛＝15茎．sOn1

II＝三3・1ぷ｝m

　　　　　　　　＞

　　　O　　　　　　　　　　　　　　　　　Im

．にぶい黄褐L秤咋i：（黄轡｛色土ブロックを多く含む。｝

．灰数褐色粘質
．灰黄褐色枯質土（黄褐｛色土ブロックを含む。）

．パ褐色粘質土

　褐色粘資上（4よりやや明。）
　褐色粘質土（黄褐色土ブロックを含む途）

　第66図　V区SK－01実測図
　　　　　　　　（S＝＝1　：30）

　　　　　　　　0　　　　　　　50cm

　　　　　　　　－
　1．　　uし熱ス土
　2．灰或褐輻魁1土（三より暗。｝
　3．日褐色料　　二
　4．　　色粘質土（3よりやや明。3cm大の礫を若干含む。）

第67図　V区SK－02実測図（S＝1：30）
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SKヨ〕3（第8　・68図）

　V区東側、C7～D7杭南側、標高154．74mで検出した。周辺には複数の同様な規模の土坑が配置し、

南側30cmにSK－02、北東側1mにSK－04が近接する。平面は不整円形を呈し、長さ83cm、幅81cmを測

る。断面は不整形で、検出面から50cm下がった面で北東部がさらにピット状に17cm深くなる。検出面か

らの深さ68cm、底面は標高153．94mを測る。埋土は5層に分かれ、おおまかには上層が灰黄褐色粘質

土、以下は黒褐色粘質土である。

　埋土から僅かに土師器体部片、糸切りの須恵器高台部片が出土している。

SK－04（第8・69・70図、図版14・20）

　V区東側、C7～D7杭聞、標高154．32mで検出した。西側壁面の一部をP－04に切られる。南西側周辺

に複数の同様な規模の土坑が配置し、南西側1mにSK－03が近接する。平面は不整円形を呈し、長さ

1．07m、幅1．03mを測る。断面は椀状で、検出面からの深さ32cm、底面は標高154．00mを測る。埋土は

2層に分かれ、上層が黄褐色粘質土、下層が黒褐色粘質土である。

　埋土から僅かに土師器体部片と糸切り天井部外面に墨書のある須恵器蓋（1）が出土している。（1）は

口縁部はて字状に肥厚して端面に沈線が巡る。天井部外面の墨書は「西口」と二文字が確認できる。

㌔

P－04

II＝153．80r日

II＝ヌ54．・10m

　　　　　　　　0　　　　　　　50cm

　　　　　　　　－
　1、灰黄褐色狩質ヒ治5c皿大の黄褐色土ブロックを含む。）

　2．貧’褐色‡占x
　3．　褐色粘夕　　（2よりやや｜りL抱　i二を含む」

　4．　褐色枯負上（2より明。締ま　　べ）
　5．　褐色枯質土（菟褐色土を若　c　　）

第68図　V区SK－03実測図（S＝1：30）

　　　　　　　　　　　＞

　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　ユm

　　；：欄麗裁謡㌍，叢2£：llを若縁、

第69図　V区SK－04実測図（S＝1：30）

　　　　　／＼＼　　　　　　／

　＼　　　　　　　／

　　　　　　　　　　　　　ユ
　　0　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

第70図　V区SK－04出土遺物実測図
　　　　　　　　　　　（S＝1　3）

一48一



ピットおよび焼土遺構（第8図、図版3・14）

　V区から土坑以外にピット4基と焼土遺構を検出している。ピットは旧佐治村の試掘トレンチ（Tr－

5）で検出したピットも含めても建物を構成するにはいたらない。

　焼土はC7杭北西、標高154．96～154．90mで1．2m×50cmの範囲が確認された。ちょうど中央部は硬く

明赤褐色に焼き締まり厚さ7cmに及ぶ。　IV区でも7箇所の焼土範囲が確認され、調査区西側にD7杭南

1．5mの標高154．271nから調査区東側F8杭北西2．51nの標高154．14mまでの帯状に認められる。焼土の厚

さは最大7cmとV区焼土と同様でいずれも遣構を検出したW区第22層黒褐色粘質土（V区では第16層）上

面で認められた。
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第71図　V区遣構外出土遣物箋i測図（S＝1　3）
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遺構外出土遺物（第71図、図版20）

　V区から遺構外の遺物としてコンテナ（容量54×34×20cm）2箱分に相当する量の遺物を出土してい

る。その大半は土師器片であり、ここでは比較的遺存状態のよいもの、IV区で見られなかった遺物を中

心に図化した。須恵器は糸切り底部片が目立ち、図化した（1）～（4）も底部糸切りである。墨書土器が

2点含まれ、蓋（1）の天井部外面に「口酒口」、杯（2）の底部外面に「酒？］が記される。皿（3）（4）はと

もに同じような形態で日縁端部はやや屈曲して外方へ延びる。土師器く字形甕（5）（6）は肩部は張らず

口縁部は短く外反してそのままおえる。ともに内外ハケ目調整で（5）は大型である。小型の甕（7）は口

縁部は先細りで短く外反する。瓦質鍋（8）、羽釜（9）はIV区で見られなかった遺物でもあり、（8）は体

部やや外傾して立ち上がり受け口状の日縁へ続く。体部外面は成形痕が帯状に明瞭に残る。（9）は日縁

端部はわずかに内傾する面をもち、鍔部貼り付けのちヨコナデ調整である。製塩土器（10）は杯状の形態

で口縁端部は肥厚して丸くおえる。口縁部（11）は端部は肥大して幅広の面をもち、全体に雑な作りであ

るが内面はナデを施す。（10）に比べ胎土は粗く砂粒を多く含む。

4．W区の調査（第7・9図、図版3・4）

　IV区の南東側の調査区で、さらに南東16mは平成元年度調査地にあたる。調査区は狭小な調査区で、

F10杭北東の調査区壁面で層序の確認（調査区の基本的層序の項参照）を行った。断面では第4層黒褐色

粘質土の上面とその下層第5・6層上面で遣構が認められ、IV区、　V区と同様な状況が確認された。調

査区南東から北西へかけて地盤の傾斜がみられ、調査区南東端標高155．62mでにぶい黄褐色の地山を確

認した。トレンチ掘削時に僅かに須恵器・土師器片が出土している。
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大井聖坂遺跡ピットー覧表
P柱名 径（㎝〉 底吉縞｛m） 柱痕跡 出土遺物 その他 P三之名 径（cm） 底Ψ高（m） 柱痕跡 出土遺物 その他

P－｛）1 40×38 三54．93
㎜

P－85 28×（24｝ 1雛．22 土器片

FO2 40×34 ］54．51
…

P－86 22×18 15き．28
…

P－03 24×28 る1．溺 … P－87 22×20 154．30 一

Pぷ 70×60 三54．40 ○ 一 P－88 ぼ⑪×30 153．8］
一

P－05 22×28 154．38 △ 　
P－89 22×20 1田．28 ｝

P－06 38×22 154．37 △ … P－90 50×泣 153．82 土器片 SB－03

P－07 52×62 154．36 土器片（赤彩翻 P→2 34×30 153．96 一
P－｛）8 40×33 1き▲．30 △ 土器片 P－93 38×38 153．83 △ 一

P取9 42×44 154．33 ｝
P－94 17×三5 ユ53．？3 ○ ：仁器片 SB－〈）3

Pづ0 40×40 1涼．29 △ 土器片 P－95 25×（32） 15茎．11 土器戊一1’

P－11 40×32 1己34 △ 一 P－96 8GX68 ］54．07 土器片 SB－03

P－］2 68×蕊 ユ灘．36 杯身（t書？）他 P－97 48x38 蕗L23 ｝

P－13 80×48 15ご茎．24 △ 蓋伊《ヌ・？） P－98 4⑪×30 1口、14 土器片

P－15 38×38 154．63 … P－99 28×32 15L（砕 ○ 土器片

P－16 46×イ茎2 至…迫．27 △ 土器片 SBべ）3 P－100 68×68 153．94 土器片（赤彩有）

P寸7 40×4⑪ 三54．66
　

P－101 48×52 153．72 △ ：ヒ器片 SB－03

P－18 64×66 三きL27 △ 土器片 P－102 40×50 153．70 …

P－19 32×34 1祖．25 △ 土器片 P寸03 72×52 ユぷ．M こi二器片（赤彩有）

P－20 42×（36） 154．］8 △ 土器〕ゴ P寸04 30×36 1灘．10 土器片

P－21 ・10×（38） 154．21 △ こヒ器片 P－1G5 25×25 王況．07 △ 土器片

P－22 52×刷 1函．14
　

P一ユ06 50×76 1函．12 土器片

卜23 63×52 15雀．11 △ 土器片 P－108 昏1×58 1函．（湾 土器片

P－24 24×27 154．13 △ 一 F三〇9 32×42 1〔筑．22 △ 土器片（製塩土器？）

P－25 30×30 1況．13 △ 土器ケ SB－0］ P－llO 48×50 153．91 △ 土器｝ヤ

P－26 48×28 15茎．09 土器片 P一乏12 34×36 1弘．］0 △ …
P－28 42×48 15ご茎．08 △ … SB－01 P一三13 21×28 153．84 △ 土器片・石 SB－01

P－29 60×52 1泌．05 △ 土器片 P－114 26×28 154．21 △ 　

P－30 30×30 153．92 △ 　
SB－0正 P－115 84×42 153．91 △ 土器片・石 SB℃1

P－3］ 58×52 154．05 △ 土器片 P一ユユ7 40×42 153．82 △ 土器片 SB－〈）1

P－32 50×5ご茎 153．95 △ 土器片 SB－01 P－118 77×8⑪ ］53．75 土器片

P－33 48×52 153．91 土器片 P一ユ19 36×（24） ］漠32 土器片

P－3‘茎 52×46 ］54．35 ：ヒ器片 P－120 6G×62 153．68 ○ 土器片〈赤彩〉

P－35 32×36 三54．27 ニヒ器｝丁 P－121 48×46 154．07 土器片・石

P－36 50×50 153．8⑪ 土器片 P－］22 3雀×42 153．99 …

P－37 30×28 153．97 △ 土器片 Pべ23 32×44 1翻．06 ○ 一 SB℃1

P－39 28x30 153．92 △ 一 P－124 30×32 153．92 △ ぴ台付杯・竈片　他

P－40 ？⑪×靱 153．96 △ 土器片・石 SB－01 P－126 38×42 1況．10 土器片・石

P－42 32×32 153．91
｝

P一正27 48×50 1騒．17 灯明具　他

P－43 30×32 154．48 杯身（」～弓　他 P－128 40×40 1騒．34 一
P－・14 88×56 1麟．13 △ ニヒ器片 P－129 46×48 154．23 土器片

Pヨ6 38x3G 153．90 土器片 P－13G 62×70 153．68 △ 土器片

P－・茎7 46×56 ユ53．97 ：仁器片 P－131 58×62 153．74 ○ 土器片

Pづ8 28×28 15茎．26
　 P寸32 32×38 154．22 灰袖陶器（SB－09）

P－〆19 32×38 ］54．19 土器片 Pヨ33 30×36 151．oo 土器手ケ

P－50 58x（62＞ 154．06 △ 土器片 P－134 38x28 154．21
｝

P－51 48×（38＞ 括L24 △ 　
P－］35 42×40 ユ謎．10 ○ 土器片

P－52 46×48 1詞．23 高台付杯 Pづ36 32×34 154．06 土器片

P－53 ご16×50 154．48 土器片く赤彩含） SB竜3 P－137 50×（40） 15ご1．16 土器片

P－54 6G×60 154．18 ○ … Pヨ38 56x54 ］w．ユ9 ：ヒ器片

Pる5 62×62 154．07 土器片 SB－03 P寸39 60×50 1図．12 土器片 SB－09

Pる6 20×20 1己L39 △ 　 P－140 38×40 ヱ54．07 △ ：ヒ器片

P－57 32×40 153．99 ○ 二｝二器片（赤彩有） P一ユ4ヌ 38×40 1詞．03 △ 箋　他

P－58 52×47 ユ53．93 土器片 SB－03 P－142 40×40 154．05 一
P－59 50×48 153．57 △ 土器片・石 SB－03 P一ユ43 43x40 1因．Ol 土器片

P－60 32×34 15∠茎．23
一

P－1z茎4 42×42 ユ54．07 △ 土翻午

P玉三 32×32 ユ㍊．ユ7 △ 土器片 P一迫5 42×62 ユ53．97 土器片

P市2 36×38 154．15 △ 一 P－M6 50×52 153．73 土器片

P－63 58×52 154．oo △ 土器片 SB－03 P－147 42×52 1口．08 一

P－64 60×60 153．84 土器片 SB－〈）3 P寸48 58×イ茎2 ］53．65 △ 土器片

P－65 50×50 ］54．（迫 土器片 P－149 56×62 153．9主 土糊吉

P－66 ‘茎0×48 153．84 土器片・石 P－150 42×δ2 153．72 杯身（．いめ・蓑　他

P－67 68×65 1苗．33 蓋・石 P－15］ 50×52 154．17 一

P－68 48×（40） 154．06 土器片 P一ユ52 48×43 153．82 土器片

P－70 52×38 154．07 △ 土器片 P一ユ53 34×（8） 154．13 ：ヒ器片

P－7ユ 72×60 154．06 一 P－154 30x30 153．95 ○ 縄文鉢　他 SB－－09

P－72 44×36 154．12 一 P－155 ど12×36 15《茎．29 ○ 土器片（製塩土器）

P－73 42×（38） ユ54．03 土器片 P－］56 38×34 ユ54．69
一

P－74 38×4G 154．02 △ 土器片 P－157 50x謎 15雲．04 △ 土器片

P－75 62×56 153．94 ○ 土器片 Pづ58 50＞（46 ］53．79 ○ 　 SB－09

P－76 48×50 153．86 土器片 Pづ59 58×58 153．92 ○ 弥生土器片　他

P－77 28×30 ］53．95 ○ 一 P－160 46×48 153．66 △ 土器片・石

P－78 48×52 ］孤．04 土器片 P－161 48×44 154．12 土器片

P－79 24×26 ］53．97
㎜ P－162 68×67 154．27 杯身・竈片　他

P－80 48×40 1図、0］ ○ … P－163 3G×20 153．57 土器片

P－81 32×25 正54．05 土器片 P一ユ64 68×（文1 153．79 土器片

P－82 80×66 154．24 土器片（赤彩有） P－165 30×34 153．85 土器片

P－83 26×30 154．33 土器片 P寸66 24×26 ユ駒．21 コニ器片

P－84 62×（64） 154．18 土器片 SB℃3 P－167 姐×44 153．59 土器片

PはW区（上層）のピット。2Pは膵区（下層）のピット。　VpはV区のピット。 柱撰跡○は有力◇△不確定。
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Pit名 街cm） 底部都m戊 柱痕跡 翫ヒ遺物 その他 Pit名 径（c頂） 底部高（m） 柱痕跡 出土遺物 その他

Pヨ68 28×32 乏53．95 土器片 P－252 34×26 1製．03 土器片｛赤彩有）

Pづ69 44×50 153．75 △ 土器片・石 Pゼ53 灘×48 53．60 土器片

P－170 3⑪×30 1溺．25 土器片 SB－09 P∋演 34×32 153，6ξ1 ○ 箋　他

Pづ71 38×50 153．52 土器片 P－255 31×36 153．53 △ 土器戊亨

P－172 46×52 ユ53．52 土器片 SB－07 P－256 32×51 153．89 ㎜

P－173 46×（56） ユ53．46 △ 土器片 SB－09 P－258 32×26 153．83 土器片

P－174 56×（誕） ］53．67 土器片 P－259 ＆1×44 三53．77 土器片

P－175 34×3ξ1 154．17 土器片 P－260 24×2s 玉53．85 一
SB－｛）7

Pづ76 28×30 153．91 土器片 P－261 32×3G 1憩．03 土器片

P－］77 50×50 153．81 土器片 F262 66×72 153．53 土器片

P－178 18×ユ8 1灘．19 土器片 P－263 22×26 ］53．75
…

Pヨ79 46×44 153．79 土器片 P－264 66x72 153．55 土器片・竈片

Pヨ80 44×46 1騒．07 土器片 P－265 54xぷ 153．64 △ （口≧鋤・土錘　他

P一ユ81 52×（48） 153．82 土器片 P－266 22×28 1製、（x 土器片（土錘有）

P－］82 60×（56） 153．98 ○ 土器片 P－267 54×倣〉 ユ53．50 △ 土器片“ SB℃4

P－］87 62×62 153．84 箋　他 P－268 30×（38） 153．73 △ 土器片

P－188 48×62 ユ53．87 △ 土器片 SB－07 P－269 22×20 153．76 二i二器片

Pヨ89 go×52 153．95 土器片く緑紬有） F2？o 28×26 153．86 …

P－190 30×32 153．8］ 土器片（緑紬有） P－271 50×50 ユ53．96 土器片

P一三91 28×3⑪ 154．05 土器片 P－272 38×イ茎2 153．S1 　

P－192 50×64 153．36 ○ 土器片 P－273 26×26 153．s4
㎜

Pヨ93 46×50 153．64 … SB竜9 P－2鴛 38×44 153．86 …

P－194 36×38 乏53．29 △ → SB－07 P－275 72×58 153．6茎 △ 土器片

P－195 60×況 153．44 ：ヒ器片 P－276 68×76 1§3．56 土器片

Pゴ96 48×46 153．8⑪ 土器片・鉄製品 P－277 50×54 153．59 土器片

P－197 漠×52 153．76 土器片 P－278 36×34 ］53．71
…

P－198 80×82 ユ53．57 土器片緑穣有）・戊二錘｛也 SB－07 P－279 ・14×42 153．80 土器片

P－199 50×52 153．6ユ △ 蓋 P－280 34×48 153．95 一

P－200 50×56 153．74 一
F281 24×26 153．71

｝

P支G1 78×68 153．67 餐　他 P－283 32×（7） ユ53．47 土器片

P－202 26×（30＞ 154．］o 土器片 1）含84 70×72 153．72 土器片・石

P－203 20×（22） 154．oo 土器片 P－285 34x36 153．67 　 SB－10

P－204 32×32 153．90 土器片 Pち86 62×64 153．62 ニヒ器片・土鍾

F205 54×58 ］54．10 土器片 P－287 48×58 153．56 土器片

F2G6 46×48 」54．01 土器片 SB－（き茎 P－288 38×44 ］53．48 △ 土器片

P－207 56×58 153．84 土器片 P－289 18×18 ・］53．63 土器片

P－208 56×42 153．82 杯　他 P－290 32x32 153．53 △ ニヒ器片

P－209 46×（52＞ 153．99 土器片 SB－0ξ茎 P－291 20×2G 153．58 土器片

長）－210 斑×58 ユ漠．03 土器片 P－292 40×32 153．29 △ 土器片 SB－10

P－21ユ 34×36 ］54．08 △ 一
P－293 30×3ご茎 153．98 …

P－212 22×24 153．99 △ 土器∫亨 P－294 24×26 三53．95 一

P－213 36×38 153．93 △ 土器片（弥生プぎ） P－295 50×50 153．55 土器片 SB－11

P－2鍵 4G×36 154．15 ｝
P－296 ぷ）×52 153．70 △ 土器片

P－2］5 98×56 153．91 底部（工警）・杯　｛也 P－297 46×50 153．73 △ 土器片

P－217 70×56 153．87 土器片 P－298 50×64 153．99 一

P－219 30×30 ］54．03 石 P－299 40×44 三53．76 土器片

P－220 40×44 153．93 1底部） P－300 18×14 153．93 ㎜

P－221 40×46 153．50 ○ 土器片 P－301 30×32 153．84 土器片

P－222 40×鮒 154．19 … P－302 ぷ）×52 153．50 土器戊午

P－223 42×46 153．83 一
F303 42×56 153．98 土器片 SB－05

P－224 82×64 ］53．7ユ △ 土器片（赤彩有〉 S＆（凝 P－3ぴ茎 33×32 1鈎．oo 土器片

P－225 24×32 三54．20 土器片 P－305 22×32 153．96 ｝

P－226 38×38 ヱ53．79 土器片 P－306 66×70 153β6 土器片・石

P－227 70×勲 1弱．］1 △ 土器片 P－307 48×32 153．89 …

P－228 34×34 153．98 土器片 IL308 64×72 154．23 一 SB℃5

P－229 22×22 15ξ1．00
一 P－3G9 62×70 盛茎．10 土器片

P－230 70×万 15ぺ4．09 土器片 P－310 60×55 ］54．18
　

P－23］ 72×44 ］53．68 杯　他 F312 30×28 1製．勿
｝ SB－05

P立32 68×蕊 153．59 ○ “コ縁部） P－313 42×32 1製．23 … SB令5

P－233 90×70 153．67 土器片 P－314 32×22 15・1．21
…

P－234 20×28 153．96 土器片 P－315 40×42 1況．06 一

P－235 30×32 154．14 一
P－3］6 24×27 」臼．ユ2 土器片

P－236 48×50 ヌ54．06 土器片 P－317 28×36 154．］2
一

P－23？ 22×28 153．72 ｝ SB－G4 P－318 32×32 153．98 …

P－238 40×42 153．85 … P－319 24×28 154．00 土器片

P－239 28×26 153．71 一
P－320 48×54 1況．1ユ

一

P－240 36×38 153．64 ：ヒ器片 P－321 ＆｜×SI 153．80 土器戊き’

P－241 34×30 ］53．14
㎜

F322 56×56 153．84 土器片 SB－05

P－242 44×42 153．49 ｝
P323 76×86 153．56 土器片

P－243 42×46 153．57 土錘　他 P－324 42×44 153．89 土器片

P－244 26×3G 153．63 土器片 P－325 40×40 153．61 土器片

P立45 52×44 153．55 △ 土器片 P－326 52×62 呈53．70 △ 土器片（竈片有〉 SB－〈）5

F246 30×30 153．29 △ 土器片 P－327 30×26 153．66 土器片’

P－247 21×26 153．62 土器片 P寸28 42×42 ヱ53．94 土器片

P－248 30×30 三53．52 △ ㎜ Pづ29 国×64 153．73 土器片（竈片有）

P－249 24×22 日3．67 ｝
P330 24×26 153、8f茎

…

P－250 58×72 153．59 土器片 F33三 32×40 ユ53．68 ○ … SB雨5

P立51 3G×38 ユ53．56 土器片　他 P－332 30×25 153．87 土器片
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Pit名 徽cm） 底部高（m） 柱痕跡 出土遣物 その他 Plt名 径（㎝） 底部高／m） 柱痕跡 出土遣物 その他

F333 56×52 153．84 一 2P－03 35×30 1閲．16 △ 一

P－334 30×28 153．97 　 2P－04 42×27以上 154．u ｝
P－335 58×66 ユ53．97 土器片 2P－05 45×32以上 1謎．10 …
P－336 70×50 三53．34 △ 土器片 2P－06 48×39 1苗．（u

…
P－33？ 52×44 婚3．88 　 2P－07 48×40 ］53．92

一
P－338 34×30 三53．90

　
2P－－08 35×32 欝茎．26 ○ 一

P－339 34×32 至53．90 △ 土器片 2P－09 42×37 1況．09 …

P－340 32×34 正53．82 土器片 2P－010 38×34 1記、三6
…

P－341 54×70 153．59 ｛ぽ菜部）他 2P－OU 46×42 1弱ぺ6 一

P－342 44×4ご茎 153．54 △ 土器片 2P－0呈2 38×36 154．』7 一一「

P－3ざ13 58×5fl 153．66 土器片 2P－OI3 60×50 153．63 ○
…

P寸ζ絃 30×30 153．50 △ 土器片 2P－OU 37×36 153．93
一

P－345 24×24 ］53．9G
｝

2P－0正5 26×2∠茎 ］54．23
一

P－3べ茎6 24×24 三53．85
｝ 2P－Ol6 31×25 153．73 ｝

P－347 58×58 互53．47 土器片 SB－06 2P－017 53×晶 153．72 …

P－348 16×16 153．83 一 2P－018 44×3S 153．57 ○ 土器片

Pづ49 22×24 153．84 ｝ 2P－019 43×39 153．80 　

P－350 40×36 1§3．56 △ 土器片 2P－020 35×34 ］5茎．02
…

P－35ユ 40×48 153．66 △ 土器片 2P－021 48×43 153．9三 土器片

P－352 34×44 153．78 ニヒ器片 2P－022 39×37 153．＆雀 o 一
P－353 姐×46 153．60 ゴニ器片 2Pゴ）23 40×34 153．81

一

P－354 42×34 ］53．70 土器片 2P－｛〕24 47×40 153．86 一
P－355 22×18 ］53．72 土器片 2P－025 69×60 153．57 …

P－356 40×42 153．・其
　 SB－06 2Pべ）26 49×40 ユ53．83 土器片

P－357 34×34 153．30 ○ 蓋　他 S8－06 2Pイ）27 35×31 153β2 　

P－358 34×34 153．65 一 SB－06 2P℃28 36×34 三53．72
一

P－359 44×44 153．41 ○ 土器片 SB－06 2P－029 63×巽 153．89 …
P－360 44×50 ユ53．55 土器片 2P－030 ・茎3×43 153．53 一
P－36ユ 42×32 153．60 へ 2P－031 45×30 153．53

へ
P－362 三8×18 三53．65

一 2P－032 60×53 153．60 　
P－363 40×28 ］53．56 土器片 2P－033 50×40 153．64

…

P－364 61×54 153．06 ○ 土器片 2P－034 38×36 ］53．74
一

F365 30×28 153．53 ｝ 2P－035 42×38 153．82 ｝

P－366 60×72 153．37 ｝ 2P－037 （51）×（30） 153．65 土器片

P－368 25×27 153．38 … 2P－038 44×（35） 153．7⑪
へ

P－369 24×24 153．60 …　　　　　　　　ノ 2P－039 48×46 153．77 …

P－370 30×32 153．46 一
2P寸｝10 28×24 153．76 一

P－37］ 20×24 153．54
　 2P－041 28×27 ］53．74

一

P－372 32×31 ］53．58
｝ 2P－042 23×22 ］54．03

　
P－373 〈茎0×44 153．37 土器片 2P－043 38×3G 三53．56

…

Pづ74 44×44 153．57 一
2P一ぴ14 50×33 153．70 △ …

P－375 38×34 153．26 土翻† 2P一α茎5 41×36 153．5θ
一

P－376 34×44 153．41
一

21）一｛｝16 47×‘］3 153．60 ○ 　 SB－04

P－377 30×24 153．31
　 2P－048 52×49 153．92 …

P－378 28×30 153．71
… 2P－051 52×（43） 153．56 土器片

P－379 90×54 153．70 △ ：ヒ器片 2P－052 42×（22） 153．9G 一
P－380 8G×60 ］53．56 杯（児声）他 2P－053 毒6×40 153．83 土器片

P－381 42×48 153．44 ゴニ器片 2P－054 55×52 153．55 一
P－382 28×32 153．78 　 2P－055 26×26 153．69 二1二器片

P－383 40×42 153．56 △ こ1二器片 2P－056 38×34 153．62 土器片

P3図 28×2G 153．79 … 2P－058 24×（18） 王53．81
｛

P－385 42×46 154．29 △ 土器片（赤彩有） 2P－059 34×24 ］53．84
一

P－386 32x30 ユ51．29 土器片 2P－060 48×39 ］53．45 土器片

P－387 34×30 153．97 ：ヒ器片 2P－〈）6三 50×48 153．34 土器片

P－388 34×34 三53．9三 土器片 2P－062 58×49 153．60 …
P－389 32×30 三54．14

… 2P－063 28×28 153．55 … SB－07

P－390 26×26 153．7ン茎
一 2P棚 66×40 153．39 一 SB－］1

P－391 34×42 153．51 土器片 2P－｛｝66 30×28 153．6G
『 SB－04

P－392 72×？ 153．59 △ 土器片 2P－067 29×（25） ］53．56
　 SB－◎7

P寸93 28×36 153．71
『 2P－068 80×57 153．5ア

…
F394 斑×〈28＞ 153．66 … 2P－069 52×46 153．50 土器片 SB－U

P－395 42×〈18） ］5f1．12
一 2P－070 64×（3・茎〕 153．58 一 SB一口

P－396 42×く36） ヌ54ほ3 一 2P－071 ざ1×（23＞ 153．64
　 SBゴ1

P－397 62×（21） 1弱．02 一 2P－072 45×35 153．71 ｝

P－398 14×22 153．78 ｛ 2P－073 60×38 153．67 　
P－399 55x（24） 154．oo … SB℃7 2P－074 56×46 茎53．69

…

P－4GO 58×68 1詞38 △ 土器片 2P－075 69×54 ］53．7⑪ 土器片（弥生）

P－4G1 38×？ 154ほ1 一一 2P－076 36×35 153．28 ○ 土器｝恒弥生）他

P－4G2 68×68 153．79 i・治付杯　他 2P－077 メ15×38 153．70
一

P－403 40×（30） 153．78 土器片ぶ 2P－079 46＞く42 153．73 へ
SB－（）5

P－4（ン1 28×28 ］53．73 ］皿　他 2P－080 ＆1×（20） 153．77 製塩土器　他

P－405 52×〈28） 153．56 △ 土器片 SB℃7 21）－081 47×39 153．28 一

P－406 48×52 153．53 蓋　他 2P－082 34×33 153．57 一
P－407 68×（68） 153．47 一 2P－084 47×（32） ］53．71 こ1二器片

Pメ08 25×3G 1測．83 一 2P－085 50×45 153．73 一
P－4G9 30×28 153．78 一 SB－05 2P－086 59×57 153．67 ．…

P－4ヌ0 30×24 153．99 ｝ 2P－087 52X・10 153．69 　

2P℃2 58×48 154．37 『 2P－088 51×41 153．70 …

一53一



Pit名　　　　径（㎝〉 底部高（m） 柱痕跡 出土遺物 その｛也 Pit名　　　　《壬（cm） 底部翻m） 柱痕跡 出土※物 その他

2P寸89 45×36 153．69 一 2P－168 36×34 153．88 ㎜
2P－（冶0 39×29 15336

㎜
2P－169 40×34 1製．oo …

2P≠）91 42×39 153．40 …
2P－170 21×21 153．82 △ 一

2P口92 27×20 153．56 一 2P－171 5ア×44 153．8⑪ ○ 一

2P－093 38×32 153．58 　 2P－172 45×（35） 153．73 ㎜

2P一四4 32×（32） 153．50
㎜

2P－173 26×（16） 153．98 …

2P℃95 37×（26） 153．？4
…

2P－］74 40×27 153．72 一

2P幌 30x20 153．66 一 2P－175 37×32 153．85 一

2Pヨ）97 43×39 153．73 土器片 2FI76 25×19 151．0］
㎜ SBや9

2P⇒）98 32×22 153．71
　

2P－177 30×25 153．95 …
2P－（｝99 46×30 153．30 一

2Fl78 24×20 154．02 一

2P－100 58x45 153．29 土器片 SB－11 2P－179 50×45 ユ5箋．17 △ ㎜

2P－］01 49×45 153．20 ○ 　 2P－180 45×120＞ 1留．05 ㎜
SI－02

2P－102 84×76 153．44 土器片 2P－181 40×〈35） 1製．16 一

2P－103 32×24 ユ53．S4
一 2P－182 34×33 154．27 ～

2P－1（X 29×18 153．53 　
2P一ユ83 61×45 153．85 △ ㎜

2Pヨ05 59×斑 153．55 土器片 2P－184 47×（33） 153．90 ㎜
2P一ユ（）6 63×（48） 153．34 土器片 SB－08 2P一ユ85 50×（43） ユ泣．oo

一

2P一ユ07 98×（⑮ 153．45 土器片 2P一三86 51×（20） 153．85 一
2P一三〇8 39×35 153．61

　 2Pづ87 61×〈32） 153．77 ㎜ SB－02

2Pづ09 59×42 153．43 こと器片 2P－188 3茎×34 153．9ヱ
一 SB℃9

2P－］10 46×（18） 153．47 … SB－U 2P－189 50×39 153．74 一

2P－111 38＞（（30） ］53．51
一 2P－190 60×52 153．79 … SB－02

2P寸］2 25×（21） 153．55 　 2P寸92 36×35 153．88 ㎜

2P－113 19×（ユ9） 153．66 一 2P－193 60×鋲 ］53．68
㎜ SB－02

2P－1U 49×47 153．53 …
2P－］94 50×（33） 153．72 土器片

2P－1正5 29×26 153．46 一 SB巾8 2P－195 50×42 153．59 土器片

2Pづ16 2ユ×20 ユ53．31
… 2P－196 54×48 153．51 土器片 SB－｛）2

2Pづ17 43×37 婚3．40
㎜

2P－197 67×（52） 1弱．11 土器片

2P－〕18 45×30 ］5＆45
一

SB寸）8 2P寸99 29×26 153．65 ○ 一

2Pヨ19 脂×35 153．39 一 2P－200 3⑪×19 153．63 一

2Pヨ20 32×30 153．44 土器片 2P－20ユ （48）×43 153．58 　

2Pヨ21 59×33 153．40
㎜

2P－202 57×34 153．49 一 SB－02

2P一ユ22 46×43 膓53．39 ニヒ器片 2P－203 35×27 153．δ5 …

2P－123 19×］9 153．32 …
2P－2（U 31×（27） ユ53．45

一

2P一三24 43x37 ユ53．44
一 2P－206 33×32 15334 ○ …

2Pづ25 24×24 153．46 一 2P－207 57×45 153．35 ㎜

2P－126 （24撒×ユ9 153．36 　 2P－208 50×44 153．37 ㎜

2P－］ガ ｛38）×（38） 153．桑0
一

2P－209 75×63 153．33 ○ 土器片 SB－10

2P－128 34×30 153．39 土器片 SB－08 2P－210 33×31 153．98 一

2P寸29 39×29 153．14 　 SB－08 2F2ユ1 37×35 154．01 　

2P一ユ30 25×（24） 153．30 土器片 2P－213 23×20 153．94
一

2P一ユ31 23×22 ユ53．42
㎜

2P－2ヌ6 （25）×〈30戊 153．85

…’2P－132 36×27 ］53．35
…

2P－217 53×〈42） 153．74 一

2Pづ33 24×（20） ］53．40
一 2P－219 46×42 153．48 △ ｝

2Pづ34 35×（29＞ 153．42 土器片 SB－08 2P－220 35x27 153．24 ｝ SB－07

2Pヨ35 32×（32） 153．19 ○ 土器片 2P－221 58×50 ユ誕．02 △ ㎜
SI－02

2P－136 56×（45） 153．17
㎜

2P－322 40×38 1田．09 …
2P一ユ37 46×38 153．18 …

2P－223 （28）×25 ］53．64
一

2P一ユ38 （38）×30 153．23 一 2P－224 （3G）×25 153．56 …

2P一ユ39 66×33 153．20 一 2P－226 31×26 153、6｛1
一

2Pづ40 （24）×24 153．32 土器片 2P－227 68×54 153．18 ㎜

2Pづ4ユ 39×39 更53．17 土器片 2P－228 55×50 153．75 …

2P－142 37×（28） ］53．36
…

2P－229 55×（28） ユ53．95
一

2P－143 27×20 153．31
一 2P－230 1ユ2×72 ユ53．71 △ 一

2P－144 32×（30） 153．19 土器片 2Pち32 45×（32） 1斑．03 　

2P－145 29×2三 153．35 一
2Pr234 34×30 153．57 ㎜

2P－146 30×25 153．29
㎜

2P－235 38×35 153．45 ○ …
SB－0ア

2P－147 26×21 153．28 …
2P－236 46×39 153．31 一

2P一ヌ48 33×29 ユ53．G6
…

2P－237 32×（30） 153．59 一

2P一三49 （42）x（38） ］53．32 土器片 2P－239 況×40 ユ53．58
…

2Pヨ鉛 雛×（30） 153．43 　 2P－240 60×40 153．53 ㎜

2P－152 32×27 154．50
㎜

2P－241 48×40 153．56 土器片

2P一ユ53 （48＞×（30） 154．57 一
2P－300 42×27 153．48 …

2P－154 40×30 1製．20 … 2PるOl 37×32 153．50 一

2P－155 47×39 154．26 一 2P寸02 72×45 153．37 土器片

2Pづ56 42×35 154．ユ3
… 2P－303 ⑳×40 ユ53．15

｝
SB一ユ］

2P－157 45×37 154．G6 ○
㎜

2P－304 32×24 ユ53．45 △ ㎜ SB－08

2P－158 55×50 芝詞．芝1 ○
㎜

SI－02 2P－305 72×42 153．56 土器片

2P－159 62×50 三54．21 ○
…

2P－306 （32）×29 153．53 一

2P－160 45×34 154．19 一 2P－3G7 34×（27） 153．65 ｝

2P－161 35×32 154．04 ○ 一 2P－308 30×26 153．52 一

2P－162 26×22 1弱．13 一 2P弓09 36×（24＞ 153．27 一

2P－］63 36×30 153．95 ○ 　
SIイ）2 2P－310 ぬ）×43 ユ53．25

㎜

2Pづ64 39×30 154．05
㎜ 2P－3U 25×18 153．38 土器片 SB一臼

2P－165 50×40 153．95 △ 一
2P－312 38×35 ユ53．18

一

2P－166 （40）×（46） 153．91 △ … SB－09 2P－313 38×33 ］53．41
一

2P－167　　　　　　（42）×40 153．98 一 2P－314 47×42 ］53．34
一

一54一



Pit名 径（cm） 底部翻m） 柱痕跡 出ニヒ遺物 その他 Pit名 街㎝） 底部高（m） 柱痕跡 出土遺物 その他

2P－3］5 76×65 153．04 土器片 2P－394 52×45 153．17 ｝

2F3］6 27×25 153．19 土器片 2P－395 42×31 153．09 一 SB－12

2P－317 25×21 153．30 一 2P－396 30×25 ユ53．08 △ ｝ SB－12

2P－318 72×52 153．2］
一 2P音97 35×25 153．20 一

2P－319 39×（28＞ ユ53．20 土器片 2P－398 32×20 ］53．22 土器片（縄文）

2P－320 47×〈28） 153．15 一 2P－399 32×32 152．97 一

2P－321 61×（43） 153．15 ｝
2P－400 （2・1）×22 153．10 土器片

2P－322 42×32 153．09 土器片 SB一幻 2P－401 （44＞×44 153．25 一

2P－323 28×（鋤 153．26 土器片 2P寸02 34×28 ユ53．15
∨

2P－324 79×47 153．18 一 2P－403 36×33 153．19 土器片

2P－325 53×49 153．40 土器片（赤彩初 SB－11 2P－4（）］ 35×33 153．20 ｝ SB－12

2P－326 （31）×27 ］53．斜
… 2P－405 〈67）〉＜55 153．20 ㏄

2P－327 59×47 153．48 土器片 2P－406 32×（28） 153．28 土器片 SBづ2

2P－328 58×45 153．19 ｝ 2Pづ07 32×28 ユ52．96 ｝

2P◇29 36×33 ユ53．44 △ ｝ 2P－408 32×30 153．22 土器片

2P寸30 36×32 153．38 土器片（弥生） 2P⇒茎10 （41）×32 三53．14
㏄

2Pる3］ 25×（24） ユ53．42
一 SB－08 2P－411 29×25 153．16 一

2P－332 43×33 ヌ53．16
一

2P－412 27×27 153．ユ9 一

2P－333 36×31 三53．10
　

2P－413 36×（27） 153．10 ｝ SB－12

2P－334 45×40 153．35 一 2P一社4 29×（］6） ］53．24 一

2Pづ36 （34）×30 153．39 一 SB－08 2P畦15 28×26 153．23 一

2Pづ37 鼓×（42） 153．26 ゴニ器片 2Pメ16 46×42 153．13 一

2P寸38 87×52 152．99 　
2P－417 39×32 153．18 ○ ｝

2P－339 33×30 153．41 ○ 土器片 SB－11 2P－418 34×30 ユ53．］0
｝

2P－340 32×26 153．52 一
2P－4］9 40×35 153．14 一

2P弓41 35×35 153．52 　 2P－420 35×32 153．08 ｝

2P－342 40×40． 153．45 一 2P⇒21 36×32 153．08 ｝

2P－343 100×46 153．25 … 2Pづ22 27x22 153．2］
一

2Pづ44 go×53 ユ53．49 ○ 土器片 SBゴ1 2P－423 35×33 153．12 一

2F345 46×38 153．49 土器片 2P－424 26×23 153．09 　

2P－346 （46）×29 153．57 △ 一 SB寸］ 2Pメ25 25×20 153．13 ｝

2P－347 82×66 153．57 ～ 2P－426 48×（22） 153．18 　

2P－348 32×24 153．47 一
2P－42ア 31×20 152．93 一

2Pづ毫9 39x3三 153．39 へ 2P－428 37×36 153．臼 へ

2Pづ50 68×47 153．5重 ○ 一
2P－429 31×31 153．05 ｝

2P－351 32×31 153．26 　 2P司30 26×21 153．03 ｝

2P－352 42×35 153．36 一 SB－13 2P－431 27×（23＞ ］53．25
一

2P－353 39×33 153．24 一 SB－13 2Pス32 （15）×（12） 153．19 一

2P－3雛 65×（4？） 15328
｝

SB一三3 2Pづ33 64×（謝 153．］1 ｝

2P－355 36×35 ユ53．10 土器片 SB－10 2P－434 （66＞×名 ユ53．31
一

2P◇56 50×46 153．29 ○ 土器片 SB－13 2P－435 47×29 ］δ3．07
一

2P－357 50×40 153．0ア
一 SBヨ0 2P－436 40×（27＞ 153．24 一

2P－358 45×35 三53．16
｝ S合13 2P－437 劔×（26） 153．51 土器片

2P－359 80×67 日3．22 ｝
SB－］2 2P－438 （茄）×56 153．40 土器片

2P－360 42×34 153．19 土器月吟 SB－10 2Pメ39 57×（27） 153．26 杯　他

2P弓61 27×26 153．38 …… SB寸2 2P－440 （18）×（16） 153．41 一

2P－362 50×（26） 153．33 　 SB－13 2P－441 42×（23） 三53．ユ5
一

2P－363 38×34 153．25 一 SB寸0 2P－442 （29）×〈14） 152．88 土器片

2P－364 3ア×（25） 153．30 △ 一 SB－13 2P－443 71×（33） 153．17 土器片

2P－365 55×51 153．22 土器片 21）－444 〈22＞×（15） ユ53．15 △ 一 SB－10

2P－366 42×39 153．35 一 SBづ0 2P－445 （32戊×32 153．19 一

2P367 6G×52 153．20 …… 2Pづ46 53×（25） ］53．80 ｝

2P－368 3ア×33 153．38 土器片 SB－10 2P－447 33×24 153】65 一

2P－369 60×5S 153．21 へ 2Pづ48 24×（ユ9） 153．80 ｝

2P－3ア0 59×57 153．48 一 SB－10 2Pべ49 38×（23） 153．62 一

2P－37］ 46×33 正53．31
一

SB一ヌ0 2Pづ50 68×（44） 153．16 一

2P弓72 47×37 153．45 …… 2P－451 41×35 ］53．36 △ 土器片

2P－373 44×40 1δ3．57 一 2P－452 32×27 153．53 蓋

2P－374 66×58 ユ53．27 土器片 2P－453 67×44 153．05 土器片

2P－375 32×30 153．5ス ○ 　 SB－10 2P－45ご1 30×｛25） 153．22 一 SB－13

2P－376 35×26 品3．63 一 2P－455 36×38 153．06 一

2P－377 5S×（40） 153．50 　 2P－456 40×32 153．19 ｝

2P－378 38×〈30） 153．53 　 2P－457 31×（29） 153．21 一

2P－379 25×22 153．5ご茎
一 2Pづ58 56×29 153，Ω 一

2P－380 37×34 153．52 へ 2P－459 30×28 152．go 一

2P－38ユ 33×30 153．29 一 2P－460 32×2ユ 153．04
一

2卜382 30×30 153．33 一 2P－461 62×62 153．35 …… SB－12

2P－383 33×25 153．31 ～ 2P－462 69×65 ］53．33 ○ 一

2P－384 29×25 1δ3．32 土器片 2P－463 50×37 153．50 △ 土器片 SBヨ1

2P－385 30×26 ユ53．32
｝ 2P－464 45×36 153．4｛｝

｝

2P－386 24×21 153．33 　 2P－465 2ヱ×19 153．05 一

2P－387 3⑪×22 ］53．32
｝

2P－466 40×35 153．19 ｝

2P－388 24×20 ヱ53．33 ｝ 2Pづ67 56×52 ］53．19
｝

SB－〈〕8

2P－389 27×20 153．30 ｝ VP－01 25×25 155．22 ～

2P－390 25×（20） 153．14 　 VP℃2 42×〈30） 1函．59 土器片

2P－391 28×2G 153．17 一
VPイ）3 28x28 154．63 　

2P－392 27×23 153．22 　
VP－｛k茎 20×（20） 154．11 ｛

2F393 29×23 三53．32 一

55



第2節　大井家ノ下モ遣跡の調査

　大井家ノ下モ遺跡は佐治町上大井集落の約100m東側に位置し、佐治川の左岸に形成された標高136m

前後の段丘上に立地している。周辺には金鋳原遺跡、大井1号墳～3号墳、大井聖坂遺跡、大井経塚

や、佐治川を挟んだ対岸の丘陵裾部には古市上山根遺跡、屋敷遺跡、貝尻遺跡などが知られており佐治

町の中にあっても古代の足跡が多く残る遺跡の集中地域となっている。

　大井家ノ下モ遺跡の存在は、大井橋詰・家ノ下モ地区の県営佐治地区ほ場整備事業に伴い実施された

試掘調査によってピットや多量の土器が検出されたことから明らかになった。この試掘結果を受け、平

成10年度には本格的な発掘調査が行われ、倉庫跡、柵列跡などの遺構とともに墨書土器、石鍋や100点

を越える輸入陶磁器類が出土し、県内でもまれな中世遣跡であることが判明した。

　今回の発掘調査は道路改良工事に伴い実施したものである。調査対象地は平成10年度に行ったE調査

区の南側隣接地に当たる。現地調査は平成16年7月に実施され、ピット19、土器230点あまりが出土し

た。調査面積は121㎡である。

1．調査地の層序（第73図　図版21）

　調査地は海抜標高136．4～137mあまりを測り、東から西側に緩やかに傾斜している。調査区東側には

lmを超える石材を含め多数の石が散乱しており丘陵谷筋から流入した様相を呈している。

　表土厚は20～40cmである。表土下には砂礫混じりの土砂が小単位で堆積しているが、調査地中央から

西側では黒色土（第5層）や黒褐色土（第17層）の面的な堆積が認められる。この黒色土系の土層には土器

が包蔵されており、今回出土した遺物の大部分がこの層から検出された。地山は表土下40～60cm、標高

136m前後で確認された花嵩岩風化土の真砂土である。

2．遺構と出土遺物（第74・75図　図版21・22）

　ピット19基（Pパ～Pづ9）を検出した。ピットは調査区の中央部から西側に集中し、いずれも地山を

しっかり掘り込んだピットである。直径は23～62cmを測り、規模的には直径40cm未満のものが主体であ

る。深さは12～47cmを測る。ピット配置にはおおむね南西から北東方向の流れがうかがわれるが、掘立

柱建物を特定することはできなかった。

　土器230点あまりが出土した。このうち遺構に伴う遣物は3点を数え、P－1から土鍋片1、P－2から

ほぼ完形の土師器皿（第75図1）、P－18から羽釜片1点が検出された。いずれも埋土中から出土してい

るが、P－2から出土した皿はピット中位にあり、口縁部を上に向けた状態で出土した。出土状況から

は意図的に置かれた様子がうかがわれる。

　遺構外からは土師器杯（2）、瓦質鍋（3～6）、瓦質羽釜（7～10）、龍泉窯系の青磁碗（11）、外面に格

子叩き目の陶器体部片（12）のほか須恵器甕体部片、杯片などが出土した。残存状態は全体に悪く小片で

あるが、量的には土鍋、羽釜の割合が極めて高い特徴が見られる。

大井家ノ下モ遺跡ピットー覧表
P匡t名 径（㎝〉 底品高（m） 深さ（cの 出土遺物 その他 Plt名 径（cm） 底部高（ln＞ 深さ（cm＞ 出土遺物 その他

P－1 27×23 135．59 28 土鍋片 P寸ユ 30×28 135．63 24
一

P－2 34×30 135．39 47 土師1服 Pづ2 62×53 ］35．64 26
一

P－3 35×30 135．53 32
一 P－13 36×24 135．99 12

｝

P－4 25×24 135．43 4ユ
一 P一羅 36×33 135．75 28

｝

F5 38×34 135．66 32
… Pづ5 35×32 135．67 45

…

P－6 44x37 135．61 29
… P－16 31×26 135．75 37

…

Pイ 37×32 ユ35．60 20
一 P－17 38×（一） 135．81 32

一

P－8 30×27 135．54 33
一 Pヨ8 46×38 三35．94 25 羽釜片

P4 27×26 135．89 ］9
　 P寸9 42×37 ］35．61 46

一

P－10 23×20 ］35．63 28
｝

一56一
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第72図　大井家ノ下モ遺跡調査区全体図（S＝1　100）

II＝13720m

H＝］372GnY

墜

『

5

7

17 18

11 11　　　10

1、　掲Gにヒ10YR4／4　（しまり中、判i性小）

2，褐色土10YR4ン4（しまり中、樵性r1＄）

3．褐色土10YR杉4（しまりなし、粘性なし＞
4．縄色二｝：10YR4磯（黄褐色粒混じり］OYR5／6　5％含　しまりなし、粘性なし）

5，黒色二i二10YR2／1（しまり・］・、粘性なし）

6．黄褐色土10YR5／6（灰褐色砂粒7．5YR6／2　10％混じi〕　しまり大、粘性なし）

7．褐色土10YR4メ6（しまリノ」＼鮎ナ生なし）

8．黄褐色土］OYR56（しまりなし、結性なし、礫混じ｝））

9．灰褐色土75YR6〆2（しまり1］・、粘性なし）

至0．黄褐色砂粒10YR5／8（真砂土）

1］．褐色土鐙YR4〆6（しまり吋＄、粘性なし）

］2、褐色土］OYR4／4（礫混じり　　しまり中、粘恒シ］・）

］3．黒褐色：1二iOYR2／3（黄褐色粒混じり］OYR5／6　5％含　しまり培、粘性小）
｜4．暗桂）｛江＿iニユGYR3茎16（しまリエ㍗、製i哲…ノ1、）

15．灰褐色土7．5YR㌢2（砂礫混じ1）　しま｝）巾、軸控なし）

16．灰褐｛垂ゴ：フ5YR6／2（しまり中、裂i性小）

17、黒褐色土1GYR3／2（しまり中、粘督三なし）
18、暗褐色土10YR3／4｛驚色‡立混じ4）］OYR2／］　S％含　しま｛）中、枯性なし）

0 4m

第73図　大井家ノ下モ遣跡調査区断面図（S＝1：80）
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第75図　大井家ノ下モ遣跡出土遣物実測図（S＝113）

　　　　　　　　　－60一



大井聖坂遺跡・大井家ノ下モ遣跡出土遺物観察表

大井聖坂遣跡 法量（〉｛まZ夏ラた｛直、　く〉は7分の1以下を推定値

遺構名
挿図

ﾔ号
器　種

法　量（砿

?ｹ1 形　態　・　手　法　の　特　徴 竃霧 残存状況 儲　　考
遺物

o録
″

w区
rB苗
o弓57

第16図
@1
須※器
@蓋

㊤　恨．8） 口綬部は屈曲して下方
ﾉ短く納め、外揚部に
嘯ﾝをもつ。

（外）露縁外叢部1条の沈線後ヨコナ
@　デ◇
@　天井部ヘラケズリ後周縁部ナデ。
i内）天井議ナデ。

ぱ）L5鑓以下の砂粒を含む

@5部大の砂礫有

蛛A緬

（口）　1／4
i天＞　1／4

376

膵区
rB－〈）7

o－198

第18図
@1

該穂閤器　三皿
爪　（］3．6）
h　　　6．4　　　2．8

削り出し高台。 （外）底部糸切り後高台部削り出し。
@　畳付無融。

護　精級　硬叉　（断眠白色（細淡繰色 （口）　1／5
i底）ほぼ］

9C後半 33
S7
Q23

難ア区

rB℃7
o－198

第］8図

@2 土　　錘
L：　5．8
v：　1．8
s：　1．9

指成形後ナデ。 　呈皿以下の砂粒を多く含む[色 ほぽ1 223

膵区
rBイ）9

o－132

第21口i　l 灰袖陶器
i高台部）

②　（7．1） 貼り付け高台。 （外）高台内ナデ、無舖。
i内）底部蛇の目紬剥ぎ。

　構繊　5㈱大の砂礫有磨@軟質　（断・露）にぶい黄桓色　（紬）明オリーブ灰色 （底）　1／5 転用硯？

Cり痕
127

w区
rFO1

第28図
@1
土師器
@蓋

ぽ）（20．2） 天井部から緩やかにロ
助狽ﾖ下り、揚部は｛窒
ｩに内傾する。

（外）ヘラミガキ。

i内）口縁部放射榔紋、天井部連続繰
@　旋文を施す。

　1愉以下の砂粒を含む?@良好　淡燈褐色 （口）　1／4 暗文二段
ﾔ彩

80
W3

w区
rIぺ）1

第28図
@2
土師器
@杯

㊧　　（14．3）　　　8．7　　　4、15 体部は内湾気味iこ日縁

狽ﾉ続き蟻部は先細
驕B

（外）体部犠位、底部不定方向のヘラミ

@　ガキ。
i内）日縁部放8寸状暗文、底㌣遠続螺旋
@　文を施す。

①ユ却以下の砂粒を多く含む

@3部大の砂粒有
?D不良

僚）　1／6
ﾂ）　　1

暗文二段 1

八脳
rFO1

第28図
@3
土師器
@茎

s　　（17．8＞　　（ユ7．6） 口は部は外反、績部は
ﾛい。

〈外）｛鰭；ハケ目。

i内）口頚部ナデ、体部ヘラケズリ後ナ

@　デ◇

①1～2賦の砂粒を含む
@3～5㈱大の砂礫有琴やや不良

O淡萄色、一部褐色

（口）　ユ／5
i間　　］／ア
i体）　　　1／6

煤付着

部ﾁ有
Y化物付着

41
W1

w区
rIヰ）1

第28図
@4
土師器
@甕

①〈20．7＞
（外）体部ハケ目後頚部ヨコナデ。　　．的激都ナデ、体部丁象なヘラケス

@　リ。

①三～2㎜の砂粒を多く含む
@3～5㎜大の砂礫有
A良好（¢淡燈褐色

（〔ヨ）　1／12 9

w区
rI一⑪1

第28図
@5

：ヒ師器

@褒

◎　（20．8） 口渓部くの字状。

綷舶狽ﾍ外反、端部で
ﾍかに面をもつ。

（外）仏当～ハケ田痴鰯三コ七デ。
i内）頚祁ナデ、体部ヘフケスリ。

麟、巖を多く含む （鋤　　1／4 煤付着
u斑有
�沛ﾄ成

28
c89

IV区

rI弔1
第28図

@6
土良苗器

@読

①　（2L2） 口縁旙は外傾、端部は
O反して丸い。

（外）口頴部以下ハケ目。後ぽ翻～上半

@　ヨコナデ。
i内）f繍ヘラケズリ。

蹴　砂治く舗 （口）　2／5 黒斑有 30
W2

難撒区

rI泊1
㌣28図

@7
二と師器

@遂

窪　　（23．8）　　（24．9） 口縁部は外反、端部は
謐ﾗる。

（外）
痘ｫ爾理瓢漏蘇李　　昼。一部ヘラミガキ。（内）口縁部ハケ目後ヨコナデc頚硲ナ　　デ。仏祁ヘラケズ弘 ①1～2繍の砂粒を多く含む

@4～5㎜大の砂礫有
刀@良好　（外）にぶい褐色　（内）淡燈褐色、一部暗萄色

（口）　1／4
i体）　1／4

煤付着
雛56578091

w区
rI泊1

第28図
@8
土師器
@菱

①　（20．8） くの字状。

精助狽ﾍ外傾、端部で
ﾗる。

（外｝ハケ翻後口縁部ナデ。
i内）日菜部ハケ日、頴部ナデ、以下ア
@　寧なヘラケズリ。

藷竃噸を⌒
（口）　1／3 煤付き《 4．6

@83
@85

八噸
rI℃1

第28図
@9

こと師器

@琵

①　2ユ．7 くの字状。

精助狽ﾍ外反、靖部は
ﾛい。

〈外）ハケ日後隣縁部ヨコナデ。

@　成形時の圧痕。
i内）口隷部ハケ目、体部ヘラケズリ後
@　上位ナデ。

　1鰯以下の砂粒を多く含む塔ﾌ。＿ （口）　　ユ 関寸着 ユ37

w区
rIイ）1

第田図
@10
土師器
@箋

s　　28．4　　〈24．0＞ くの字状。

ｶ1縁部は外領、蜷部は
ﾛい。

（外）体部ハケ目、後口縁部ヨコナデ。
i内）体部ヘラケズリ。

　］㈱以下の砂粒を多く含むH　やや不良　1こぶい黄桟色　（外）にぶい黄褐色 （口＞　　　1

i体〉　一部
煤付着 12．48

U7．74
W8．94

真「区

rF｛）1

第28図
@11
土師器
@甕

①　｛27．7） くの字状。

綠ｾ部は外反、措部は
ﾛい。

（外）体第ハケ日後日経部ナデ。

@　成形時の圧痕。
i内）〔1縁部ハケ目。体部丁寧なヘラケ
@　ズリ。

嫌麗⑳を多儀 （口）　1／4

�j　一部
紺寸着 32

T0

Iv区
rI－↓）ユ

芽28［勾

@12
手提ね
y　　器

G）　〈7．9＞ （内外）手提ね成形後ナデ⇔後口縁午ヨ

@　コナデ。

さ）1㈱以下の砂粒を多く含む

@2～3㈱の砂粒有
ﾉぶい黄絶、暗髄

（日）　1／8
q体）　2／3

57
W0
X1

w区
rI－01

第28図
@ユ3
　竈
i口縁部）

①　〈2935） 内傾するEi縁部の蟻部
ﾍ丸い。

（内外）ハケ目後口縁部ヨコナデ。
i内）体部ヘラケズリ。

窪』噸忽麓多く髄 （日〉　三／6 40

IV区
r工一〇1

第29図　14

須恵器
@蓋

㊤　（ユ5．8） 平坦な天井部から口縁
狽ﾖと続き、蝦部は内
福ﾖ屈曲させる。
V井部につまみ部剥離
ｭ。

（内外〉ヨコナデ。

i外）知1部‘頂なヘラケズリ、衡峡
@　つまみ貼付部ナデ。
i内）天井部ナデ。

①2㎜以下の砂粒を多く含む
@4腐大の砂礫有
T色、灰艶

｛口）　1／6
o天）　1／3

閲

w区
r夏一〇1
第2咽
@ユ5
須恵器
@杯

凛　　］2．7　　　7．9　　　4、0 体部は内湾気味に口縁
狽ﾖ続き、ほぼ垂直に
ｧち上がり端部は丸
｢o

（内外）ヨコナデ。

i外）底部ヘラケズリ未講整、後周縁部
@　ナデ。底部工具痕。
i内違部ナデ。

①］随前後の砂粒を多く含む
@8㈱大の砂礫有
A良好③汐絶

（口＞　3／4

i底＞　　1
ロ縁部
@楕円形

3

w区
rI－0ユ

第29図　16

須恵器
@杯

凛　　q2．3＞　　（6．0）　　　4．ユ5 体部は内湾気味に口縁
狽ﾖ綾き、端部は丸い。

（内外）ヨコナデ。後底部ナデ。 ①L5己以下の砂粒を多く含む
@4陶大の砂礫有
A良③灰色

（ω　　1／1⑪

i底〉　］／3

21

真ぽ

rrO乏
第29回
@17
須恵器
q苺t杯

s　　14．6　　　8．35　　　4．7 体部は外領、直線館こ
菶齦狽ﾖと続き、嵩部
ﾍ丸い。
q苺狽ﾌ接地部は内顕
ﾊ寄り。

（内外）ヨコナデ。
i外）底部ナデ。高台部貼付径ナデ．（内）ナデ。底部成形時の圧痕。

①1部前後の砂粒を多く含む
@3皿大の砂粒有
H　良好　（外恢色、淡灰色　（内）灰色

（口）　3／4

i底）　　1
認

w区
rI－01

第29図　18

須恵器
{台付杯

馨　　（14、o）　　　8．85　　　4．25 体部は外反、日経部は
ﾍかに外反する。高台
狽ﾌ接地部は内蜷面寄
閨B

（内外）ヨコナデ。

i外）底部ナデ。高台部貼付後ヨコナ
@　デ。
i内）底部ナデ。

①0．5舗以下の砂粒を多く含む

@2．5㎜大の砂粒有
?@良好　灰黄色

（口）　1／6
i底）　1／3

ユ37

w区
r十〇1

第29図
@ユ9
須忍器
q苺t杯

s　　14．2　　三〇．0　　　3．45 体部は外反、口縁部で （内外）ヨコナデ。

i外）底部ヘラ切り後丁寧なヘラケズ
@　リ、後ナデム高台部貼付後ヨコナ
@　デ。
i内）底部ナデ。

㊤1皿以下の砂粒を多く含む
@3㎜大の砂粒イハ
H　良好　淡灰色、一部灰色

（口）　3／5
i底）　　］

63

一61一



毒）〈15．3＞ 体部は内湾して獄縁部 （内外）ヨコナデ。 S＞1m前後の砂粒を多く含む dコ）　一一部 20

w区 第29麩i 須恵器 へ続き、端部は垂直に ／外）底部糸切り後ヘラケズリ。後高台 5溺大の砂礫有 （底）　　　1 71

S卜0］ 20 高台f・〉鉢 丸く納まる。高台部剥 部貼付後ヨコナデ。 ②良好 （高台）　欠 83

鑑 （内）底部ナデ。 8＞灰色

②　1⑪、3 縞台部の接地部は内鑛 （内外旧コナデ。 ①1㈱以下の砂粒を含む 1／2 10

IV区 第29図 z乏恵器 翻寄り。 （外）中心部祖なナデ、外周部ヘラケズ 2、4億大の砂蔭有
S正一斑 21 傭台部） 　　1㌧高台部貼付後ヨコナデ。

i内〉ナデ。
き緩色

n｛区

r卜01
第2姻
@22
須恵器
U台部）

②　　8．8 高台部の接地部はほぽ （内外）ヨコナデ。

i外）底部ナデ。高台部貼勾』後ヨコナデD
o内）ナデ。

蕩趨以下の砂粒を多く紗

B淡灰色

（高台）　　1 擦り痕 7

／℃　　〔］2．ア） 体部は内湾、iコ縁部で （内外）ヨコナデ。 ③1醐以下の砂粒を多く含む （［D　　］／．1 23

M茎
r正一〇三

第29国
@23
須恵器
@鉢

7．65 垂直気昧に立ち上が
閨A螺部は丸い。中位
ﾉ2条の沈線。

1外）底部ヘラ切り後ナデ。（内）底部ナデ、皮形時の圧痕。 〈21良

_3＞（タト）にンぶい黄↑∬色、ηミ黄色、

@灰色

（体）　1／2
i底）　　　1

21
Q6
W2

衙）灰色、灰黄色

②　　8．8 メこきくラツバ状にタト反 （内外｝ヨコナデ、 ぶ0．5隠以下の砂粒を多く含む （郷柱）　　1 22

w区 第29図 須恵器 し、端部を下方へ屈曲 （外）杯底部ナデ。脚柱部1二位絞り目 L5職大の砂粒有 御裾）3／5
SI－01 24 （脚綿） させ段を歳す。 痕、・ド半ナデ。 ②良

③〔外）浅黄色　（1メ寸蕨黄色

w区 第29図 須恵器

雰　　（］9．2）　　（29．3）

1：1琴部は外反、揚部に
ﾊをもつ。体部は続大

｛外）体部叩きi；1後断読的なカキ1主
i内）肩部成形時のエユξ痕、後ナデ。体

④1似n前後の砂粒を含む
@2、3㈱大の砂粒有

（印　　1／4
i体｝　1／5

8．35
S3．44

SI－OI 25 壷 閤径を1／3上位にもつ◇ 部当て工具痕、後ナデ； _2浪好 53．78
③灰白色

①　（三5．o） 口頴部は綾やかに外 （外）体部平行川」きF；i、後カキ目。 ③0．5品以下の砂粒を多く含む （m　　1／3 7］

W区 第2咽 須恵器 反、端部で僅かに肥 （内パ儲1；当て工具蓼〔、後1：1頚部ヨコナ L5㎜大の砂粒有 （励　　1／8

S卜儀 26 壷 厚、内鰯に稜を有する。 デ。 ②良好
③灰色

長頚壷？ （内外／ヨコナデ。 （夢1聴以下の砂粒を多く含む （鋤　　　　1 137

w区 第29図 須恵器 該やかに外反しながら （内）頴部下半ヘラケズリ後ナデ、絞り L5m火の砂粒有
SI一儀 27 匿1部） 1コ縁部へ続く。中位に 目痕◇頚部接合部ナデ。 ②良好

］条の沈線。 ③灰色、灰ご1色

さ）　22．0 緩やかに外反する［二i頭 （外）体部平行叩き1・i後カキ目。 （1）1　～2鯨θ）砂ネ芝を含む （仁D　　　］ ヘラ記号 78

部は端部までほぼ厚さ 頚部「1：具疫c 4∬裟大の砂礫有 （∬勤　　3／4 f／〉」
w区
rI－〇三
第2蝦
@28
須恵器
@護

が均一・、僅かに端部を
?冾ｵ、内｛i線こ稜を有

（内）体部当て工具痕。後ナデ◇ 8麗、淡灰色

する。仁i縁部内面にへ
ラ面お

貨　コ9・4 体部から日縁部にかけ （内外）ヨコナデ。 ①1磁以下の砂粒を多く含む （1：i）　1／2 2

田茎 第2⑰ 須恵器 ◇　（20．9） て内湾し、蝦部で面を （外）日縁部下半ヘラケズリ、後ナデニ 2．5～6烈大の砂昧有 （1輻）　1／4

SI－0］ 29 鉢 もつ。 （内）底部ナデ、 （2浪好
⑳ミ色

③　135．D 内湾する体部は口縁部 （外）体部平行叩き日後カキ目、　．一部ナ ①2燈以下の砂粒を含む （1蛸　　1／3 137

nテ区 第3囑 須恵器 で外反、端部に面をも デ◇ x、2良好

SI－G］ 3G 鉢 つo （内）作部当て．E具痕1灸ナデこ き＼灰色

（内外）成形時の圧痕。

③　29．3 丸みをもつ体部は中位 （外｝叩き目後断続的なカキ目⊆後底部 ㊤3願以下の砂紘を含む （体）　1／2 5．19

照淫

rLO］
第3傾
@3］
須恵器
if本部）

に最大胴径をもち、そ
ﾌ眉は成形時の面取り
�ﾆなってやや張り気

　　ナデ。
i内｝肩部ヨコナデ、体部当て」：具痕後
@　スリケシ謬整。

　6蹴大の砂繰有
ﾇ巨不良

（底｝　1／2 3」．55

U5．78
W3．90

味。 9］

くジ　27．5 体部は直稼的に外傾し （内外）体部指成形後原体イミ明のγ字な 〔ジ1高以下の砂粒を多く含む ｛L］）　］／2 37．38
て開く。FI縁端部は面 ナデ。 2、3頴大の砂粒有 （体）　1／4 47．80

Mx 第3G図 須恵器 をもつ。体部中位に横 成形時の圧痕。 ②やや不良 81、9．蓋

SI令1 32 甑 方向の把手を貼付』、把 （外）把手手担ね成形後ナデによる貼 冊び淡灰色、灰色 165

手付近に3条の浅い沈 付こ

線がめぐらきれる。

M江
rI－01

第30図
@33 箪　　石

L：15．8
v：11．85
V’：　6．3

長滋方向に2葡使川痕二 両摺沮；頴打痕。 完存 1．5809 76

①　12．3 体部から外瀕し［コ縁部 （内外／ヨコナデ。 ?P給以ゴドの砂粒を含む ｛し1）　3／4 3

込’区

rK’01

第33図　1

須恵器
@雌∬

（2／　6．9
B　　2．3

で外反する． （外目藍部糸切り後周縁蓬；ナデ芯

i内）底部ナデつ
　3頴大の砂社有
A良好亘（外）にぶい燈色、灰色

（齢　　完存 ］07

（内）にぶい燈色、灰自色

①ll2．41 r：i鋏部は体部から直線 （内外）ヨコナデ。 ヨ〕2抱以下の砂粒を含む （1．1）　1／4 黒斑イ∫ 3

八区 第33図 須恵器 ’ヅ　　7．1 的に開く。溺部は丸 （外）底部糸切り後鷲いナデc ⊆浪 繊）　完存
SK－0］ 2 杯 を　5．3 いo ③（外涙色、灰白色

納）灰白色

ハア区

rK－0王
第33図
@3
須恵器
@w：

②　　7．0 ｛内外圭ヨコナデ。（外）広i部糸切り後周絃部ナデ． 録緬後の碗を飴囁膨灰白色

（佑）　3／5

瘁j　3／4
底・内一ξi～杏

@晒？函」
5

①〈16．3＞ しi縁蟻部を斜めに削 （内外1指ナデ成形ぐ 〉ぼ“前後の砂粒を多く奮む。 （1：U　　1／三2 黒斑有 108

店区 第33図 土師器 り、粗な外揚而をもつ。 ｛内）丁寧なナデ． 3脚大の砂粒有
SK－01 4 （に綜部） 径良好

く∂灰色

爪7区

rK－（）6

第37図
@1
須恵器
@劔1

φ〉　（12．コ）

O　（6．0）

B　2．2

体編；は外図、口該端部
ﾅ僅かに肥厚する。

（内外｝ヨコナデ。

i内鴻部ナデ，
③3～4Ω大の砂粒を含む
ﾜ1良③灰白色　（内）．一部；暗ウミ色

ζ1：u　　1／5

i底）　1／3
黒斑有

D

18

：1＞（］5．5） 体部は内湾気味にき）：ち （内外）ヨコナデ。 ①1～2似大の砂幻を含む （ri）　王／5 煤fd』着 16

w区 第37［司 須恵器 ／ハ㌧　（8．7） ・1二がり1：膓蒙部は外頷◇ 汐U圃転を利用したハケ状工具；こよる ¢不良 ζ底）　1／3 17

SKべ）6 2 w： を　7、］ ナデ．底部糸切り。 紗（外）灰自色、・ぷ灰色 18

〔内液部ナデc 〔内）灰白色

w区
rK－G6

第37［ヌi

@3 土　　錘
L：　4．85
翌戟@1、75
s二　L5

指成形後ナデ。り；〔作不明iこよる認旋状の沈線◇
弐0．5陸以Fの砂粒を含む／頬好③灰黄褐色、賠灰色 1 煤付着 13

n’区

rK－06
纈瑠@4

不　　明

S裂品

L：（9．3）

v：　2、59
s：　G．38

背側は直線的に対し刃鰯は徐々に弱を減ずるc
f面二等辺三角形。

（36｝9 205

（奪　ζ15．7） 体部は外反気味で、「1 〔内外｛ヨコナデ。 ①1嫁前後の砂粒を含む （日）　1／4 2］

w区 第3画 須恵器 ②　　7．5 縁羅部は丸い。 （外）底部糸切り後周縁籏1ナデ。 3、4、5㈱大の砂榛有 （体）　1／4

SK－07 1 1皿 ③　L95 （内〕底部ナデ、圧痕◇ ゴ12）ややイこ良 （底）　1／2

③淡灰色

①（］1．5） ｛内外）ヨコナデ。 ①1搭前後の砂粒を含む （1二D　　l／4 21

w区 第39国 須恵器 （2⊇　（8．0｝ （外鴻部糸切り。 2．5㈱大の砂粒有 （作）　1／4
Sl｛－07 2 ∬江 ②　L95 8霧づ随 （底）　1／4

62



s　　（35．9＞　　10．85　　（6L7）

口縁部から底部に向
ｩって逆円錐状1こすぽ
ﾜる。1コ縁部は大きく
Jき、筒部はkく底部

（外）上位ハケ日後口縁部禎位ナデ舎体
@部丁寧なハケ目、後ナデ。底部横
@位ナデ◇把手は断面円形で装肴部
@　は他の結土を貼付け補強呑

◎2～3磁の砂粒を多く含む
@・茎．5脳大の砂礫有
ｶ　良好　（外）褐色、日“褐色、掻褐色

（1：∋　1／4

i体〉ほぼ1
i把手）～部欠
i底）　　　1

辮付冠
ﾑ三、斑右

32
R3
R4
R5

“♪区

rK一ユ7

第45図

@1 甑形土器

径は口径の1／3と小さい。器高の1／3上位左

ﾓこ環状把手を横位、

（内癩縁部ハケ目。以下ヘラケズリ後
@　ナデ。底鰭部横位ナデ。把手は本
@禦こ穴を開けて差込み、枯土の補

納渇色、匪タ褐色 36
R7
R8

やや下方に賜志 強なし。粘土縫ぎ足し汀’強いナデ。 39
E10

153
288

影1°・6 口櫃部くの字状。 （外）体部ハケ目後ナデ。後日頸部ヨコ ①1面前後の砂粒を含む （仁1）　ユ／2 煤イ寸着 3

w区 篇2雛 ＜5．0＞ ぴ部は相ぷこ最大鯛径 ナデ。～部工具痕。 2㎜大の砂粒右 （休）　］／3 ，三…斑有

2SK苗 1 甕 塗　　（15．6）　　］7．7

をとる。 （内〉頚部’ナデ。俸部上半横1立、下・i’獲

@位ヘラケズリ。
夕嘆好
B黄｝油、寸；褐色

優）　一部

②磁、8＞ 底縮こ当たる部分より （外）ハケ目。 ①2～3頴の砂粒を含む （辰蟻）一部 煤付着 4

w区 第52図 甑形こと器 疋に絞り込む。器肉は （内）上位ヘラケズリ、工兵によるナ 7㈱大の砂撰イ1 慕斑イ1

2SK－05 2 （底部） 厚い。 　　デ。底ヴ宇ナデ、ナデ。
i内外）成斤多酵の圧瓶、

⑨　良好　燈褐色、一部黄褐色

nぐ区

o上層）

o－6ア

鮪9図
@1
須恵器
@蓋

①　　9．8つまみ径　　　1．6

C　　3．0

ヲミ井品はやや丸みをも
ｿ、口蒙謬部は丸く、
ｩえりは翁部より下方へ張り出さない。

（内外1ヨコナデ。
i外）天井部ヘラケズリ。

@　つまみ賜寸後ナデ。
i内）天井部ナデ。

㊧　1醐前後の砂粒を多く含む　良好　（外）灰色　（内蕨褐色

3／・茎 63

9）（15．2） 天井部は丸みを有し、 〔内外）ヨコナデ。 ①三顕前後の砂粒を含む 正／3 225

w区
i上層）

o－199

第59図

@2
須：と：器

@蓋

1コ縁場部は内方へ僅か
ﾉ閉曲させる。

1外）糸切‘戊後天井部ヘラケズリ、後概

@輸雛ナデ。つまみ部貼付後ナデ。
@　（つまみ狼確認）

　4㈱火の砂礫有
?@良好　灰色

（内〉天井部ナデ。

w区
i．1．層）

o－406

鰯9図
@3
須ぶ器
@蓋

①　（14．6）つまみ径　　2，0

早@　2．15

天丼司’は水平、つまみ
ﾍ鞠二F。

（内外）ヨコナデ。

i外）糸切り後周与¶ナデ、つまみ部貼
@付後ヨコナデ。

¢1鰹以下の砂粒を多く含む
@4図大の砂鰭有

�ﾇ、≡

（災）　1／2

i口＞　1／6
iつまみ）　1

394

凹z
i」膠
o－162

第59図

@4
須恵器
t身

霧　　　9．1　　　2．5 底部は丸みをもち、短い立ち上がりは内商す

驕B

（内外〉ヨコナデ。 號前後梛を多儀 1／2 iき然柵 168

騨区
i上劇P－12 竿59図

@o
須恋器
t身

s　　｛12．8）　　　ア．8　　　3．2

体部は外傾、口呑部で
O反する。
Vは端部が肥雛する。

（内外〉ヨコナデ。

i外）底部糸切り。後周縁葡；ナデ。
i内）底部ナデ。

③〈）．5胸｝ii∫後の砂新を含む
@1～2㈱の砂粒有（2浪（③灰白色

（日）　1／3
i底）　2／3

底外
@戊等？

9

鐸区
i上細）

o－43

第59図

@6
須ぶ器
t身

撃　　（12．9）　　　5β＿　　2．8

魏：後の砂嬬む （［］）　1／5

i底）　　　1

底・外一z呼きミ

@楠」
36

∬鴛
i上層）

o－］50

第5咽
@7
須恵器
t身

塞　　13．2　　　6．6　　3．1

（内外）ヨコナデ。

i外城形時の圧方こ。
①1閲前後の砂粒を含む
@2～・1斑大の砂礫有
A良⑧灰色、灰白色

¢］）　3／4
i鮫）　　ユ

底・外一ぷ轡

@「凶
151
P52
P53

“×区

ｵ上層｝

o－380

箔59漂1

@8
須恵器
i底部〉

②　　5、7 （内外）ヨコナデ。
i外）底部糸切り。（内）底部ナデ。

ζる1～3隠大の砂欝を含む　やや不良る　淡綴褐色

（底）　1／2 底・内パ蓄
@栖」ぶ斑有

400

IV区
i上層）

o－215

第59図
@9
須志器
i底部）

②　＜6．0＞ （内外）ヨコナデ。

i外）底晶糸切り。
廷〕0．5図以下の砂㌣を含む
@1～2翻大の砂庄有⇔良好

B淡桓色、オリーブ灰色

（底）　1／8 底・内」書
@「石剖

245

鐸区

i上剛
o－380

幼59図
@10
須辻1器
t身

窪　　Q2．8）　　4．8　　　3．7

仏彗は外傾、匹謬的に
mi毒部へ就く。

納外）ヨコナデ。
o外〉体第下半ヘラケズリ、底部ナデ◇
i内遮部ナデ。

雛㌍下の磯を話
B）灰色、灰白色

（日）　ヱ／5

u）　1／2
399

w区
i上勧）

oづ24

第5蠣
@11
須恵器
ﾒ欝付杯

①　14．3＼2／　　8．⑪

普@　5ン｝

体ノ／は外傾、函譲郎こ
ﾙま都へ誠く。高台部の接地面ほぼ水平。

（内外）ヨコナデ。

i外）底部糸切り後高台部貼イ寸、後ナデ。
i内）底鰯ナデ。

⑦2㎜以下の砂粒を多く含む
@4翻大の砂礫イ1
O良好③灰色

（日）　3／4

D）　　　1
閣ナ着
ﾕ丈部λ：

正17

w区
i上層）
P）－52

第59図
@12
須恵器
p台付杯

①　　（13．3）　　　7．8る　4．7

体部は外傾、口ね1は
O反する。訂台堂rの接
n面ほぼ水平、｛i．かに
囑ﾊをもつ。

（内外）ヨコナデ。

i外）底部糸切り後陥台斗貼付、後ナデ。
i内）底部ナデ。コニ列艮。

①2－3㈱大の砂乳：を含む
@5座大の砂礫有
A£1好阜皮±

（亡i＞　2／5

i底）　1／2
45

w区
i上鯵）

o－402

第59図
@13

’買恵器

q苺t杯

§　　13．9　　　6．9　　4．8

イ考｛’は外詞、む台ソの

ﾚ地部外端面寄り。
〈内外〉ヨコナデ。

i外）底部糸切り後戸1台部貼イ寸、後ナデ。
①18灘前後の砂粒を多く含む
@5磁大の砂膠有
A勘子③灰色

（仁1）　1／2
i底）　　　1

日縁部苧 ‘茎11

ハ荘
i上層）

o－220

第59口1

@14
須と器
i底部）

（内外）ヨコナデ。

i外）底響糸切り後鋳台叩貼付、後ヨコ
@　ナデ。
i内厩部ナデ。

§　1斑以下の砂粒を多く倉む　良好　（外厭色　（内）暗灰色

（底）　1／2 自然柚 253

w区
i」経）

o－341

第5魂
@15
須息器
i店㍊；）

①　（］5ン茎） （外）頁部茸頴．
i内）㍉部ナデ。

①三蹴前後の砂粒を多く含む
H　良好　（外〉灰色　（内）淡灰色

（1二D　　三／5 359

w区
i上層）

o－232

第5螺1
@16
須恵繋
i口縁紛

①〈］7、8＞ （外）濱濤～叩きε1痕（？）後ヨコナデ。

@眉轟カキ昆
i内）頚部ナデ。

撫卿砂轍
（日一頭l

@　　l／10
265

W区
i上閣
o－265

第59図
@1ア
須恵器
ﾉぱ祁）

日縁部は外反、端部で
ｺ位に肥1享、面をもつ。

①1㈱以下の砂粒を多く含む
@3、4磁大の砂亭為
A良　③灰色、㌧黄紹色

（仁玉）　1／7 299

w区
i上扇）

o－2馬

第60巨1

@］8
土師器
@杯

塗く18：1； 仏部は外傾、日絃灘で （内外）抵議ナデ、後赤彩脅 ◎1㈱以下の砂拉を含む
?A黄舵

（［i）　王／14

i体）　1／8
i底〉　］／9

赤彩
o－220

247
Q53

店区

i上謝
o－208

第60図
@正9
土師器
@杯

§　　日3．0）　　　6．4　　　4．45

体刊は外傾、亘隷的に
荢Xrに減く。1訴よ端
ｯPは丸い。

（外）矛切’，後底部軽いナデ◇

i内）底部局回するナデ。 麟1隠を多治 （口）　1／5
i底）　　ユ

煤付肩
A｝斑イ〕

240

“区
d穏）
o－231

第60図
@20
土師器
@杯

参　　（1L7）　　　5．5④　3．75

（外）糸切｝）後未認整。 蹴㌻蹴を多く含む （日）　1／5
i体）　1／4
ｰ）　1～2

、1．斑有 264

＜］2．9＞ 仁1吉部は外反して開 （内外）ヨコナデ。 ①1腐以下の砂慧を多く含む （［⊃）　1／7 1斑有 398

w区
i」二靭P－404 第6G図

@2ヌ
土師器
@皿

多　　　6．7　　　］，6

く。蟻部は丸い。 （外）亮切り。 　3腐大の砂桓イ1
W　良　にぶい黄仁色（内）一部灰色

（底）　1／2

IV区（」一壕｝

e4（ン茎

第60図
@22
土師器
@｛肛

c　（7．15）

@　　4．3ﾌ　　　L3

仏部は外傾して口絃話へと続き端司」は丸い。 （内夕Pヨコナデ。
q外）底協糸切り後ナデ俗

G）1㈱前後の砂粒を多く含む
@3翻大の砂f」二有

A良好⑧痘色

（口）　1／6
ｫ底）　三／2

398

一一 U3一



聾区
i上層）

o一ユ87

郷o図
@お
土師器
@箋

刻》》：ll 日縁部は外傾して開き
枢狽ﾍ丸い。

（外）体部ハケ目。下位核位ハケ目。
i内）口縁部ハケ蟹。頚部ナデ。
@　捧部原体不明の丁寧なナデ。
i内外）成形時の指頭圧痕。

①1陶前後の砂粒を多く含む
@2、・1皿大の砂礫有
W　やや不良　淡褐色、乳褐色

（£］）　1／4

i体）　ヱ／6

黒斑有二次焼成 168
Q08

w区
ｭ上劉
o－2誕

第60図
@24
土師器
@箋

①　（18．2） 口縁部は外反、端部に
ﾍかに面をもつ。

（外〉口頚部ハケ目。

ﾉ〉日縁部ハケ目、頚部ナデ、以下ヘ
@　ラケズリ。

③0．5磁疽後の砂粒を多く含む

@3磁大の砂粒有
A良　③淡澄褐色、淡祐色

1／6 黒斑有 286

w区
i上栖）P－150 第60図
@25
土師器
@箋

⑧　　（23．0）　　〈24．4＞ 匡コ該部は外領、揚部は
謐ﾗる。

1外）体部ハケ目内）日縁部丁寧なナデ、体部ヘラケズ　　リ。（内外｝成形時の指頭圧痕。

①ユ蹴前後の砂粒を多く含む
@4願大の砂榛有
R　蝕子　淡燈祐色

（臼）　1／4

ﾘ＞　1／8
151
O52
P53

w区
i上楊戊

o－1釣

第60図
@26

こと師器

@蓑

①〈27．◇ 〈外）体部ハケ目後頴部回転を利用した
@　ナデ。
i内）口縁部ハケ目、体部ヘラケズリ後
@　一部ナデ。

s　］腐以下の砂粒を多く含む　良好　にぶい黄袖色 （rD　　］／］⑪

i頂）　1／5
煤付着 137

w区
i上励
o－201

第60図
@27

：ヒ師器

@褒

①　（25．呈） 臼縁部は外傾、蟻部に
ﾊをもつ。

（外）口頚部ハケ目後口縁部ヨコナデ。

i内）口縁部ハケ臥頴部ナデ、作部ヘ
@　ラケズリ。

①ヌ瓢以下の砂拉を多く含む
@3㈱大の砂粒有
A良（あに識畷謁色

｛隣～旬

@　　1／4
P－381 228

w区
ヰm劉
o－］27

第60因
@28

陶　　器

薄ｾ具
i上皿）

霧　　〈7．9＞　　（3．2き　　　1．7

底部から外方へ開く。 （外）ヘラケズ〉お口縁部のみ施稲。
i内〕ヨコナデ後施紬ひ4灸哨i位の旨描
@　条線。

　精綴②硬質
W　噺）暗灰色　（秘オリーブ黄色　（紬）暗灰黄色

（口）　1／7

�j　1／4
在地産？ 121

膵区
i上厨）

o－243

第60図
@29 土　　錘

L：　5．2
v：　1．8
s：　1．55

指成形後ナデ。
R1は紡錘形。

藷　　5鰯以下の精級な胎土　　灰色、銅在灰黄色 ］ 273

w区
i上層）

o－265

箔6囎
@30 土　　錘

L：　5．05
v：　2．4
s：　2．4

ぽ；麟餐含む
1 300

w区
i上層）

o－286

第6囎
@31 土　　錘

L：　6、55
v：　2．5
s：　2．4

①1磁以下の砂粒を多く含む
@2鰯大の砂粒イ1
A良（惑こぶいパ芯色

1 318

］v区

i上騒）

o－196

第60図
@32

不　　明

S製品

残存長　約3．2c恥鮎化する。断面方形。　L字形。 〈5）9 22G

膵区
i上層｝

o－261

名6囎
@33 驚

①　32．9 体叩から日拓部へと内
Xし端部は丸みをも
ﾂ。
繹ﾊ焚口部1こ廟部残
ｶ。

（タ刊体部縦ハケ日後口縁部斜位ハケ
@　日、後ヨコナデ◇趨部指成形後ハ
@　ケ目◇後焚日部に貼付、瀬部に
@　沿ったナデ。
i内）体部ハケ目後江i縁部ヨコナデ。

①3魎以下の砂粒を多く含む
@6㈱大の砂礫有
ｮぶ、続色

口）　3／4
i体）　～部
i焚＞　1／2

煤付着

oづ62

294
Q97

n枢
i下旬2P－4泣

第62麟　1

須恵器
@蓋

①　12．4
ﾂまみ径
@　　1．5
C　　2，］5

水平に近い天井部はそ
ﾌ揚でカープを描き、
a部で下方へ屈曲させ
iを成す。っまみは扇
ｽで中央がやや突出す
驕B

／内外）ヨコナデ。外）糸切り後っまみ貼付部ナデ。（内沃井部ナデ。 多　2～3翻の砂粒を含む　良好　淡灰色

（口）　1／2

i天）　　1
iつまみ部）ユ

476

w区
i下働2閣39

箔62図　2

須恵器
@杯

　　（13．5）ｶ　　　3．35 体評は夕禰、日縁げで （内外）ヨコナデ。底部ナデ。

議竃蕊㌶
（m　　1／6
i底）　1／3

136
S77

w露
ｮド層）

QP－SO

飾2図
@3 製塩土器

㊤〈13．3＞ 日縁部僅かに内湾、上
[に水平面をもつ。

（内外〉指ナデ、ナデ。 ③0．5蹴以下の砂粒を多く含む

@2、5～8㈱大の砂礫有
A良《①糧民色

（口）　ユ／8 427

w区
笳k外

第63図
@1

縄文土器
[　　鉢
i日縁紛

粗製。単純なバケツ形
�謔ｷ。

（外）条痕後ナデ刻整。

i内）ヘラミガキ。

s　l鰯前後の砂粒を多く含む　やや不良　時褐色

～部 66

IV区

竝¥外
ぷ3図
@2、

縄文土器
@鉢〔口ぷ部）

（外）条痕後ナデ謬整。
i内）ナデ。

㊤1磁前後の砂粒を多く含む
@3陵大の砂粒有
浴jやや不良　く亘館灰褐色

一部 1

w区
ｭ楕外

第63図
@3

縄文土器

@鉢i日縁部）

（外）擦痕、後ナデ講整。
q内）条痕後軽いナデ。

①2翻前後の砂粒を含む
@3㎜大の砂粒有
H　やや不良　（外）串褐色　（内）明黄褐色

一部 ］59

“駆

竭ﾄ外
第64図
@4 （臨※部）

⑦〈16．5＞ （外購部ハケ日痕。
i内）頸部ナデ、以下ヘラケズリ。

㊤1㈱以下の砂粒を含む
@2、3㈱大の砂仁有
A良③暗灰褐色

〈口）　三／9
i頚）　」／6

法斑有 73

w区
筺~外

徽近図

@5 ／日縁部）

①　（18．6） 貝殻腹攣による平行沈
?�Q段に施す。肩講
投ﾟ刺突文。

（内）口縁部粗なナデ、体部ヘラケズリ。

@　後ナデ。
①1㎝前後の砂粒を多く含む
@2㎜大の砂粒右
A良好（藪炎黄褐色

（仁1）　1／3 煤付着 134

ハ荘

竢誧O
第64図
@6 肇

①　三5．8 貝殻腹縁による多条の
ｽ行沈線。眉都連続刺
ﾋ文。

（内）麺ぴナデ。後口援部ヘラミガキ。
@　F訂部ヘラケズリ後ナデ。

①1脚前後の砂粒を多く含む
@2図大の砂粒有
A良好③燈褐色

（口）　1／2 煤付着
Yイヒ物付着

部ﾁ有

27

Iv区

站@外
第64図
@7 （口縁部）

①　（ユ5，5） （外1口該部ヘラミガキ。
i内）口：ま綴下半ナデ、頚部ヘラケズリ。

①1～2随oの砂粒を含む
@3、4面大の砂礫有
A良好③淡黄褐色

（日＞　1／5 煤付着 88

w区
竝¥外

第函図
@8 蓑

①〈］5．2＞ 多条の平行沈線。 桝漬部工具蕎
i内）田頚部ハケ目。肩部ヘラケズリ後
@　ナデ。

①1磁以下の砂粒を多く含む
@2函大の砂粒有
A良好③燈褐色

〈口）　コ／8 黒斑有 160

w区
竢誧O

第昏1図

@9 甕

迂）〈14．0＞ 仁縁部は大きく開き、
[部は丸い。

（内外）ヘラミガキ。

i内）口握部軽いナデ。

㊧　1～2㎜の砂粒を含む　良好　淡黄褐色

（日）　1／7 煤付着 144

w区
竦頼O

第磯図
@］0

甕

窪　　（ユ3．2）　　〈12．2＞ （外）体部成形時の圧痕。
i内）日晋部下位ナデ。体部ヘラケズリ。

①ユ㈱前後の砂粒を含む
@3磁大の砂粒有
A良好（③燈褐色

（口）　コ／4

i体）　1／8
煤付着
C1汲有

詞9

“ξ区

竝¥外
殻漣図
@1ユ

（脚部）

＠〉（13．4） 裾部9～10条の平行沈
?繻yいナデ。

（外）ハケ目後ナデ。稜上位横位のナデ。
P内）上半絞り罵後ナデ。下半ヘラケズ
@　リ後裾端部横位のナデ◇

①1～2㎜の砂粒を多く含む
@3、5㎜大の砂礫有
A良③灘登色

㈱裾）1／3 U

Eア区

竝¥外
第64図
@12

多頁恵器

@蓋

つまみ径
@　　2．0

（外）糸切り後ヘラケズリ。つまみ貼付
@　後ナデ、周縁部ナデ。
i内）ナデ。 鰯纏　 （天）　3／4

iつまみ部＞1

天・内一～遷
@臓縄」擦り痕

三3

V0

w区
竝¥外

第64図
@13
須箒器
@蓋

①〈ヌ7．6＞つまみ径　　　3．4

C　　32

ほぽ水平な天井部から
精助狽ﾖと続き、端部
ﾍ僅かに内傾、丸い。つまみ部は簾平。

（外）つまみ部貼付後ヨコナデ。
i内）天井部ナデ。

②1磁前後の砂泣を含む
@2㎜大の砂粒有
刀@良好　淡灰色

（口）　1／12
i天）　1／3
iつまみ部）1

146

一64一



IV区

竝¥外
第64図
@14

須亙：器

@蓋

①　（13．4） ほぽ水平に近い天井部
ｩらその揚で大きく
Jープを描き、端部で
ｺ方へ屈曲させ段をな
ｷ。

（外）糸切り後周誘郭ナデc

ﾉ沃井部ナデ。 ㊧語隠砂齢
@（内）灰白色、暗灰色

（口）　1／4
i天）　3／4

87

狸区

竝¥外
第6鏑
@15
須恵器
@蓋

◎　（16．5）つまみ径　　　2．8

浴j　3．2

1歪ぽ水平な天井部から

ｼ隷的に口縁都へ続
ｫ、揚部で外下方へ屈
ﾈ、段をなす。

（外）糸切り後周塚部ナデ。つまみ部貼
@　付後ヨコナデ。

②0．5品前後の砂柱を含む
@2瓢大の砂粒孝1

z緩

（聞　　1／4
i天）　1／4
iつまみ部）1

夢i用硯？

g｝）痕

157

IV区

竦?O
第64図
@ユ6
須恵器
@蓬

塗　　　9．2　　　2、＄ 丸い天井部から内湾気
｡に口縁部へ読き、端
狽ﾍ丸い。

（外）ヘラ切り後軽いナデ。 奪さ）．緬田前後の砂粒を含む

@2、・｜㈱大の砂礫有
A良好　③灰色、暗灰色

（口）　4／5
i天）　　1

日逐摘円形
ｩ烈血

79

轡区

竝¥外
第6纒
@17
須恵器
i底部〉

乏）　（6．8） （内外）ヨコナデ。

i内）底部糸切り後周縁部ナデ◇

s　l蹴以下の砂粒を含む　やや不良　淡灰色、灰白色 纏）　1／4 底・外一墨欝
@「1亨∫」

Iv区

竝¥外
第61図
@18
須恵器
@杯

藷　　q3β＞　　　8．9　　　2．3

仏那は底部から外傾、
精助狽ﾅ外反、墳倒｝は
ﾛい。

（外〉糸切り後未閤整。
i内）底部ナデ。

⑦］隠前後の砂粒を多く含む
@2㈱大の砂粒有
A良　①オリーブ灰色

（EI戊　1／8
i劇　　4／5

34

w区
竢誧O
第6姻
@19
須恵器
@杯

多　　（］3．9＞　　　8．0　　　4．25

体部は底部から内湾気
wこ口縁部へ続き、鰐
狽ﾍ丸い。

（外）底部ナデ。 ①1翻以下の砂粒を多く含む
@2皿大の砂校有
A）良好（彰淡灰色

田）　1／5
ｭi）　　1

口縁部歪 26

ハア区

竝¥外
第64図
@20
須恵器
q苺t杯

多　　15．7　　10，0　　　4．3 体部L戊式部から1勺済ぷ
?ﾉ口該部へ続き、踏
狽ﾍ外反、丸い。高台
U；は接地部が内湯面寄
閨B

（外）底部ケラケズリ後丁塚なナデ。

@　高台部貼付後ヨコナデ。
i内）底部ナデ。

①〈）．5～］脚の砂粒を多く含む

@2、4㈱大の砂麟有
L　蝕予　涙灰色

（口）　1／2
i底）　4／5

u6

w区
竝¥外
第6咽
@2正
須恵器
ｭ杯部）

①＜17．8＞ 底部から1醐iした後外
ｽして開き口汰部へ続
ｫ、端部は部る。

（外｝体部ヘラケズリ後ナデ。 窪X｝．5磁以下の砂粒を含む

@1、4㈱大の砂繰有
A良好③淡灰色

（口）　］／8 73

w区
竢誧O

第61図
@22
辰菖器
@餐

①　（20．9） ロ縁部は外傾、端部で
?冝A面をもつ。

（外）構笥；1巾き目後カキ目。

i内）鏡議ナデ、以下当て工具痕後ヨコ

@　ナデ。

①〈｝．5蹴前後の砂粒を含む

@2翻大の砂粒為
A良好②灰色

（口）　1／6 自然袖 ユ8

w区
竝¥外

第街図
@23
須募器
@擁

逗）　（9．o） （外励キ目後中上位に二条の沈線。底
@　部ヘラケズリ。

㊤1～2品の砂粒を多く含む
@3悶大の砂粒有
A良好③淡灰色

（rl〕　1／4
i体）　1／4

口縁部歪 93

w区
竢誧O

第64図
@24
須恵器
c手イ寸椀

把乎部残右、 （外）把手貼付’以下ヘラケズリ。体部ほ

@　ほ中位に一灸の沈線。
@　後把手部ナァによる貼付。

①0．5却前後の砂粒を含む
@3皿大の砂粒有
A良好③灰色

（体〉　一部
i把手〕　　1

33

w区
竢誧O

第65図
@25
土師器
@皿

霧　　〈］7．9＞　　〈1⑪．7＞こ　3．0

底部から緩やかに内湾
ｵて立ち上がり、口菜
狽ﾖ続く。峯∴Pは僅か
ﾉ肥咳、内疏こ稜を持
ﾂo

〈外滅部丁窺なナデ。
﨟j隣蒙蕊放射状陪文、底部残存部に
@　繰旋状？の品文確認。

凛　1嚇a後の砂粒を含む　良好　燈色
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i内）口縁部ハケ目。穎部ナデ、以下へ　　　　吟　　ラケスリ。

②0，5扇前後の砂粒を多く含む

@コ、2㎜大の砂粒有
来竝D（蔀淡燈色

（覇）　1／5 4

ハ「区

ｭ情外
第65図
@29
土師器
@斐
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@　ラケズリ後底鴛ア寧なナデ。

◎1臓薩後の砂起を多く含む
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第3節　まとめ

　大井聖坂遺跡、大井家ノ下モ遺跡はいずれも過去に発掘調査歴があり、今回の調査で新たな成果を加

えることができた。ここでは同じ佐治町大井地内に展開するそれぞれの遣跡について調査によって幾つ

か気がついた点を挙げ、まとめに代えたい。

1．大井聖坂遣跡

遺物について

　今回の調査でコンテナ（容量54×34×20cm）約48箱分の遺物が出土している。多くはW区の遺構外出土

の遣物であり、IV区第22層黒褐色粘質土上面で出土したものが大半を占める。縄文土器、弥生土器、須

恵器、土師器、緑紬陶器、灰紬陶器、青磁、陶器、瓦質土器、竈、甑形土器、製塩土器、土錘、鉄製

晶、敲石、鉱津がある。このうち、須恵器には墨書土器14点が含まれる。遺物は時期的には7世紀前

半、7世紀末～8世紀前半、9世紀後半～10世紀前半、12世紀末～13世紀と大まかに分かれる（］）。

　また、今回の調査に先立ち、平成16年度に佐治村教育委員会により試掘調査が行われており、コンテ

ナ（容量54×34×20cm）6箱分の遺物が出土している。多くはW区試掘トレンチTr－4、　V区試掘トレン

チT亡5からであり、土師質の土馬（1）、羽口片（2）が含まれた。土馬（1）は頭部・脚部・尾部を欠く胴部下

半片で、背中に鞍の後輪と尻繁が粘土貼り付けにより表現され、刺突による尻穴も見られた。羽口片（2）

は両端破面で、内面に金属溶融物が付着しており内径推定5cmの弧状の断面は燈色～灰色と層状にな

る。このほか鉱津状遺物はV区試掘トレンチTr－5でも出土しており、今回の調査で出土した（W区SK－

01出土）を含め自然科学分析（第4章参照）を行った結果、砂鉄を原料とした鉱津と判明した。羽口片や

Tr－5で出土した242gの鍼宰が炉材とみられることから、遣跡の周辺にこうした製鉄関連の遺構、遺跡

が存在する可能性が極めて大きい。

　今回調査で出土した遺物は全体的に土師器片が占める割合が大きく、そのほとんどをく字形i甕の体部

片が占め、糸切り底の杯皿類は比較的少なく、赤彩された杯皿類はほんの僅かであった。須恵器は壼甕

類の体部片も多く見られるが、糸切り底・高台の有無を問わず杯類が多くを占め、糸切り底の無高台杯

の存在が目立つ。つまみのある蓋は時期的なものなのか平野部の遺跡に比べて輪（環）状つまみの出土が

かなり少なく数える程度である。竈片も量的には少ないが破片として比較的出土が見られる。具体的な

数値は明示できないが、全般的に土師器と須恵器との出土量の割合は土師器がやや多く、土師器におけ

る供膳・煮炊用の割合はそのほとんどを煮炊用の甕が占め、須恵器での供膳・貯蔵用の割合は8割方供

膳用である。土器以外でも工具類などはほとんどなく、調査地は遺物から煮炊・飲食するといった生活

空間的な色合いが濃いように思われる。

　供膳具、それもすべて須恵器の杯・皿・蓋の計14点に墨書を確認した（2）。IV区第22層・V区第16層黒

　／

／，＼

ご

　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

第76図　佐治村試掘Tr－4出土遣物実測図（S＝1

2

3）
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褐色粘質土上面での検出遺構内および包含層遺物である。時期的には8世紀前半、9世紀～10世紀前半

の遺物に限られる。墨書のみられる部位は天井部、底部の内外面と平坦面に記され、僅かに二文字であ

ることからか墨書が内面底部から側面へ至るものが1点ある。記された文字は「南」「酒」「酉」が複数あ

り、「石口」圧］縄」、ほか判読不明分数点がある。第1次調査で「常盤」「口縄友」が確認されている。「口

縄」と「口縄友」とは縄の上文字が同じ文字のように思われるが、今回出土の「口縄」は縄の下に文字は記

されていない。「南」については、南の屋敷といった施設の略称である可能性があり、正嘉2年（1258）に

佐治川を隔てて南側を「南方」、北側を「北方」と呼称した記録がある（3にとから、その起源がこの時期ま

でさらに遡るとすれば、この墨書を出土した集落はある種行政的な機能を果たしていたと考えることも

できよう。ただ、製品としての硯は出土しておらず、転用硯と見られる灰紬陶器（第21図1）、天井部内

面に擦り痕のある須恵器蓋（第64図15）があるが使用頻度はさほどでなく（第64図15）の墨痕ははっきりと

は認められない。この他にわずかに擦り痕が観察される須恵器片が図化していないものを含め10点弱あ

るが、他の使用痕である可能性もありいずれも明確に転用硯とは言い難い。墨書土器のみられる時期と

遣構、遺物の集中度からすると、公的な施設という遺跡の性格を前提に考えていく必要があろうが墨書

土器の出土量が相対的にやや乏しい感をもつ。

　特殊な遺物として甑形土器2点が出土している。SK－17と2SK－05とどちらも土坑からの出土である。

2SK－05出土の遺物は筒部のみの遺存であったが両者はほぼ同様な筒部径をもち、2SI（－05の遺物はSK－

17の遺物より器高が低くなるものと考えられる。いわゆる「山陰系甑形土器」の系譜を引くものと考えて

いたが、渡来系土器の可能性がある旨の指摘を受けている（の。ただ、把手の形状がやや異なっており、

調整・製作技法、胎土などからすれば在地で製作したものと思われる。加えて時期的に古墳時代中期ま

で遡る遺物は周辺では出土しておらず、その時期まで遡らせることには慎重でありたい。器高6L　7cm、

重量は7kg以上になり、長い筒部の形状からも甑としての使用は考え難い。内面に煤が付着している

が全体ではなく縦断帯状に付着しているに過ぎない。SK－17での甑の出方も人為的に土坑内に横位に埋

置したと考えられる。いずれにせよ、この2点以外は須恵器の甑（第30図32）以外に甑形土器は確認され

ておらず、「山陰系甑形土器」の系譜の盛衰を含めての再考や特殊な土器としての位置づけが必要であ

る。

　これまであまり注目されてこなかった遺物として、製塩土器に似た断面三角形状の肉厚口縁部3点

（第32図4・第65図32・第71図11）を図化した。図化した以外にW区から3点が出土している。また平成

16年度第2次調査においても多数確認した。製塩土器は（第62図3・第71図10）以外に15点が出土してお

り、これらと比較すると類似するように見えて差異が認められる。製塩土器は胎土の細粒の含みが多く

色調も内外面ともにやや赤味のある燈色であるが、断面三角形状の肉厚口縁部は土師器甕と同様な胎土

で焼き締まり、色調にはムラがあって外面は橿色系、内面は浅黄橿色を示すものが多い。全体に外面指

墨書一覧表
出土地 2詳種 記された部位 墨書銘 挿図漁 備　　考

W区SK寸1 （須）杯 （内）底部～側位 r西？口」 第32図3
W区P－12 （須）杯 （外）底部 不明 第59図5
W区P－43 （須）杯 （外）底部 「南」 第59図6

W区P－150 （須〉杯 （外）底部 噛］ 第59図7
W区P－380 （須）杯 （内）底部 酉］ 第59図8
W区P－215 （須）杯 （内）底部 「石〔コ」 第59図9

w区遺構外 （須）蓋 （内沃井部 旧縄」 第64図12

w区遺構外 （須）（杯） （外）底部 「南」 第64図17

V区SK－04 （須）蓋 （外）天井部 晒口」 第70図1

V区遺構外 （須〉蓋 （外）天井部 口酒口」 第7ユ図］

V区遺構外 （須）（杯） （外）底部 「酒？］ 第71図2
W区P－13 （須）蓋 （外）天井部 不明 一

（内）墨痕有、擦り痕

V区遺構外 （須）杯皿？ （内）底部・天井部？ 不明 　
No103

V区遺構外 （須）皿？ （外）天井部？ 西or南
一

NQ110

｛：］は判読不明
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ナデ痕が顕著で口縁部は工具により軽く調整され、内面はナデ調整で外面よりは平滑に仕上げられる。

布目は観察されない。いずれにせよ概して粗雑な作りである。こうした断面三角形状の肉厚口縁部は、

大量の墨書土器を出土した岩吉遺跡でも製塩土器の扱いで代表的なものが報告されており⑤この他数点

が確認される。因幡国府遺跡でも同様の口縁部が出土しており、焙烙として報告されているものもあ

る（6）。因幡国府出土のものは径18～21cm程度、器高5cm弱の法量で、大井聖坂遺跡出土のものは径16～

17cm弱、器高4．5cm程度とやや小さい。因幡国府では一般的に出土しているようで、煮炊具ではなく供

膳具と一緒に出土する傾向が窺え、器種の～部を構成していた可能性が高い。外面に2次焼成を受けた

ような痕跡が認められるものもあり、焙烙と考えるのが妥当な感がある。ただ、この形態の遺物が他の

地域ではあまり見かけないという状況（71から因幡地域を中心とした特有の器種、器形である可能性もあ

り、今後に委ねたい。

　この他、遺構と直接関与しないが縄文土器、弥生土器が出土している。弥生土器は後期後半の土器に

限られ、今回遺構は検出されなかったが、佐治村調査1区でピット（P16）内から弥生土器を出土してい

る。IV区でも出土する弥生土器は比較的大きな破片もあり、2次堆積で磨耗したような状況ではなかっ

た。今回遺構の埋土から須恵器・土師器片に混じって弥生土器片を含むことがあり、この地に集落が営

まれる7世紀前後以前に密ではないが弥生時代後期の生活面があり、集落形成時等に削平されたと考え

ることができよう。また、縄文土器については、狭い地域ながら佐治町には中期前葉～後期の縄文遺跡

が多く知られ、大井聖坂遺跡の周辺部についても後期の縄文人の足跡を直接示す遺物として貴重な資料

である。

遺構について

　今回、掘立柱建物13棟、竪穴住居2棟、土坑22基（撹乱穴7基）、溝状遺構2条、ピット799基、焼土

遺構を検出した。W区を中心に圃場整備の際の重機による大規模な撹乱穴が目立った。遺跡は佐治川に

よって形成された河岸段丘と北東方向へ延びる丘陵裾との境界付近、標高150～156mの緩斜面に位置す

る。このうちIV区と平成元年度調査地（第1次調査）⑲との間にあたる1区は地形的に谷筋にあたり、平

成16年佐治村の調査（第2次調査）（9で自然流路が検出されている。各調査区の中で中心地的な位置を占

めるIV区は立地的にも南西から北東へ延びる稜線上にあたり、東に上大井・古市地区を見据えた位置と

なる。

　W区東の検出された自然流路内の埋土は黄褐色砂質土・砂礫中心で、1区南の小谷筋から流出した土

砂と考えられる。この谷筋からの花両岩質の風化砂礫は1区西端からW区～H区南端～皿区東半分にか

けて確認されており、これまで所謂「整地層」、人工的な整地として扱われていたが、今回IV区の状況

（調査地の基本層序参照）から自然の堆積層と考えるのが妥当との結論に至った⑯。古い時期の遺構はこ

の明黄褐色砂礫層IV区第28・29層の上層である第24層上面で検出したが、第24層上面と第22層上面との

時期的な隔たりは明確には捉え難く、第22層が厚さ30cm近くもあることを考慮すると下層の遺構はある

いは第22層中からの掘り込みであった可能性もあろう。多くの遺構の基盤i層となったIV区第22層黒褐色

粘質土は第1次調査でも確認されている。この黒褐色粘質土の上層は灰黄褐色粘質土、褐灰色粘質土で

あり、特に第15層灰黄褐色粘質土は厚さ35cmにもなり、遺物も多く含まれた。墨書土器の出土も第22層

黒褐色粘質土上面あるいは第15・16・18層中に限られ、第22層上面に厚さ7cmの焼土範囲がV区～W区

にかけて8箇所帯状に検出されたことからこの焼土はある時期の生活面を示す可能性がある。

　竪穴住居を2棟検出したが、このうちSI－02は最も南西斜面高位にあり、辺5m程度とロ区、遜区で

検出された住居とほぼ同等の規模であるが時期不明である。SI－01は3m弱と規模が小さく柱穴が見ら

れなかった。作業小屋的な建物と思われる。大量に出土した土器から7世紀末から8世紀初頭とみら

れ、約51n北に位置し7世紀前半とされる田区SI－01とはやや時期を異にする。

　掘立柱建物13棟については、調査区外へ延びて全容不明なものや便宜的に図面上で想定した建物も含
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掘立柱建物・竪穴住居　覧表
平　均　柱　間

調査区 遺構名
桁×梁

i間）

桁行

im）

梁行

im） 桁イ了（m） 梁行（m）
面積（m3） 主軸方向 出土遺物等 時　　期

lv区 SB－01 3×（3） 3．72 （3．48） L24 1．20 12．9 N－79つ一E （」二遠（口）・他　（須）蓋・他

ク SB－02 （3×］） 尾GO） （2．40） 1．33 2．40 9．6以一ヒ N－85°－E （土部片

〃 SB－03 3×2 5．88 5．68 L96 2．84 33．4 N－9°－E （土〉日縁・頸部　（須）蓋・他

〃 SB℃4 2×2 5．36 4．16 2．68 2．08 22．3 N－5㌧E
（土）赤彩・低部他

i須）田1・白縁部他

〃 SB－｛）5 〈4）×3 （5．78） 4．86 1．44 1．62 28．1以上 N－2°－E
（土）竈片・口縁部他　（須）底

泊ｼ

ク SB－06 3×（1） 3．32 （2．78） L11 2．78 9．2以」二 N－84°－w
（土）鉢・頸部他　（須）蓋・底

泊ｼ
（8C前半）

〃 SB－07 4×1 7．75 2．48 1．93 2．48 19．22 N－83°－W

（土）土錘他　（須）杯・皿・

W？他
i陶）緑紬

9C後半

〃 SB℃8 3×1 5．38 2．56 1．79 2．56 13．8 N－87°－W （土）ゴニ器片　く須）土器片

〃 SBぺ）9 4×2 7．80 5．83 1．95 2．91 45．5 N－1ぴ一W
（壽二）口・頸部（須）蓋・皿弛

i陶）灰紬　（縄）鉢（口縁）
（9C後半）

〃 SB寸0 4×3 6．68 4．65 1．67 1．55 31ぺ 　　Am－75二£ （土）日縁部他　（須）杯

〃 SBづ1 4×3 7．03 4．75 1．75 L58 33．4 N－69°－E
（二1：）赤彩・口縁部他

i須滴台部他

〃 SB一ユ2 （3）×3 （5．16） 4．40 1．70 1．47 22．4 N－15°－W
…

〃 SB－13 2×2 323 2．88 1．6更 L44 9．3 N寸5°－W （土）土器片

ク SFO1 長軸3．37短軸2．99 ｝
8．9 N－1°－W

（」二）杯珍i・壼・甑形土器・

o？・竈片・蓋（赤彩）

i須）杯・高台｛寸杯・箋・壼・

ｫ・蓋・椀
i石〉敵石

7C末～8C初

〃 SI－02 長軸（5．0）短軸4．50 柱穴間1．98×2、18 （20．5） N－15°－W
㎜ 不明

（）は遣存値、推定

土坑・溝状遺構　覧表
法　　　き琶（cm）

出土※物等 時　　期調査区 遺構名
長軸 短軸 深さ

底部標高（m） 平　面　形 断1師形 主軸方向

w区 SK℃1 259 215 32 154．48 不整楕円形 不整椀状 N－32°－E
（土逗｜他　（須）杯（頴沓有）他

@（縄）鉢　鉱浅
10C前半

〃 SK－02 176 109 27 154．39 zく整｛｝1｝コヨ彩 不整皿状 N－80°－W ：」二器片

〃 SK－03 擾　　乱 （二1二）土器片　（須）護片・杯
｝

〃 SK覗 提　　乱 ㎜ ～
〃 SK－05 176 92 （30） （153．76） 不整楕P］形 イく整田1状 N－25°－E 〈土）箋片　く須）杯他

ク SK－06 120 99 50 153．46 不整楕P］形 不整椀状 N－？ぴ一E
（ゴこ）箋｝｜’他　（須）ll底・き不他

y錘　鉄製品
10C前半

〃 SK－07 128 70 39 153．58 不整長権円形 不整椀状 N－gc－E （二上）箋他　（須）皿他 10C代

〃 SK－〈）8 141 101 15 153．97 ネr∫円形 不灘肛状 N－3㌧E （土）土器片　（須畑いW；他

〃 SK－09 擬　　舌L ㎜ ｝
〃 SK－10 撹　　舌L … 一
〃 SK－11 99 87 10 153．58 不整1エ1形 不整ll［｜状

一 …
〃 SK－12 125 93 14 153．53 隅丸台形状 ∬薮　状 N－40°－W （土）甕

〃 SK－13 112 91 16 153．61 楕P］形 不整皿匝状 N－3㌔E （土）箋

ク SK－14 撹　　舌L （幻口縁部片　（須）口端剖1
…

ク SK－15 撹　　乱 （土）二｝二器片　（須）土器片
㎜

〃 SK－16 撹　　舌L （土）口縁部片　（須違部片 一

〃 SK－17 ］07 ？3 至2 153．97 隅丸長プ」形・ 不整皿状 N－36°－W （土濠形土器 （8C前半）

〃 SK－18 152 128 22 1劉。66 不整楕1弓形 不整椀状 N一δ7㌧w
（土〉底部片　（須）日縁部片
i陶磁）｝ヤ

〃 2SK－0］ ］62 126 18 153．57 小整楕｝］1形 1皿　状 N－1ブーE （土）土器片　（須）杯（口）竃片

〃 2SK－02 137 109 22 153．37 不整隅丸方形 椀　状 N－62°－W （土）蓑但）

〃 2SK－03 129 90 37 153．10 不整楕阿形 不整形 N－9°－w ←
〃 2SK℃4 96 67 24 153．17 楕円形 椀　状 N－31c－E 一
〃 2SK－05 145 97 28 153．67 不整楕Fi形 不整∬n状 N－74㌧E （弥）壷パ土〉甑形土器 8C
ク 2SK－《）6 89 75 16 153．63 不整楕［彗形 椀　状 N－31°－E

一

2SK－07 161 ］15 29 1斑．43 不整楕［η形 椀　状 N－64°－W
一

V区 SK刃1 99 91 78 153．94 不整円形 逆台形状 一
（二1二）箋（［1）

ク SK－02 83 （51） 41 154．23 不整円形 椀　状 ｝ 　
〃 SKべ）3 83 81 68 153．94 不竺円形 不整形 　

（ゴニ）体部片（須）高台部月一

〃 SK－04 107 103 32 154．oo 不整円形 椀　状 …
（土）体部片（須）蓋（上漠有〉 8C前半

w区 SI）－OI 626 31 16 153．99 L字形 椀　状
忙83°－W
m－10°－W

（土）杯・IIII（赤彩）他　（須）土

﨑ﾐ
ク SD－02 228 75 9 154．07 （L字形）溝状 田獲　状 礼30°－E． 〈：量二）細片（須）体部片　鉄鋲片

（　）は遺存値、推定
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まれ、必ずしも実際の状況を反映するものかどうか疑問が残る部分もある。ただ、検出したピットは多

数にのぼり柱痕跡が観察されるピットも比較的多く確認された。想定外にも複数時期の建物が幾重にも

重複しているものと考えられる。遺物を含む包含層の厚い堆積はそのことを裏付けるものでもあろう。

想定した掘立柱建物を構i成する柱穴は径50～70cm程度の平面円形もしくは楕円形で、方形の掘り方をも

つものは調査地内には皆無であり、建物規模も最大のSB－09で45．5㎡である。官衙、官営的な計画性を

もって構成された大規模な建物群とは言い難い。掘立柱建物の建物軸を考えた場合、最低ニグループに

分けることが可能である。軸をN－2～9㌧Eにとる建物とN－69～75°－Eにとる建物である。このうち

主軸をN－5°－EにとるSB－04は斜面低位側にL字形の溝（SI）－01）をもち、同軸の建物としては長棟の

SB－07、08が特徴的で、配置としてはW区南の斜面高位側に配置する。これに対し主軸をN－69㌧Eに

とるSB－11は4×3間の建物で、構成する柱穴は平面長楕円形、二段掘りが特徴的で、同軸の建物はW

区北側の斜面低位に配置する。時期的にはSB－11のグループが古く8世紀前半期、　SB－04のグループは

9世紀後半～10世紀と推測される。

遺跡の概観

　今回の大井聖坂遺跡の調査で、おおよその遺跡範囲の半分程度の調査が終了した状況となる。試掘調

査の結果から村道北側の地域においてはかなり深い部分に遣構が埋蔵されているようでもあり、中心と

なるのは丘陵部と河岸段丘の境界部付近とみられる。大井聖坂遺跡において一番古い遺構は第2次調査

1区の弥生後期後半の土器が出土したP－16である。付近で同時期の壼も出土しており、明黄褐色砂礫

層を掘り込む状況で弥生時代後期の生活面が一部に遺存していたことが明らかとなった。第1次調査や

第2次調査でも同時期の弥生土器片が出土しており、今回出土の弥生土器もその遺存状態があまり摩滅

を受けることなく大きめの破片であることから、また奈良・平安時代の遺構埋土からも弥生土器片は出

土しており、そう密ではないにしろ調査地周辺部を含めて弥生時代後期後半期という比較的限定された

時期の遺構が埋蔵されている可能性が高い。

　その後、7世紀前半までの間は空白期となり遣物も出土していない。7世紀前半期、第1次調査の竪

穴住居SI－01、02が2棟単位（？）で4mの距離をおいて標高156mに展開している。谷部を隔てて第2次

調査のH区では確実な遣構としてやや大きめの規模をもつSI－02、03が7世紀前半である。周辺遺跡で

は、大井3号墳、葛谷4号墳が7世紀初頭の築造とされ、これら横穴式石室を内部主体とする後期古墳

造営の基盤を成した集落であったと考えられる。弥生時代終末から古墳時代6世紀中頃（上山根遺跡で

6世紀中葉須恵器出土）までの状況が不明な中、葛谷4号墳は山陽地方に多く分布する無袖型横穴式石

室と言われ（］’）、この時期、他地域からこの谷へ新しい要素をもった勢力の介入があったと見られる。古

墳時代後期の横穴式石室が導入された時期頃を一つの大きな契機として、律令体制下へ向けた現在の佐

治町の原型とでもいうべき基本的枠組みが形成されていったと考えられるのではなかろうか。7世紀後

半以降大井聖坂遺跡では、第2次調査でも指摘されているとおり竪穴住居から掘立柱建物へと建物構造

が変化し、8世紀を境に急速に掘立柱建物で構成される集落へと変貌をとげる。そして、9世紀後半～

10世紀、さらに13～14世紀、ひいては15～16世紀とされる掘立柱建物へと遣跡の変遷をたどることがで

きる。周辺遺跡の状況からみても大井地区を中心として古墳時代後期以降、遺跡の系譜が絶えることは

ない。そんな中、8世紀前半から9、10世紀と墨書の出土は識字層の存在を彷彿とさせるが、硯の未検

出や建物自体の規模を考慮すると官衙施設とみるにはやや弱く、郷の関連施設もしくは郷の運営に携

わった人物の屋敷跡と据えた方が妥当のように思われる。いずれにせよ、佐治郷の中心地域にあり先導

的役割を担った集落であったと言えよう。

2．大井家ノ下モ遺跡

　大井家ノ下モ遺跡は、上大井集落の200m東、大井聖坂遺跡から約lkm北東に位置する。標高135m前

後の佐治川右岸の段丘上山裾部に展開し、対岸には古市集落が営まれている。平成10年に圃場整備に伴
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う調査が行われ、中世の集落遺跡であることが判明しており、倉庫とみられる総柱建物、柵列を検出

し、12～14世紀代の中国産をはじめとする豊富な陶磁器類が出土している（茎2）。今回の調査では13世紀代

のピット、瓦質鍋を中心とする遺物が出土し、遺跡がさらに南側へ広がる様相を示した。立地的にも東

西両側を小谷筋に挟まれた段丘・丘陵尾根筋上に展開し、岩石を多く含むやや特異な立地であるように

思われる。中国産をはじめとする合子・香炉など様々な陶磁器類、墨書で記された分割線のある土師皿

の出土などからもやや特殊な性格をもつ由間部の中世遺跡としての位置づけが必要であり、大井聖坂遺

跡とはやや集落の性格を異にするようである。ただ、突如中世に現れるにせよ、周辺地域で7世紀代か

ら集落が営まれてきた社会的基盤iがあってのことで、この遺跡の消長を捉えることは佐治町の中世社会

の具体相を知る上で大きな手がかりとなろう。

　このように、大井聖坂遺跡・大井家ノ下モ遺跡は佐治町地域の歴史的な成り立ちを考えていく上で極

めて重要な遺跡である。大井、刈地および対岸の古市、葛谷地区周辺を含めると、中世から近世へと連

綿と続く遺跡の流れを捉えることができる。その中で大井聖坂遺跡は大井地区の「大井チ軒跡」の伝承を

ひく遺跡のひとつであるのか、古代から中世にかけて特に7～ユ0世紀に大きな盛期を迎える。対岸の

「古市」の地名も大井千軒が栄えたころ市場があったことに宙来するという。加えて6～7世紀の古市山

根遺跡、古市屋敷遺跡、奈良時代の貝尻遣跡、葛谷遺跡、中の谷遺跡、奈良・平安時代の刈地鳥居原遺

跡、金鋳原遺跡、陶製の経筒2点が見つかった大井経塚、宝俵印塔が祀られた佐治四郎重貞の墓所など

周辺にはこの時期の遺跡が目白押しである。古代から近世にかけて佐治谷での各遺跡の消長・特質を

探っていくことは佐治町の歴史そのものを追究することにつながり、今後いっそうの各遺跡における調

査成果の分析・検討が必要となるであろう。

註

（1＞今回、土器の年代観については以下の文献を参考とした。陶磁器については、乗岡実、ト部吉博、廣江耕史、守岡正司　各氏

　にご教示いただいた。

　郡家町教育委員会『下坂窯跡群詞988年

　郡家町教育委員会『山田窯瑚：群担987年

　筒井崇史・村田和弘・松尾史子「古代日本海沿岸地域における土器様相の比較検討（上）旦京都府埋蔵文化財情報』

　第93号　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター　2004年

　㈱鳥取市教育福祉振興会『山ケ鼻遺跡∬』1996年

②　墨書土器の文字の解読は鳥取市歴史博物館学芸員佐々木孝文氏にお願いした。

（3）佐治村n左治村誌』1983年

（4）守岡正司氏よりご教示いただいた。「円筒形土製品」として掲載されている。

　島根県教育委員会『史跡出雲国府跡1』2003年

（5＞㈱鳥取市教育福祉振興会『岩吉遺跡W罰997年

（6）鳥取県教育委員会掴幡国府遺跡発掘調査報告書口～IV』1974～1976年

　　国府町教育委員会『因幡国府遺跡（外ヶ馬場・中溝地区）』1981年

　　1日国府町教育委員会収蔵庫で昭和48年、49年因幡国府調査分の遣物コンテナのうち数コンテナを実見したところ21点もの断面

　三角形肉厚口縁部を確認した。

（7）実物を実見していただき、廣江耕史氏より出雲国府では見られない器種との指摘、製塩土器とは異なるとのご教示をいただい

　た。

（8）佐治村教育委員会『大井聖坂遣跡』1990年

（9）翻鳥取市文化財団『大井聖坂遺跡2次調査〈1区・H区・皿区〉発掘調査報告書』2005年

⑯　調査地の層序、特に明黄褐色砂礫層について鳥取市歴史博物館館長星見清晴氏から大変有益なご助言、ご教示をいただいた。

⑭　佐治村教育委員会『葛谷4号墳発掘調査報告書』1989年

㈱　佐治村教育委員会『大井家ノ下モ遺跡発掘調査報告書』1999年
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第4章　自然科学分析

大井聖坂遺跡の自然科学分析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パリノ・サーヴェイ株式会社

1．はじめに

　鳥取市佐治町大井に位置する大井聖坂遺跡の試掘調査および本調査時に出土した鉄津2点と羽口片1

点について、材質や由来等に関する情報を得るため金属学的調査を行う。

2．調査試料と項目

　表1に試料の大きさと調査項目を示した。外観観察・断面組織観察および鉱物同定は全試料に、また

成分分析は鉄津2点について実施する。以下に調査方法を示す。

　①外観観察

　　　遺物の特徴をデジタルカメラにより記録する。

　　　　Finepix　F401型（富士写真フイルム製）

②断面組織観察

　　　遺物の平均的な部位を切取り洗浄後、エポキシ系樹脂により真空下で埋め込み組織を固定後、鏡

　　面までに研磨して光学顕微鏡にて観察・記録した。

　　　　金属顕微鏡　BH－II型（オリンパス光学工業製）

③　成分分析

　　　鉄1宰2点について以下の方法により含有元素を求めた。

　　　　T－Fe：全鉄定量方法　JIS　M8212

　　　　M－Fe、　FeO：酸可溶性定量方法　JIS　M8213

　　　　その他の成分：ICP発光分光分析方法　ICPS－8100型（島津製作所製）

④　鉱物同定

　　　遺物を構成する鉱物相の組成をX線マイクロアナライザーにより測定した。

　　　　X線マイクロアナライザー（EPMA）JXA－8100型（日本電子製）

表1　調査試料および項目

調　査　項　目
試料名 遺物番号 採取位置

重　量

igr）
寸　法（㎜）

外観観察 断面組織 成分分析 鉱物同定

鉄　淫 NQ37 試掘トレンチ5 242 120×70×35 ○ ○ ○ ○

鉄　津 NQ　4 IV区SK－01 50 50×40×35 ○ ○ ○ ○

羽口片 NolO 試掘トレンチ4 46 50×35×30 ○ ○ × ○

注1）○印は実施したもの。注2）鉱物同定はEPMAによる。

3．調査結果

3－1　：鉄津（NQ37）

NQ37鉄津の外観および断面マクロ・ミクロ組織を写真1に、また成分分析結果を表2におよび鉱物相
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表2　鉄津の成分分析結果（単位；重量％）

遺物

ﾔ号

全　　鉄

iT・Fe）

金属鉄

iM・Fe）

酸　　化

謌齠S
@FeO

酸　　化

謫�S
ee203

酸化珪素

@Sio2

酸　　化

A元レミニウム

@A▲203

酸　　化

Jルシウム

@CaO

酸　　化

}グネシウム

@MgO

酸　　化

`タ　ン
@Tio2

酸　　化

oナジウム

@V205

酸　　化

}ンガン

@MnO

酸　　化

Jリウム

@K20

NQ37 16．72 0．51 10．63 U．36 54．04 14．39 0．9 1．01 2．34 0．14 0．18 3．52

Xo　4 7．4ユ 0．45 2．61 7．05 61．83 20．24 1．08 1．27 0．87 0．02 0．08 4．44

表3　鉱物相の成分分析結果（EPMA　単位；重量％）

試料
測定

ﾊ置

酸　　化

謌齠S
@FeO

酸化珪素

@S沿3

酸　　化
Aルミニウム

@Al203

酸　　化

Jルシウム

@　CaO

酸　　化
}グネシウム

@MgO

酸　　化

`タ　ン
@Tio2

酸　　化

oナジウム

@V205

酸　　化

}ンガン

@MnO

酸　　化

Jリウム

@K20
鉱物相

鉄津

mo37

123

68．8

a．2

P9．5

0．31

R4．5

S4

7．81

Q．74

P6．3

．・・

O．98

W．38

1．21

T．03

D　．　，

21．3

O．67

Q．24

，ふ・

C．．

E・．

0．58

O．8

D・・

令　タ　・

kO6
T．57

Tu
eS

溶融部 ユ．69 67．6 17．9 0．81 0．2ユ ．　■　■ ・．． ・・． 9．75 G

鉄湊

mQ　4

12

80．9

R2．1

0．48

S2．4

9．34

P1．2

0．15

S．53

LO5
P．63

7．15

O．9

0．8

氈D．

・．．

O．5

0．14

T．01

wS

溶融部 10．5 53．2 21．3 0．72 ユ．16 2．92 ．・・ ．．る 9．12 G

羽1：｜片

mQ10

1

23

3．04

@・・．

U6．1

62．1

S8．6

@　．．

30．8

R8．6

@…

2．7

P0．7

@・・◆

．，

E，A

氈E・

　　，s・

@　…

R3

，・・

c・　．　・

ユ．33

D　．　令

D　．　〉

長石類粉

ｷ石粒子
`タン鉄鉱

溶融部 12．9 48．6 29．6 3．24 1．26 1．4 ・　・　〉 ．　・　◆ 1．56 G

注1）鉄津No37の測定位｛置ユ～3は鉄津領域の分析箇所を示す（図1参照〉。

注2）鉄滞NQ10の測定位置1は数μm～数10μmの微粒子集合体、2・3は数100μmの粗粒子（図2参照）。

注3）各試料の溶融部は、M37・No　4は炉材領域、　NQ10は羽口の溶融領域を示す。

注4）鉱物相の説明：Tu；ウルボスピネル（2FeO－TiO2＞、　W；ウスタイト（FeO＞、　S；ガラス質珪酸塩、　G；ガラス

の組成を表3と図1に示した。表面は茶褐色で凹凸が著しく、一部に白灰色の粒子が噛み込んでいる。

内部はガラス化した炉材成分と思われる領域が大多数を占め、表面の一部には鉄津成分が固着してい

る。恐らく、炉材の表面に溶融した鉄津成分が滲み込んだものと考えられる。

　鉄津領域の構成鉱物は、酸化アルミニウム（Al203）ならびに酸化マグネシウム（MgO）を数％含むウ

ルボスピネル（理論化学組成：2FeO－TiO2）と木摺状のファヤライト（理論化学組成；2FeO－SiO2）が主

体で、僅かにガラス質珪酸塩からなる。表2の平均化学組成をみると、全鉄が17％弱、酸化チタン

（TiO、）は僅かに2．34％であるが、これは炉材成分が多く含まれているために、鉄達領域のチタン分が

薄められた結果とみることができる。一方、炉材領域の溶融部組成（ガラス相）は表3に示したように、

酸化珪素（sio2）が70％弱と酸化アルミニウム（Al203）が18％と、通常の炉材組成に近いものであった。

したがって、本遺物は炉材表面に溶融した鉄津成分が接触し、反応・固化した遺物と考えられた。

3－2：鉄津（M4）

　NQ　4鉄津の外観および断面マクロ・ミクロ組織を図版2に、成分分析結果を表2におよび鉱物相の成

分組成を表3と図2に示した。NQ　4と同様に表面は茶褐色で一部に白灰色の粒子が噛み込んでいる。炉

材が溶融して一部がガラス化した組織が殆どで、表面の一部には鉄津成分が僅かに固着している。鉄津

領域の鉱物組成は、酸化アルミニウム（Al203）が9％、酸化チタン（Tio2）が7％を含むウスタイト（理

論化学組成；FeO）とマトリックスは鉄分を多く含む（32％）ガラス質であった。平均化学組成のうち全

鉄は7．41％、酸化チタン（TiO2）は僅かにo．87％であった。

　この結果も前記のNQ37鉄津と同様に炉材成分の占める割合が多いため、通常の鉄津組成に比べ低い値
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を示したものと考えられた。また、ウスタイト結晶は微細でマトリックスがガラス質になっていること

から、溶融した鉄津成分が炉材表面で急冷固化したものといえる。～方、炉材領域の溶融部組成は酸化

珪素が53％と若干低い濃度であるが、ほぼ炉材成分の一部が溶融したものとみらた。

3－3：羽口片（NQ10）

　NQIO羽ロ片の外観および断面マクロ・ミクロ組織を図版3に、表3に構成鉱物相の分析結果を示し

た。

　大きさが50×35×30㎜の破片で、反対側は茶褐色の溶融物が薄く固着している。また、内側はある曲

率をもった形状を示し、その形状から羽口径は約50㎜φと推測される。鍛冶炉羽口としてはやや大型の

ものといえる。薄く溶融物が固着している領域は、厚さ約15㎜にわたって溶融組織を呈し、大小の丸い

空孔が存在する。比較的熱影響が受けていない領域は数100μmの粒子と数μm～数10μmの微粒子の混

合層となっている。恐らく、元は（熱を受けない前）全体的にこのような組織を呈していたと思われる。

それぞれの粒子について分析した結果、粗粒子は酸化珪素（Sio2）が50％前後、酸化アルミニウム（Al2

03）が40％弱、酸化カルシウム（CaO）が10％前後の濃度割合であった。また、微粒子群は酸化鉄（FeO）

を3％程度含むものの、おおよそ粗粒子の成分割合に近いもので、この組成割合からこの鉱物は長石類

に相当するものと考えられた。存在割合は少ないが他の粗粒子にはチタン鉄鉱（2FeO－Tio2）や珪石

（SiO2）粒子も含まれていた。一方、羽口溶融部は酸化鉄（FeO）が13％弱、酸化チタン（TiO2）が1．4％

程度含まれており、前述した鉱物類が溶融同化したことが伺えた。羽口の粘土材はこれらの材料を混合

して成形・使用したものと推測された。

4．考　　察

　鉄津2点および羽日片1点について金属学的調査から以下のことが判明した。

　2点の鉄津は炉材溶融物が主体で、表面に溶融した鉄津が薄く固着しているものであった。鉄津の組

成は酸化アルミニウム（Al203）を含むチタン化合物（ウルボスピネル；2FeO－TiO2）とハヤライト（2FeO

－Sio2）そしてガラス質珪酸塩であり、両試料の鉱物相の違いは溶融状態から冷却する際の速度が異なっ

ていたためと考えられた。一方、羽口片は構成する粘土材の主成分が長石類であり、僅かであるがチタ

ン鉄鉱や珪石粗粒子を含むものであった。

　3点の遺物はいずれも鉄生産にかかわるもので、鉄原料に砂鉄が使用されていたことが明らかとなっ

た。しかし、本遺構がどのような性格の作業工程のものであったのかは明らかに出来なかった。
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図版1　鉄津（遺物番号Nσ37）の外観および断面マクロ・ミクロ組織

、鐙『二二：二i二

　　　　　外観（表）
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跡…二’∵三三二藪
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図版2
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写真3　羽ロ（遺物番号㎞10）の外観および断面マクロ・ミクロ組織
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大井聖坂遺跡　図版1

大井聖坂遺跡

調査地遠景

（北から）

y・V・V［区

調査前

（北東上空から）

1v区

遺構検出状況（上層）

（南西から）
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大井聖坂遺跡　図版3

V区全景
（北東から）

V［区全景

（北西から）

】V区調査区壁面

（東から）
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図版4　大井聖坂遺跡
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大井聖坂遺跡　図版5

y区SB－01検出状況
（南東から）

］V区SB－02検出状況

（南から）

y区SB－03検出状況
（北から）

y区SB－04検出状況

（北西から）



図版6　大井聖坂遺跡

違竃灘

y区SB－08検出状況
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（北東から）
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（南西から）

V区SB－13検出状況
（南から）



大井聖坂遺跡　図版7

y区Sl－01土層断面

（東から）

］V区Sl－01遺物出土状況

（南から）

］V区Sl－01

下層遺物出土状況

（西から）
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図版8　大井聖坂遺跡

y区Sl－01完掘状況

（南から）

y区Sl－02検出状況

（南東から）

y区Sl－02検出状況

（東から）



大井聖坂遺跡　図版9

】V区SK－01土層断面

（南西から）

】V区SK－01検出状況

（北東から）

］V区SK－02検出状況

（北から）

W区SK－05検出状況

（北西から）
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図版10　大井聖坂遺跡

IVP区SK－06検出状況

（北西から）

y区SK－08検出状況
（西から）

y区SK－11検出状況

（南西から）

y区SK－12検出状況
（南西から）



大井聖坂遺跡　図版11

y区SK－13検出状況
（西から）

y区SK－17土層断面

（北西から）

V区SK－17検出状況

（北東から）

V区SK－18検出状況

（北東から）
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図版12　大井聖坂遺跡

y区2SK－01検出状況
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大井聖坂遺跡　図版13
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図版14　大井聖坂遺跡
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大井聖坂遺跡　図版15
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図版16　大井聖坂遺跡
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図版18　大井聖坂遺跡
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大井聖坂遺跡　図版19
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図版20　大井聖坂遺跡
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大井家ノ下モ遺跡　図版21
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図版22　大井家ノ下モ遺跡
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